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平城京左京八条三坊調査造職
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はじめに

1974年度における当研究所の蝋:業の概要について，研究調炎

活動を主体としてここに公表する。

この年度においては，従来から継統して来た美術工芸・建築

°歴史の３研究室および平城宮跡・飛鳥藤原宮跡のIillj発掘,凋代

部のＩ洲f研究が/if実に進められるとともに，新たな事業が課せ

られることとなった。

一つは埋蔵文化財センターの設侭であり，現下の急務である

埋蔵文化財の保誰対紫の砿要な一環として，これに関する洲像

研究，地方公共|､11体への専lIIl的技術的指導助蘭.および旭､乳職貝

の研修等を行なうための機関として設悩されたのである。鋪一二

は飛鳥盗料館の開節であり，飛鳥地域の１Ｍ:に関する1970年の

閣談決定にもとづき1974年皮にI没慨され，鋭意準備を進めて来

たが，1975年３jjl511，その開館を兄るに至ったのである。ｌＩＩｊ

冒荷とも当初は文化庁附屈の独立|幾閃として構想されたが，極々

の経緯から当研究所の部Ai)として設Ｉ！‘tされることとなったもの

である。またこの年度には庶務部の制が侭かれた。

このように当研究所は組織が著しく拡充し，業務も多岐に亘

るに至ったが，各部局が亦機的に一体となり，雌所の粘神に11リ

リ，学術の進展に呼応しつつ，所典一lIil業務に励んでいる。年

報刊行に当り，各方面の一隅の御協ﾉJをお願いする。

１９７６年３ノ」

奈良l創立文化財研究所艮

小川修
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海住山寺総合制査報告 (1) 

美術工芸研究室 ・ 歴史研究室

百，rn－：山寺よりの依頼をうけてII（｛和49年6 Jl同寺J別式文化財の総介おHf.を尖l庖した。 この調査

により多くの新資料を仰ることができたが， そのt I lの主なもの若｜：を選んでここに紹介する。

なお調査米fのものも数多く残されており． 引統き訴Hf.を予定している。 いうまでもなく， 海

fi: 111 �11：は京間IJ付制l栄HII加此lllf例l併にあるf,,(:IJで， その自IJ.illは天平7年（735）にまでii�］るとも｛ぷ

えられるが， 鎌六時代初JUh.:.fql（，）悦l二人以民がLtしてより伐んとなり， 現！7i・｛－Ji,の末寺として栄え

たが， 後世新義点パシ；ミ年＼＇Iii派末となって.5J.(Eに:'.iiっている。 この ；v：』査に際しては奈良l1<lil.t•!l-物

館の附崎議治・fjゲri•;£- • .!Li凹宗彦氏の御協力を頂いた。

1 美 術 工 芸

美術工ぷ郎門では絵画｜刻係じとくμ悦iii'，が多く先比されたが， 仁三郎｜”jでも）°.＇ lニの挺品が比

られた。 彫刻部門の優品はすで.，二女JIられたものが太郎分であり，紙数の郎合上主I］愛して，絵l凶・

工心仙の，，，より新発μのもの若｜：を選んで紹介したし、。

絵画 海(1：山、干の絵jil1jとしては桁本何色法華経変A'III火｜ー帆が符名であり，総i木皆色イ手日大

般J
・
f Iー六；有利lj象ー側、 l.!f£i也水食｜刈肘風とJじに京何II時iL博物館

＇

itこ
’
'M,1Eされている。 また.illl.米2年

.illイ'f.の五fil）），＼：内ド·！（の板絵ぷ;ff＼・(IYI)拶像も.l't屯である。 このほか昌：名なものとして， 本�の本時

，.ー1(1i鋭 ·rr立｛�良をti: i白した仏凶の耐j側に本lllf時代の板絵がある。 この似絵はむかつてk側に十

一1(1j制泊二米迎｜玄l， イi£lllr－こはMil吃終I I li'f, I :I火｜が対的iしてi白かれている。111,11屯久『日本』l,111lijの研

究』（11[1和19年）によれば，－／＇f而には文明5 :l"j:.絵削加賀守によってlNiかれた行の出， I ｝があると伝

えるが， 今1111の訓代では漆nJtに喰り込められていてult.訟できなかった。 ちなみにその；よし＇1•111こ

ぶされていた五人の供長 W：の名が， ム之..＇；£ 3 ::-1乙の「海fl::i 11.'i＝抗」fこ倣比する。 二1(1jとも同形同大

でそれぞれ縦・横約2 111 のー正ブJ形の11lij1(1iである。 そのためこの両似絵が， 仏後控c,rr:;1·1.:1ミiill!!.!)

の炎泌をなしていたともー与ーえられよう。11lij1r'fiの保イ（状態は比較的良灯ーで， よく 、＂1初の彩色を伐

してし、る。）d但t.r.ti'lt凶と， きめ網IIかなtlliき方は手前れた妓法をうかがわせるが， 一方人物のや

やぺ：．彩をょにいた1·<:lJlや波のHliき｝Jに特色が,r;
－
取できる。 以ヒ既知の,;v,=r，な作品に』IIえ， 今1111の

JMtf.で新たに多数の作品が発見された。 勿z倫仏阿が多いが， 花.（Jiilij， 山水画も出っている。 仏

111ijでは鍬:(ti時代の大成徳IJJJ王自民， l判北，：v1時代の三千仏l刈などがあり，｛也の大下は室 IIIJ時代以後

の｛乍，＇，？，である。 次t二住l iすべき（＇FM，をし、くつか紹介したし、。

大成徳切l王（象 1師 鎌fr時代

制i本若色（3申1,i 1 fili) , l'J州h， 縦141.5cm 繊76.9cm

これまで全く？ヒ日されなかつた｛守l’＼i

大作， ，，の大威符、切！王』こ通じるものである。r9珍；i'I＊隊五大｝！？
．
としては't.!..治2年銘をもっ岐阜県
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¥Iii.fl：山守総合 ，111,11出H';· (1)

米J辰三＇1＇五大切ーがflf(i－の「i二例 として｝干名で ある

が ， ここに一例を加えることになった。 火焔，，，.

;)('I··の背に坐し， イi手に安防. 9tlJ・仰を， ／じそ「ー

に仙・ 屯%・弓をJji(る。 右l『J；には火焔，，，じii'i:子

( ,'i光，＇ii J二）が立ち，／じ間には五供養��ii法がf�l'して

いる。 以上ほぽ；！こI辰寺本大威徳川ヨ＿:f�に一致す

るが， 大成徳川王の1\ijt乙7j(Jffiのi白かれている！.＇.（

と， ん；L: �·ιl' "J輸がH白かれている点が）
＇
•1なる。 回

1(1iのfyjみが_;ii;：しく，｜ズ｜除が－m1判然としないが，

xi京服路ιよって，この川愉，，，には，イi手に剣を

Jかつてλ｜そする恐らく六
’
I：文妹と！品われるf�がれ11/i

かれていることが
、
｜
’
I］切lした。 また， J［，外絞

り
／ft i:iH凶 海（！：

・
:111,'i'

’
'Ifft・lli,_IJZfi

じよれば，このl'J輸は帰宅，，，にあるのではなく ， 人・
l威徳l�J王より発するi�｝'.tの上ι来っているこ

とも切らかとなった。ti雌形としての文妹。古雌と， その教令総身たるJ�l成徳l�Jjニとの羽I 11：の関

係をノドしているとよLてよし 、。 しかし，この大威徳UJU.像1叫が五jひ！？
・
，，，の11µ1,iなのか，あるいは

党側i抄などじいう本仏M,l i＼：万立11)1(， 火；妹巴：�， そして， その教令愉身の）（／成秘ゆl王という｜民l係

で製（＇Iーされたー辿のl'F, 1
11
1
1のうちの1帆なのか速断できないが， －）j1j'i.現Jtのものであったと思わ

れるふしもある。 巻仰には， 「大凶総l�l.::lー申I,\海｛1:111 ！（＼＼＇ 依院｛｜・物Jとあって， この1 1µ;,iがげ1Hi:

山.＇1,'.:if.院｜誌に伝わったことを示している。 伐った彩色をμると， 色なお｛げやかで， 米 ・ Hやl作

・ i'，：・ 総 1
1fーを虫、j比的に｛火L 、 ， l勾身ifilや火間μはM診を Jilliし， さらに条Ii＼や尖には制！｜， じこi!.. ((l

ljlの細やかな1l＆金文；係を配し， 入念な11：上げを行なっているO f,'lilヌ！的1.：.はやや迫力を欠き， 、｜λ

紋な印象を免れえないが，なお引II情なWiきノjは 、lλ安時代末JUIの典別tな伝統の�加を成している。

以上のことからみ：1ズ｜は13世紀前＇！＇：�·こWiかれたと！目、われる。

0釈迦二！.1：像（漏出；；，，，.色） 3帆（tJトli1li) I Yi北，：vi時代

釈迦 縦105.8cm l品，46.9cm， 文殊 �［92.7cm 似i40. 8cm, 'll·'.l＇電話｛92.6cm I北40.8cm

三郎i刈をなしており， 1f,Jかつてイi 『.：. ii削l fに騎乗する文妹， ノピに象の·，＇'ff二乗る｝守'.l'tが)Jあ｛与をな

し， ，，，火の釈迦はお上に•
＇
i'i..を9%（き， その_L:にt,'flVAI以 外｜そしている。街i IIは利く， Hli帝京もノ｜二映で，

このH針。iの米Hd.の眼科を受けたとみられる仏画の特色をviiiえている。 なお釈迦三m1象は釈迦卜

六百ネ11像や大般l;'-1つ守丹羽1（象などとJl-t三fyj 11\＼， 多�f乙イ手口社とのl主Jf:系で数多く製作されたことが

知られており， 存i l祉の大般若絞りh長の際に佐川された。 木凶も先の春日大般若十六千円；布111象と

Jl-f，ι大般店経fJHiv二J IJ し、られたのであろう 。

0十六縦波閃（創H,z色） lMr,i <JJ十11!1h) 主lllfH午代 縦111.Ocm 桃52.3cm

各申I，＼とも図柄は懸ti?.や樹木を背）i（に一 人ないし二人の従おを伴う.liriU先｜ズ｜で、lメ｜｛象的には ｝；く郎

屯光院本十六縦波図（け1;.i，.：）に 一致する。大きさもほぼ同じでこの海Ll；山；＇J°＇本は市宋本の忠実な
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ii去写本の一つと考えら；れる。潟H；
’
司iにわたるまで．よく iw

す－注目すベき作例で．ある。しかし， 屯光院本に比べ， 奥行感がやや員ljれ， Hli棋にもどこかljj.開

さが感じられ， 衣の文様には過度と思える入念さが認められるなど， il\i:；写l主J係における形式化

の傾向を右取することができょう。海住山寺本が如何なる司i的で伝来したのか切Jらかでなし、。

さらに海住山寺と大徳寺犠頭屯光院との11\Jにどのような関係が介在したのかも詳かにしがたい

が， し、ずれにせよ， 宋元仏国の受容を考える上でI合灯・の逃例と}J｝，われる。

0三千仏関（税i本三宮：色） 3師（凶i!i1h) 南北朝時代

釈迦 縦172.8cm横112.3cm， 阿ijlji陀 縦173.0cm横112.4cm， タJ,·WJ 縦172.Ocm横112.Ocm 

各幅とも千体仏に閉まれ， 中火に， それぞれ釈迦， 阿弥陀， 弥似jをMiいている。三千仏は文

献上では古くから宮中で‘修された仏名会の本尊としてJTJ＂、られているが， 京部Jj＿，隆寺のー幅本

の他には煩品は少なし、。この海H：山寺本には'fr怖の綾子？に「図絵事�輩出眼円 ）I阿／干時五I!武五年

戊ii，二月十七日記録」の退苫があり， ；＠武5年．法限円／I阪によってWiかれたことを伝えている。

また， 箱；！？によれば， 国分寺 (111城国分寺） に伝わったもので， 明治12年， 海（1:山手iーに移入し

たものである。版のJ1j l除による千休仏の下JWiの有無や法｜恨円｝／�
＇
iのことなど， なおW（ゆjすべき点

が残されている。この他に，海住山寺にはー IPh＼本の三千イム｜玄lが伝わっている。これは延文2 年，

加賀国板津庄薬師寺に施入されたものであるが， のち文切J 3 �I三に海住山ミザーに伝来したと解され

る£1:H_IJ:抜背記がある。

工芸 新資料として金銅能作生以一基が発見され花1=1された。 いわゆる官IJ筆形水）縦型式を

とり， i苓総，t:i22.9cm， 胴径10. lcm, 口部径4.8cmである。JJ同，1，火で上下に分れ， パヨネ ッ ト式

に組合わされる椛造で， ，＿，＿ ，に径6. 7cmの7/(,f/1宝珠（能「ド生）を納めてある。内外ともに鍍金を胞

し， 尖台上百ii間部， 11同下縁にlj'i.弁＆：！If文を表わしてし、る。な匠は間切jで）修!t5に力強さが感じら

れる。製作は鎌倉時代と考えられる。 なお， この他， 正＂；；－；；元年， 鋳物師丹治国忠（光ヵ）の銘

をもっ党錨が著名である。

2 書跡・古文書

古跡 ・ '"i!，文書関係で・は「千巻心経」と称すべき『般若心経』98巻とyj!｛.呆2 ::tJ三の文；立案がとく

に注目された。なおこの他に平安時代後JUJのfl治年川頃の奥山ーをヰニlする『大般若経』1部が放

されているが， 制査51ミ了のため今回の報告からは書lj愛する。

0般若心経（980部） 98巻 鎌倉時代中JUJ写

巻子本(lO;fll l巻）， 料紙斐紙， 出界線， b立表紙. �i·lith (11、J ！；＼＇.全米紙後till)＇縦26.8cm～27.0cm

全長3.88m ( 1例）' �巳数8枚（木紙のみ）' JR-市＇i20. 8cm， 界師1.9cm 

l巻に10部宛般若心経を；1：与するが， 現不Eは98巻（980部）を存している。心経千部占手とい

うことは古来しばしば行なわれて来ており， この心経のもとのffil数は不明であるが， 或はその

「千部心経」 または「千巻心経」といわれるものの一つではあろう。料紙には淡．山ノ子色を悦び

た良質の斐紙を月1い， tt�い稲荷茶色の斐紙に金銀小切箔を散した原表紙を千j·し， その見返は白
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海!l�1 I 1°.'r総合�JI，！抗報告（1)

茶j也m小切？白i放しとなっている。またWi悲· l�I 

茶持り染の糸に紫・1•'1糸を川いて搾模様を組みi持
/tiした原組を存するものも多く（fl I＿し破mは恥し；� ¥-. Ir J 
L、）， ;,1.�i奈塗合せ1/i1h C,J;t1/\h） を千lーする。 こ のよう ’ 主立

，岳

』ζ争，�tlflitl:l'
’ト

各巻f写のさF者を」Lると，1市tこ1在1/ 11;:. 2 ＂（，：にを

分れるものが」Lられるが，ほとんどのど！H主1巻 ム

1宅となっている。（11＿しその；！？ ’う’は－j<tι行な
一不r，心般第21:;<J

同一人の'f·iこ成りながら，われなかったためか，

/,i］一巻1/1でもJ’
I千円以に変化のμられるものがかなり認められる。

98巻1/1，奥·;i；のあるものは73りの1 巻のみである。 こ の奥， 1；は1/i1h千1-m1分にあり， 1/i1h木にJ!iliり

ィ、J·けられて表からはほとんと：
，J�む こ とができないが，弘、紙のため、ドにしてiv,11より透して読む

こ の「六｜－ 巻」とはいか

なるな味であろうか。この「1·({j＼心経」の市跡を見ると，かなり多くのご「ーに分れるようであり，

rircJミに定詰J｝：と比られるものは少ないと｝,llわれる。

ことができる。その臥文の｜、·｝1に「:<l::'.f!；六十巻Jl-J」（！と料1 ） とあるが，

したがって こ の「六十巻」 とは60ifilの芯‘で

;.i：；也市の心経は全100巻1J1の6どきであったものと巧えるのが妥 、11iであろう。記立につ いては

こ の心経が海 （u 11 °:f'にあL、かなる人物かを訂：かにしうrmし、O J@'i文lJ1 iこ「自民政大切羽11」とあるが，

この人ー lj)Jfillf土存日大lj)J神のことと叫われる。おそらくは出立は海（1:i 11 .'f, る こ とから考えると，

jうでは興制寺｜見l係のl':11であろう。

と こ ろでr海0：山寺丈 ，
l f.!)1/1のよ’ i永元壬ド（1232) 5 ) J日党｝＇£ ii＇，＇：文に「先日11iJJH1�之II�（�＇：心併す・在安

木仏内／i1Jl」とあり，n山｛1:lll:1/11二叩1,'Hこ，.. ifil心粁．を；1 ：：�ゲし本納されていた こ とがまIIられる。 こ

それとも多くの新車暴行を掠めて’A’ ｛； ，
I f ’デされたものかは不明であれがJ'Ul主ーへれによるものか，

しかし現存するこの心併．には市跡l二からJ＇ （陸軍とfi{(i与とされるものはなく，あるL 、 はこれとる。

しかしその」Ii'胤，紙質，J＜.級生�飾より凡て鎌灯時代1/1JUJでも六段了五は日！Jのものかもしれない。
このようにしかもその凶のl-fiil, 1｝ ’デ心経で，II＼に近い頃の�Pr’とよLるのが妥 、 ＇1iのようである。

白iか2巻（20l'HOのクくうよとをよLるのみというのは布ーイlーな砂！Jとしてrunであり， !l:11される。

剣ft:frll与代後JUI’ぅ：0海0:1.Li寺ft人等辿将起，：，＇i文案（札，，討� 2イド11月1611)

};i,l1占 ， 'i：は災n紙のj二に』かれ，i I了iif�i'代附紙2紙 、
r獄。縦29.8cm，横92.5cm, 1紙1;45_2cm 

の）JII本である。この起消火；集はさきに；f(�文化財に桁〉とされている『海fl：山手l：文｝f』のうち，

正安2年7 [J 18 [I，辿汗？元ゴ， ，＿ 9刀「l，弘安5�fl2Tl 6 I]. Xll''i兄l,l'-12) J 27「I, /ri]28口，.ill治3

天比；3�f2JJ511の胤ぷ・起；i'i文案と／，i］市であり，鎌:fr時代後JUll;J'iに－ -t,f;, 1 ；－ ’デさ玉nu1 2日，

れた文；！？案の一つである0 1/1 I止の海11:11n·，に1x:1する山平：｝は少く，i可能没後11\1もなくのJ1i］－＇；＇｛，の係

また1J1/II: YI民法！と午、！としてもイl川である。前文『i1,w:1111i-・文， ＇ f』l二ili 』IIj’ーを知ることができ，

,:: ;) 

さるべきものである。
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｢1本美術院彫刻等修理記録の刊行
美術工芸研究室

ｌ]jj治30年「IIT社寺保ｲf法_lが制定され，近代国家としてのわがlKlにはじめで文化財保潅の対

策がＩ誰じられたｏ翌31年岡倉覚三（天心）によって日木美術院がＩ没立され,同法にもとずく保存

修理'jI:業を担当するため修理研究部門として第二部（第一部は美術［芸の制作部門）が設侭され

たｏこの第二部は高村光雲を職'''1に迎え，監督に新納忠之介，腰１１:主従に管原大三郎が､Iﾉiた

り，東大寺勧学院に居をかまえ．IIf社寺保存法による修理‘Ii2業として高野'11の彫刻を第一号に濡

手した。大正２年日本美術院は第一部・第二部がそれぞれ独ｆし、第二部は美術院と改名，以

後，国宝保存法，文化財保維法による文化財の修理，１芝に彫刻。.I法品の修理の大､'２を肌､I'iし

現在に至っているｏなお，昭和21年には拠点をﾙ〔郁妙法院に移し，lil37年には現在の京州:RIV：

博物館の構内に移転，さらにIlil43年には文化庁所榊の財ﾄﾊ法人となった。明治31年設立以来７０

余年の間,関東大震災で破孤した鎌倉地方の文化財,昭和12年から20年|Ｈ１の年ｊ１をかけた妙法院

三十三間堂の1001躯の千手観音像などの大修理‘li:業を含め四千数1'『件の文化財の修理を施一[，

近代わが同の文化財修理を語る上で欠くことのできない存在である。

これら文化財の修理はりj治31年府手､'ﾉi時から詳細なＩ記録が修理技術丹らの手によってとられ

ている。もち論，芳手､'1時はすべてがはじめての経験であり，記録も必ずしも十分なものとは

いえないが，それでも修理時でなければ知ることのできない椛造や技法が記録されていて彫刻

史や工芸史上欠くことのできないiI城な盗料が多く含まれている。I記録の内容は，文化財の柵

造，修理簡所を1文Iで示した「ＩｘＩ解」，材質・形状・術造・修理ﾉﾉ法等を記述する「解説」が111

心で，修理rllに発見された「銘記」・「納入品」などについても詳細に記述されている。なお

I把救の方法は文部符，文化財保態委典会の調査‘l‘『の指導もあり，年を追うごとに改葬され，ま

た記戦形式にも一定の法則ができ，現在では『指定文化財修理報〈!『【l池（文化ii刊）に記戦され

ているような詳細なものになっている。

上記の記録のうち，Ⅲj治33年から昭和19年に及ぶ美術院の控を，昭和29年に奈良国立文化財

研究所が引継ぎ，その後､''i研究所において，災年これらの盗料を盤理分賦にy'iたってきたが斯

界の要望に答え，このたびこれらを細集し公刊の運びとなったもので，文化財保誰行政'２はも

とより，学術上の価価は極めて問いものといえよう。、！'i研究所保櫛のこれら記録類は351111}に

も'二る進大なもので，４９年度に第１巻を，その後，伽年１巻ずつ,汁10巻余の|:11行を予定してい

るｏなお，第１巻は記録類の全貌を示すため，前記IxI解・解説に加え，会計['1:類，．！¥簡等も含

め細纂したが，第２巻以降は文化財保護行政，ならびに学術'二不ilI欠なI叉I解．解説をIl1心に細

墓し大方の利用に供しようとするものである。（uIIli表恭）
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木曽・奈良井宿の町並調査

建造物研究室

奈良井千iは長野県木曽�tll桝川村奈良井にあり， 江戸時代には旧小山illの相場111rであった。l昭

和49年度に笑j息したIIIJ並調査は， 伝統的IIIJ並の形成， 現在の特色を切jらかにすることを目的と

した。 この調査で待た資料は奈良井桁保存のための施策をたてる基際資料になる。 調査は当研

究所が主体となって行ない，J角川村教育委民会が協力した。 なお今1111の調査は全国各地10(1,'·1所

の市 IIIT村で実施した1 11nrz.·集落調査のうちの1つである。

調査地区は奈良井村iの旧？ti場IIIJを1j:i心に， 川辺を含めた奈良井j也｜豆である。 また必�に応じ

て， 楢川村， 木曽十－1i'iの調査を行なった。 調査は， ①奈良介地区の 1/1.000 J也灰｜（閃1参照）

とこの地図を利川して時代別・用途別などの分布悶の作成， ②奈良井出の1j1j.と部でIIIJJb午前l凶

作成のための写真iJlljf九③ IIIJ家の子而・防造 ·m具などの尖iJll), @IIIJ家IEffi1の現状のデザイン

要素の州l出と復原調査， ⑤IIIT�）v..・ 1 11r家の写真版膨，＠L従リ」的2ち

料調査， ⑦-i"i老からのllfl取調査， 1 11nrz.保存についての地元陀民の話し合い，③観光ミ与を対象と

したアンケ ー ト調査， などであった。

奈良井桁の旧街道は往II寺の形態を古！U日＇iしていて大きい変化はなし、。 街道に沿って約1 bnの両

�lllにIIIJ家がxi!ち益ぶ線型集泌である。111rの山O!IJには4社5王寺があり， 街道から奥に引込んだ｛、t

置にある。往H寺のIIIJ脳設の l つである水場も 5 例所あ って， 現干Eも矛IJ)日されている。 こうして

社寺や111r純設が多くのlllf家と一体となって，l[l'fti易.�lllfの広間気をよく保J守している。 1 11rの背景

は常に周辺の山々で自然環境も良好である。

街道に沿った宿内の建物のH寺代別分布をみると， 江戸H寺代末から則前今日寺代の建物がが」 6 ＇，�ljで

戦前の建物を加えると約8 ;1;11になり，木造が圧倒的に多L、。IIIH哀の伝統的総式は切妻・平入で，正

問iでは中二階がー ｜街よりも少し11iiにIUる出架造りと呼ばれる桃造である。二｜継は イ尽く「l:i二｜併で ，

明治末頃にやや，�；くなり昭和初則には木二｜慌になる。伝統的様式では軒高・ILi架下
＇
：iが揃い， I IIJ

-8-



木作・奈良 ）l'riiのIIIJj(Ul,Fi\

立左景観に強l し、統一感を与える。 しかしIIIJ"S)立J；［·�況は道路とllff家がIJJ述しあうので， 道路の広狭・

折れ1111り・成道などによって変化に日みlj'r.淵にはならなし、。

｜川
・

米正則はIL\梁j主りにff徴があるが，IU史fの政DJ（をつけた装飾的な小照：以や，11\J口 一杯に

通す胴ぷや入「｜を除く11\J口にJillすれ制臼ま背が ，：＇：iく， これらにも特徴がある。ー附it而iの柱11\1委主

計を復似してみると人l lは大戸， その他はシトミであった家がほとんどであった。現在はガラ

ス戸の家が多く， ガラス戸の1Jijに桁「を取付けている米もある0 111二｜明正 ，mで
‘
は復原すると，

IJ川氏やてすりのみの家がが」 7 ',iii！， 絡fが約3 ＇，！却であった。 ，1，二l析では両官llJに布h控をつけたり，

またll史ほ・ll要以Jq，をつけたりする家がI/Ifの1 I 1火部を ，1，心に多L、 0 1 I 1二｜併は全体的にー 11t1ほど改

造が多くなく，Ill状をとどめている家が多し、。

現
了

（［：：みることのできる奈良:JI：仙の111r ,K ;;Ur.Rは， 天保�f-1111の大火後の ， 11二附,ti!の山架道iりの111r

家が:illち恨んだIHfJEが基礎になっている。大戸やシトミがlilt.払われプfラス戸に変っているが，

1nr並民間は江戸末JUJの旧約場IIIJの民脱が色波L、と s ；える。

現伝の奈良井は戸数388戸， 人l 11438人の11111\Jの，＇（｛1かな法務である。かつては「奈良井千tli.J'・」

といわれたほど， 漆工・櫛・1111q均の木工J佐が峨んな1(1!必1nrとして栄えていた。明治に伝って計i

！以｛'il)IJ度が廃止されたことや， 漆工・怖のノ ｜庄が｜涛の τ｜λ沢· YMJitで｜監様したことなどから奈良井

·,,;rはおtえていった。しかし漆工は現ギcでも奈良：JI:の守二なEr.Xであるし， 1llt物・竹創II工など， 伝

統産業が椛んである。奈良JHdは木作路のうちでもM:もよく行[J;UIIIJの1(1j 1与をのこし，IM聞の自

然出j立や現了l：に受継がれている伝統産業と一体となって魅力ある111rになっている。

昭和44�fに山内のI/If家が流山移築されようとしたIU来 ・］；：を契機に，fl：民は｜当分述のlllfをみな

おし C1ミイf：しようとする動きが始まる。その後多くの研究自による111r被の弘，＇ti年研究活動が続き，

fl.:民の111r、�良保イf：のな向が強くなってきている。（！：民のノドー吊の（｜日｜約をM：小｜岐にしつつlllf被保有ーを

はかり， 一方では附加する傾1,,jにある制光符にも点、Ht:；していく， という新しい1nrづくりはむず

かしい問題が多いだけに，(i：民を，1，心として�，，］ ,11,J，.）の暖ll)Jのもとにlilf
l

1E似イがを進めることがJU]

f与される。 GJ：，げtの訂ーしい内科と仙川は当研究所の午mとして｜
一
＇
IJr rする予みじである。） （上野；）JIー）
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平城宮跡と平城京跡の発揃調査

平城宮跡発掘調査部

平城宮跡発掘調査部では，1974年度には第 1表に示した調査をおこなった。宮内の調査のう

ち，~H8次北は推定第 2 次内衰の後宮東北部にあたり，この淵斉.をもって第 2 次内裏地区東三|三

部の調査をほぼ完了したことになる。第81次1.1"は前イ下度にひき統色通称一条通り沿いの民家

移転後の整備に伴う調査で大膳服地区の訓査もほぼ終了したといえる。銘88次調査として一括

したものの中には(1)平城宮周辺および法悲守旧民内での民家の改築などに伴う小説伎な現状

変更の調弦，(2)平城京内における住宅建築の事前調査を合んでし、る。今年度とくに特徴的だ

ったのは大腕伎な事前調査が集中したことであった。前年度から統いての奈良市庁舎建設予定

地 (~~86次) ， 県警拍木予定地(第90次)，当研究所J:_m版文化財七ンター宿合予定地(第89次) ， 県

t{~. 1表 1974年度発品i印1査状況
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τドー滅{iE; ~弥と干'k北京跡のfí'ilr.liJI，'，IN

話住宅建設予定地 (~'f93次)などにみられる大加紋/工公共施設建築の事 lìíî調査が多く，平城京遺

跡の保存問題ともあわせて考えてL、く必要のある川j出であろう。また，今年度は薬師寺 ・大安

:i'などの大寸ーのJJo'旧民内での現状変史の%:i叫RにI土1]すべきものがあった。

以下ではこれらな 2却にわけー(1)一千城宮跡(抗78次北 ・81次'1'. 91. 92次)と-'1λ城せ':sU・西而大垣

こ1)';]する主Ir知見，(2)'ji-~点以内 (むíf86;;，， 89次， 90孔 93次〉迫跡，柴山ili守，大安一;1)ーなどの各遺跡に

ついて既要を被告する。

( 1 ) 平城宮跡およびその周辺の発掘調査

推定第2次内裏後宮 山178次:1ヒ) 調査j也|ぎはHf~Æ節 2 次内災内部の東北~~!lにあたり ，阿は第36次，

南は第78次1'14調在地|メーに続く 束凶601ll，1十J北33mの柏開について行なった。今回の調査によっ

て内京地区の'1'火:部から米半部にかけて 6'，~ IJ;Rの淵交を終えたことになり，逃仙の変:ì~や性格

について総合的な:j'1]IOiが可能になってきた。そこで，当研究所で、は第78次北地|文.の調査を実施

したのち，IIH和50年 1月9日に第 1同内14検討会をrmし迫.h"'iの変避を'1'心とする検討を行なっ

た。

以ドは第78次北地|ぎの調査結果を小心とし，併せて内以J也灰全休の変i立について，17ヲ裏検討

会の報告をもとにして略記する。

第78次北倹 1 1 1 の主なi削b'H主捌^5T.柱建物1 91~[，築地川 }JÍ~ 1糸，倒立 t住1)111列 9条，前 6条などで

ある。当地1)(:では追出の了Ji.:複関係で 6J副のに|メ:分することができるが，内東地1><:全体の時Wl区

分に したがって A~ EJU]の 5 大W]に ， BJOlをB，、 B3JUIに，D JPJを D ， ~D ， JU ]に小灰分する。

AJOl 第78次調流!灸Il¥.il!kf昨はSA6905， S B4775・8010である。 SB4775とSB8010はと も

に1011¥Jx 3 n\ ] で 20尺の川陥を ii:J:いて京内に~1(~ひ(~'~78次 1'(4検 IU の S B7882とSB8010は内妻を揃

えて 23尺 1 /\1隔て.m北に \l~列する。 これら 3 .j~fは S B4775を北)!t，他の2Nfを市庇とするほか，

L、ずれも規般等しく ，内部を 4京じ川イ1:切るゴU'fl、もl，iJじである。 SB8010の東約13尺隔てて南

北側ダIJS A6905を 4 11 \1分縦認した。 こ の間列は AJUJI )~J~の東町11 を |ヌjllîす るもので， :1じ而IJDlSA 

486， P印刷JIlIS A655とともに一辺 600パの正

方形|天iilliを形成する。この|ヌ.回の'I'j!;にi[搬

S B4700を抑え ， 1年l 属 j~ f として Tìíj記 3hl!のほ

か，北辺に SB062・069・4837があり，いず

れも桁行の長い東凶械で，百J肢の背後に集'1'

させている O

s.JUJ 第78次北検山道端はSB4780・4783

・4825・7873・8000・8004，S A 8009・8011

・8045，S D7870・7863である。

S B4780とSB4783の2掛けま10)ミ1/¥llrMで岐

列する101日Jx 21同のよ1[1恒例(辿物でIjijおは 4出

- 11ー
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奈良国立文化財研究所f凶i

1走者ーは 2 室に問イ}切る。両建物の l iJ l隔が狭いためöHf<lは双立形式と Hf~定される。 S B4780の北

50尺陥てて建つSB4825はSB4780と両側而をj'JIijえ，同辿物の東t;itをfJlJ}S A8045で繋ぐ。 SB

4825とこのi!...1iに益列する SB4835は第36次訓査で，それぞれ単Jr!s，t肪列と考えられてきたが，

nu不U29i=J三調査てe後期の北l自i築地回廊南側I，YiFに倹l!jされた柱穴を北側l而とする建物と推定 し
た。これら4陳は後'g'北方ブロックを形成する殿合併で，この点にl匂北230尺，東西170尺の内

衷東北I~J!Jを画するブ ロ γ クがある。この rl~火北0í-り に 91 1\"1 x 41HIの 4 1侃 IfE .ll~西 i陳述物 S B8000 

を内き ， 目的|明に同じ)JW~をもっ 2 而庇附北-Ill!ill物 S B7873の政側1(liをS88000の西側而と柱

筋を揃えて建てる。このプロックの商品iに後して北上し， r l~:?-!:で・束に折れ内京外に流出する 11日

出SD7870がある。この11自渠の東端では，S B7873の陶から東北方に斜行する11肖渠SD7863が

介流している。この合流点はのちに凶に 4111利移されるのであるが，そのliiHこS88000をl隠し

てその東南部に虫甑して|句北棟建物SB8004がillてられ， 合流入~\を移 した際には S B8004を峻

してL字形の術SA8009・8011を設けている。したがって，次の B 2JU I ~二築地l 'll lr!i iを建てる以前

にその下照に SB8000とif(直して 2fii!の組替えが認められる。

BdUJの内哀を IU~ る ，1 1m は点四で・は AJ~Jの S A6905を!踏襲し， 北而は SA 486 ・~j:Ý4 に30g ， ;yj 1(li 

はSA655を南に60パ脇!肋させ， 全体で京i&600尺.1何北630尺のやや;yj北に長いノ7形区iilliとす

る。この区画内にl村北6311\]. 東西59聞のブ71民地'，'i l]を行なって建物の配位を決めている。ーブ~1限

円借は したがって Iむ北10)~ ， 点西10尺強と ・なるが， 各.ili4ÞJの住配 i位はほほ'このノ)"1眼íI岐に合せ

て殆んどの建物を10尺等11¥]とする。

B2即j 第78次倹IUill.t-tWI土SC156. S B064. S A8043， S D7872・8010である。

この時期はBdUI内部の，fJll}列SA6905を'1."lllh献と して 築地図lfilIS C156に改めるH寺JUlである。

内部の建物はBd訓を断裂するが s築地回廊にかかる SB4825をSB 4780の北25尺の位世まで ~4

にずらせ，新たに;1ヒ}J五を附け加えて.iW而の縁を 411¥]分に改め SB 064とする。 SB4780との

鈎2表 í'i178 1j~_ltjj!物1I!i'J日l別炎
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瓦|ι以'，'2;湖、と平llJü~r跡の;ð!;.î:訓炎

第2121tii78次北発抑制変j出時|当l

川は西端で311¥1， 東端で 21/¥1に仕切るJJDtS A8043を設ける。 li可WIの11高渠SD7863は築地IITIJiIliに

かかるため西に移動してSD7872となり，また， 11お渠SD8010がSB064の南1mに沿って東進

し，的・東方向に折れて SD7872に合流させる。SD7872の刊にある 411¥Jや 2I/¥Jの東西棟SB

8008は時期不明であるが SB7873の北側I(rlと.I1m!が揃う ためこの時期lの憎築とみた。

B3')目 第78次北地区でB3JtrJにかかる造営はなし、が，後宮および後常北方ブロ γクに増改築

を行なっている。すなわち，後官ブロックで'iE地4703の凶JJtを臥げて12尺とし，そのTiii方にtiil

殿SB4645を，後殿SB 4710との!日hこ小建物SB 4774を Þ~I築し， さらに ， 後出の東問両端I/ \Jを

弘げるなどの改造を行なう。 北)jブロァ クでは新たにSB4800を以l築 して，これに伴ない排水

路の変更を行なっている。

CJ町 第78次北I;::iHUJ1J:，備はSB 4822， S A 8033である。B，却JB!::)'rのSB4780・4783は撤去さ

れ，佐りに7I/.¥'J x 4 I ~: I， 4間庇建物SB4822の1械にまとめられ，東北ブロγクとの境界には

後宮の束を回す抑}を延長して SB064の東南附にと りつく仰ItS A8033が設けられる。また， 東

北ブロγクの SB 7873はその柱抜取り穴から IIWJにj脅する L.?:¥:が11¥上することから，CJcJには

屈されたようで，このブロックには建物が一棟も存11二しなくなる。但し， 11者渠 SD7870・7872

・8010は，やはり IL¥-I-.遺物の関係で CJVJにはなお弁在することが切らかとなった。この時j叫に

は内~ïE殴は同位置で形式が改められ， 後宮:ïE殴 S B 4704!之内~"I:" 1iiI 1線よりずれて東北方に移

動し，これに伴い，後宮後殿を出して，小建物SB4713を正問の北に接して:@てる。

D.JCj 第78次検出j山mはSB063・8005・8007，S ALJ761である。B~:WJ造営にかかる S B064， 

S D8010は廃され，S B064よりやや北にずれて12//¥1x 31/¥-J.雨庇付*西棟建物SB063に改め

られる。SB8005は71::-Jx 11切の南北側でSD7872と重復して同H寺に存在したと考えられる。

この建物の北と南で鍵形に折れる附SA8006， S A7885により，それぞれSB8007・7870Bと

- 13ー



奈良国立文化財研究所年~I!

~ 3 図 j(主定出2ì大 |付~~袋、避|可l

g終がっているが， こ../Lらの柵と建物はl鼠H寺の肱J主であるυJ能性が強II、。 D.J!JJの造常は内*'-1'

火部の大風伎な改変をhなってし、る。即ち.B. C即iにわたる内製正殿_ ~íllの川廊を廃して縮

小し.JI創出4似のう 'i;，IYiの2械を践して.I什WII:蹴'i'1判ブiに移し.i，l.jJJ仙設の北fl!lJI(liとiI:殿前iYli

の柱筋を揃えた{立ju~に.wて，これら 3 縦を ILI1む HIIJ で 1'< 111付ーる。後古ブロックは逆に拡大して、

棚で仕切られた長方形|烹阿の'1'に後宮正殿.liij般を'1'心に対称性の強い地合同CltY，'をがす。

D 2J~J 第78次北検山辿h'liはSB4878・8020・8030・7881.S A 8044である。liijJ創造営の SB

- 14ー



平城':~;a功、と半減7;〈助、の)~JF，il~'i.1査

柱穴，剖棋ともに小さく，B 期以後の造;立仁L‘hーにかかわる作某小屋の可能1tlーがある。

BJVl AJ出のfJ.針SA8165か ら北の内~外~ilí内 1mに椛土して水平に整地 したがi* ， 内裏四外郭

は凶I句|判でi白iさ約 1!1lの 1:胆を形成する。このこ上回の縁に沿ってHT1dO尺等11¥]， 架行8尺のii"-

廊 SC8168を『没けて第 2WJの内梨外郭を区画する。 I十fl(lj単JjjrIはC期の門SB8160の基壇下に 2

lI-lJ分検出したが，一部未検山分を|徐いて後!日.の削平により消失している。同様の状況は第35次

調査にかかる京外事1¥においてもみられ，京外字IlfyjjTii門下周に検出された 211¥]x 1 n¥]分の位火は

東I(rj廊 SC705から数えて10尺等IL¥Jで14・1511¥11=1じ相当する(l/:ii5:vこある。

内京外車yiの見U(IiJ6sS C705と四間郎SC8168はそれぞれ|人1 ~'-I-l ljil h線から500尺， 450尺の位置

こあ り ， f!!í外郭は.!}~外 ~il) より 50尺狭く伝っている。

CJ副 B WJの ìì~.mßがほぼ同位位で築地桝 S A8170に造りかえられ，対i(1iに門SB8160を聞

き，内哀外郭内部に大劇般な儲石建物SB8150が生l!てられ，外事1¥の最も整備 した時Wjて、ある。 S

A8170は基底帽 7尺，10尺等11\] の !tflf柱の鎚石浜跡をもっ?r~地射である。 j:ýjluj築地JfIは前JVlの単

廊より約 1111 市 にずれて、内似1]の a必i位指~~以-は |二見IJ二 fこ ， 外側はこ1 ..組下t乙検山したo 1!.liI1'ri築地'布

柱痕跡は前JnJifi.廊の内側H川のrl'lI¥1に3個19r確認されたのみである。

S B8160は北側IjiTijのみ成存し， 1~!通りとr.tiJ íJllj 回 l の柱列は後|止の ì!íUζ|勺I乙より痕跡、をとどめな

い。柱11:]寸法は桁行中央川13尺，)協1I!，]lO)辻で，架行は築地射との以!係で13尺 211¥1とJ牧民できる。

この門は束外郭陶門 SB7505と内災l十Iljilh帝京に対して刈称の位置κある。

S B 8150は 711¥]x 4111] ， 総柱の南北側脆石主l!4~で ， 市 5 11 \1分を検 1 1:\ した。柱!日l寸法はl1i行 13

R，架行11.5尺である。点側の桁行I-I';kll:]には9尺11¥11痛で10尺の11:¥をもっ階段の凝灰岩製鋼3桁

受けがあり，この主l!物は10尺 lìíï後の休 I~~，'i をもっ fF:j床建築で司木製|別段が点 I!S I II 火;川に とりついて

いた状況を示してし、る。基胞の成，(.{:I)¥1.法は良くなし、が 7KのILIをもっ凝灰岩製品包上税法凶と

Ht定される。基位縁辺部と建物内部の各柱li'd.i盛り'11火には}t.Jj;j)-FJ抗m立柱穴を作なっている。こ

の建物は京外:;;11のSB 7500と同鋭校，同形式で， 1十j門と同様に内製11'llllh線に刈称の位置にある。

南門の岡山方に近J安して基副;1)\逃W~S X8180がある。内兵[!!j外事11のl行側は点にi官J¥'、緩斜面の

ためSX8180のIlliI(Jiからl十J而にかけて低い土凶状となり，両市iには凝灰岩製似Ilfiちが一部俊イTーす

る。京区uで・は11:1位世より乱れて石敷列があり，土田状の鋭肢は東rm30J<， rýj北45)~~~i\ と 椛定さ

れる。この内部のrm向から約 7)~内側に延，f_iN'l\の凝j火岩製イニi放列があり，また， 1~41(i j にも*山­

}J向の凝灰岩が 1個体残されている。これを辿4史的j也磁石とすれば SX8180内に 3j/'，j x 211nの

南北倣踏石建物の存在が怨定される。

南門の[_Li，築地射の北に接してi符S08163に附まれた基問状追椛SX8175がある。加校は点

ILLí約 14 m ， 南北約 5 111 の京凶に紺Ir~い凝灰岩製基JD と Hff注される。将 S ])8163は市門の北雨務

桝を切っていることから，この基tf'lは後の地築と考えられる。なお， SB8150の東側而に接する

411¥1 x 11日1の南北隙抗s!:)t:柱建物SB8155もSB8150に(.n泊した胤'築と認められる。

造物 発抑!区西南部の整地土下より200点を越える木簡が出土し ow.n報告)，平城宮造営に

- 17-
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l見!する新たな生ru.!.をf(}た。また，瓦や土昔日1脳会はじめ，多iまの遺物が11¥1ーしたo.t{，煩は軒瓦約

900 }A~のうち6225 ・ 6308 ・ 6663 ・ 6664形式など卸 2 次内真， ji則堂院所川];f，が約70%を占める。

L探知は上(阿部，~Uぷ総，l1(為IJ陶器，緑利陶器tが少itIのほか， 円 mililt.と附j肉l似が各 2 個体LH土

した。その他の遺物では|節， 1刷物，箱fHlJ仮などの木製品と銅製借金具ーがある。

以上の各時期の年代については， A却!の整地エリ1:が山ー|二木信jより平城宮地'lE;当初');1:で遡り，

これに続く内裏外事111)']の卸2JUI~直地土中より 51λ域防 11 JVIのニ凶器，jli.r丸瓦が山二|ごしたことからB
JVI造也'の年代を布11((111三11¥1に比Aできる。CJVJi二ついてはsJ切を余 り下らなし、天平年|日|に置くの

が安門とrG1，われる。

宮西方官街の調査 (W92次) 調査地区は佐紀池州市端の促に後する小寸:rillLJJLJにあり，

1521112の組問について行なった。調査地の束に桜して椛記第一次内誕地t(の附を1Mる治iさ1m余

りのよ壇があり，凶は仏i紀j也を含む陶北に延びる谷状の{民地となる0*制作は平城宮跡の整備
にともなう伶化7)(1'，1'，';&位のための司i:ïÌÎl 制査として~>>むした。

調査の結栄，i也， iiW2条，J似状illWiなどを検11¥し， 大きく 2時JUIに|メ.分できる。

AJW 発{市1125:の下fill分が他状のイ民地となり ，jyj凶と点l旬側が高く，北にIfづってj也山が下降す

る 。 ' 1'央部を幅 2~3 m，深さ0.8111のI釘北部S]) 8195が南流するが， 発ぬ|区 I~端で・は1，Yi肩が

切JI!(，fでなくなる。この悦および低地部分には木町を多批に含む陥尚色 1..陪が30-40crn程厚く堆

出し，和銅6年の年紀のある木簡が出土した。

S 081 95は当調査j也の|十J約110mで実施した白1~28次訴j脊の陶北彬 S 03825につながり，椛定

!;iD 次内奥 ・ 1:91堂地 1)( の l山ーに接-して宮l或をíÝÏ北に縦断するものと行t~と される。

BJVI 発品11区のl!!i附1i11に約 1mの鴎上を行ない，S 08195を立I ~めたて ， i也SG8190をつくる。

池)T-:が袋状にいりくんだ部分に排水総S08198が設け られ，南方の第28次調査地区ではAWIの

ryj北併を東に拡幅したかたらで追存している。池と排水怖の接続音f¥の両j制こSX8192とこれに

ともなう SA8191， S X8194があり，S X8192は後に北側に寄せて櫛SA8193に変えられる。

JI\fの施設かともみ られるが確~IEはなし、。

U:\上造物はニヒ H:~JJiのほか軒丸瓦6284型式20点， 木附38点， 木製 1 '.." (11I14lcJ. Illii・へラ〉がある。

これらのうち，iJn'1L62841¥U式16点と木簡，

木製品はし、ずれも11白悩色川iU白からHj土

したものである。 木簡は前述の 「和銅六

壬I.'.J銘を右ーする越前同能夜mのMt)fと，伊
勢国三重ì~\からのmf~\1 の.ìl)正札のほか ，

J.'-t進物は不明であるが，越 lì~ .美作 ・描

)fliの諸国名がみられる。
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ヂ域下f幼白とギj此'Jl跡のJe4紙.!Alfi，

東函 ・西函大垣 白í~88次訓有のうち，、|λ以下(の米山 の大JiIJ也Þ<にかかる J>，I，状~~が数('1:あっ

た。 し、ずれも家屋の改築iζ よる可) flìíj ，Vo'，)fiのため， 小結問の ~HII訓告しか引めず， かつ後 |止の撹

乱もいちじるしかった。 しかし，その'1'でも)(l'tの状況を)'，'1"1巴fhlできたものがあったので，

その慨1!5~*{りする 。

バi而大hi いずれも必i誌の点luj人:hiJ也I，.{であり ，tu88-3・12次て・はJ)jl:¥J大協のl山側仙のー却

を倹IU した。 時は全耐をゆj らかにする ことはできなかったが，米l~úUIH問地域の発抗11，111，11i (自1

・14i大) のj列}~か ら判|旬J したものである。第88 2 ・ 3 次では築地本体の ，t~tll\はできなか ったが

大垣基副と1141:I:ilfri，'ちを 2n~jl貯で倹 11\ している。 また第88-16次では， 人ー j五 J45凶がJ也山を j'j lJ り IU

しているものであることが切らかとなった。そ してこのJ二{二約30cIIIの町1:を処していた。

114il'ii大ttl 銘88- 1 次では 11_41 (i j 大起人巨匠iおよび l川の|↓l鋭的全般川した。 1，~!!i'I は，~r，\約 6 111 で，南

北にのびるが，J也山 lーに約40cmの約 1:をとどめていた。第88 13次でも人恒基凶のj也1，1;1めのた

めの弛j也1:を検出した。 L、ずれのj也|メ:でも築地本体は倹IUできなかった。出88-19次では充術!

純聞の|見If:系から大垣t二以ぶことはできなかった。

平城京跡の発掘調査

左京 3 条 2 坊の調査 (釘~86次 ) ぷぷ，)ftは奈良rliJj:舎建設:斗下フ・)i:tm，l1l.l1tである。 JJrrliJ j:舎は

奈良市北潟r1llrの旧三官':'1'乍:校跡地に;n匝iされた。このうち放j也の114、下部』こつL、ては， ny併1.l 48~'­

)立に第83次調有として先制調査を災施し，10Tl'と]51ギを|え111付ーる|対北小断念はじめ多数のj立悦

を倹11¥した。1If{キIJ49{!'-肢は卸86次，j}1.l~f と して ， ~i<J也の点、1':，'(11 ・ /，:;;( 3条 2J)パ5J;fの'1'心部につ

いて発抗11;01，J1I:を実地し，，'，'Jjil時代， 祭政H引に，‘|λ公l時代， ' 1 ' 111:以降の辿仰を t~tll '， した。

なお，tH83次 ・ 第86~大の ;V/，11iM米・は 「 、|λj成;;U，:;;(二条二υ'jj 朱良 1 "1 弘文化財研究I~í' ~f: -*~

251111， 1 9751 1'- 1 0刀 ーとして報;1 1・己?を 1~)1j-しているので，ここではfli'jij'"にその慨1.l!をのベる。

IliJJillJげにのillWi 部二条を ~t ll\ 。 訓告|メ:の 1判 J，U ，'~II~，二倹 11\ したì，'，'iは， 114Wして師 3~7 ， 5111 ・

1裂さ 1.2 l11 ~iJllJ る 。 Jítfil J:tI'から，5111:紀ぶないし 6世紀初JiJ'(とみられる IJ:lli総と木製品を多

数係架した。

ブ奈良IIJj・代 .、|正安H引にのillt，W 11'1ド11二伎の険11¥分を合めて，15J、ドのセなiliIt'Iiには抗11、1柱.ill1T.J31 
1~i. 初iI ψ 柱桝30条， l'Yj.7条，築地 1糸， Jo名l糸，)1:戸6泌がある。これらは大きく A・B・
C・Dの4JUIに|足分でき，さらにA則(13JUJ(二，B JUIは 2JUliこ綱11分できる。この時期1;0(分に実

年代を比記すると， A.)UIの!従絶JUJI忠利，tむからぶ、|λ初年頃 (i301j"liij後)，八，JUIの廃絶JVJ(土天、1;，末

年頃 (i'1511"liij後)，A3Jmのtf:統JUJは750{j'.を'1'心とするl抗 BJUJの出絶JUJは780イr凶， CWJのJj6絶

則は8111:紀Aくから 91吐紀初蝋， DJUJの出絶Jmは9世紀'1'頃となる。

A1U1の.ill1T.JはJl[凶の 2It'(，にわけら，11.，各1:1'は松本1'1':/に 3Mfで|如来さ;1L;る。すなわち，人:J;¥i.，院

なよねjl[jt~f の I::: Bそを ' 1 " 心じ して ， その |十i-Iじに 1 I~[ずつ点画 IW の;，\I I );~，を配 ii'，'する。ま たい'Jl:'fの米IL4

"1" 制l線は ， 長l'の中j，とから各々 85)込{こ振りわけられた線上にある。 さ らに I ， I~ l:_);f，は心をそろえて

京西に悦ぶように配i白されている。 BJUJの.ill4おも 2I洋にわけることができる。れ鮮のニヒ匝を京
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奈良岡立文化財研究所年半f1

みiP凶 左京3$2 j:)jl5上I'!即位自己 i~凶

t1'i 3茨 15即主'JtiiJ!物一位

Illj に ~1Þ.べる l反則は AJUIから断聾されているが， ill1MYの'1-'で， '1'!lqh線上に日1]阪を配lEする保則

はみられなし、。CJ@土A'BJUI と全く~'~な っ たfl!物 I~~ l白を行な う o J5ドは|十'j-Iじの効fl立柱W{:で:''-1'火ー

から点西に二分され， 生~物 6 f~!は束三1':に配位されるが，小説肢のも のが多し 、。 D JUJの建物も Þjえ

の京に配置されるが， CJ切の配置とは異なる。 AJUIのように2棟の主屋を点問iこならべるので

はなく，主屋と，I~I\われる広l自 iの点西側iに '1-'心k~~をそろえて南と北に配位している 。

15J5ji.は紺l分されずに呼ごと 1戸に班給された家j也とみなすべきであり ，2 t'J大路K-t長し平滅

官の京市約500mとい う占i也・地物の鋭般からすれば，相当日位の居住;-t.'を北11とする ことができ

る。 A'BJUJでは主催と日11毘;が点目に2組配位され，~ I 戸，制i舎を Jl<1 J する 2 家扶の居住がこ予

測されており，戸主に代表される 1戸内での家肱川成，家族の居住のあり方を具体的につかむ

てがかりをえた。
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' 1 1..l!灯.;~~・ と I~JI.主 l;':V，みのたj\II"I.\J ~r. 

063 (;!)Jl校縮小して 611¥1x 311¥1. .IlUlj ~~! 2 Ij(I[此辿物 SB4878にi主将え， この点に， 後宵・ブロ

ァクQ).Il~を|反る聞を延長して北Ifli築地1"l rr. r ; と 結ぶ S A804‘lをぷける。東北ブロγクはこの間と

出781大 IH 倹1[ 1 の米 (J(H~ S A 789 1 とによって BJUI よりやや í;l~ ぃ )j)杉の 1)( ， lhi をつくり ， この ιI~ に S

B8020とSB 7831を24k.lfi?Iてて市北ι後ダIJさせる。liijJUIまで((化した斜行附渠SD7873は廃さ

れるが. ~Ulj ll f~'出 S D7872はSB 7881の北山 |、ーι((枕する。SB8020・788]の2隙はその後f(i古

ぶされて SB8030の 1 僚のみとなる。 その他の脳外は-f~1の ill ~Þ)，こ改築がみられるだけで.0 ，

JUIの脳外配irtをそのまま ~1í製している。

以 1 :は|人j災の (rも2 した京良11寺代の巡航変J也のあら ~r.しで. 1><1ペーするとlr:凶のようになるが，

1~ 1刈点選 1m以後，平安Hキ代ぶまで敬次にわたる小脱出ili4わが約40 M! f.， 1 倹 1 1 '， しており ， 出78次北

j也|λ:でも乙の11与JUIのものがSB8003・80"5の2凶作(，;する。

造物 :X~ 78次北IlH:遺物は宅とし-C II白出 S 07870・7872・8010から多数の瓦，七日持が1111:し

たo j{.}j[では ~i.UL1'じが27型式:1 65例休. i!F 、 ji. J.じが 231(i~式 ] 8'I O，'，f体 111 1 : した。 'ji. rメL瓦と ~l F 、!ι瓦の七

Y ト関係で紋も多いのは6313型式と6685型式の机fTせで，次いで6311型式 ・6664型式.6225W~ 

式 ・6663型式が多く ，レずれも事1'(111.1三11¥1を'1'心とした時JUIのJじである。その他和銅年川に遡る

6664 C別式やlI.ft-J別の新しい瓦もあるが全般.こ，'，・L、1I，'jJOIのものが民'1'しているといえる。

以上. 1)サ辺地I，{の造何時J~Iを主としてi世間の íf( 医院j 係で|ぷ分してきたが ， それぞれのj宣告~:lf

(¥:iιついてはB101の上限が瓦、 I'.?ii:のj形式より抑jlfG{I'.I1¥1でゐることがほぼ縦返したほか，現(，;

例々のill物IU 1ニ の遺物とのl長IÆで検討 '1，である。ま た.)11物との |対:cliでI::，ic の内災のft.ll~勿迫Hli

変j世についても)~ 1ニ修正される可能性も合んでし・ゐ。

大勝戦地区の調査 (~081 ìk 'I' ) 澗住地はHf・記1，';-;ド、J'(ì入山判決の IJljj也 1 :><:点 IÝi I~J!，にあたり， ~1 4 次

，il.'.l1f.j也1，(のIYiに後した以地域約680m'についてfj-Is;ったもので，らる。

i世間は発抗III/ .Il~北部で側、k柱ili物 5 !!Ifと熊

放11'1;'1条が屯mし， そのIYii乙発効111孟'1'火を点
IJlj(乙分断する築地JJiFと側仰を倹IUした。

険!欧州i'S0130は舵A?l11o¥内災地|メ:を1111う

築地1" 1161; の」ヒ 1 (， i l"I JJîß市 IH総出と Hfj~と され . こ

の築!1T.1"1腕以liii(二は桁行 911¥1，認行 211¥1. 10 

K'S;Ii¥1のけJ北側!ill物SB 167とそのけJ3[11性に吊

なる小ill物S88117とがある。 北r(lj築地1"1仰

はのち仏lyj)jの羽一条j泊り道路ドに移し，それ

こ「ドって，このj也1;，<:には新たに築地MSAI09 

を設けてAIJi判官l判的1を|メ:阿している。 この|ベ

Ilhj内ι.S 88116とSB 166とが前後して辿て

られる。 S88116は桁行511¥1. 照行21/¥1の点 江i" I'~ I め81i)，'I.I免Jf，I!J/I.JJij制的図

師、d



奈良悶立文化財研究所年報

四棟建物で， 柱Iifl寸法は桁行9尺， 架行10)亡である。 SB166はSB8116と同規模の身舎に9

尺の出をもっ南庇をとりつけた、|ι而形式で，S B8116より車Irしいと考えられるが，前後関係に

ついてはなお倹討を21!する。

S A109の下層整地土101.1にijlf瓦6732A・6691A・6272型式を， 築地基底部に6282B型式を出

土していることから，築地廊SA109の造留は天平末WJから勝主年間頃と推定される。 築地下

層の瓦出土地点は丁度第2・4次調査にかかる SG119 i!"'[jlfi延長部にあたり， 、 |λ城7~' f:ll地時と

されてきたSG 149 のたli立ては当調査地区にI~Jする|保りではかなり遅れることになるけれど

も，前記車|瓦を伴なう土城が SG149と重複している可能性もあるので，S G149の担li立てH年JUJ

については再確認する必裂があろ う。

第 2 次内裏西外郭の調査 (tl~91次) 調査地は，舵定員ß2 次内京外手1\の西市IW~を含む南北58111 ，

東西40111 の範囲で錦41次調査の凶に続く地域である。調査 1 (li~立は発掘|豆の ïill北部から |旬京míに

かけて斜行するl協約8mの道路放を除く約38001112について行な った。

現1状犬の地1形形は内誕外手到郭11泊西.限仰隅iの2築寝I地也痕幼跡、と考えられる|世正山山11目11'ドが発抗抑捌H区西端から発』抗仰制:t川1:区l小|ド1.火!リ火jた占I市t句f!.奇f 

りて

る。造11Ii聞は旧水田町下約40cmで検出した。

検出 した主な迂l~i'liは礎石建物 1 材1 抑-:5L柱建物 6BU，抗i!立柱li".廊1条，築地j}f(:l条，11リ1HU， 

WI立柱:tJm2条，~出Jil状i出品 2 基などである。これらのili ~I'，iを接地j回位とili:複|長:j {系により次の 3

1切に分知した。

AJm 1!t41 Wl披地工事を行ない， 1/ヨ英外~il\

の柳ftS A8165を設け，その陶に抑立柱小建物

1:平SB5495・8181・8182・8183・8184をj告営す

る時JVJである。 IEI地形は舵定第2次I)i衷， !19J 

堂院地区が営まれた丘陵のi!...[j斜聞にあたるた

め，発掘区の東端は泊-t;iiより約 1111，北端は

南端より約 1mj布くなっている。したがって，

整地工事は旧地表のわJ低差を少くするために

西側の谷の部分に約50仰の燐 |ニを行ない，全

体をなだらかな緩斜而にしている。SA8165 

は内真西外郭の南而を画する第1均jの倒}で10

尺等間，12出l分検出した。この棚の凶端で北

に折れることが予想されたが、 一部試侃の結

民10尺等IUJの位置には検J1¥されなかった。

発掘区の西南部に集中して存花する抗~1立柱

建物~は，いずれも第 1J切整地而上にあるが

-16一
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五li.以下(湖、と平城京跡の発jf，li;JI，1脊

左京2条2坊14坪の調査 (第89次) 本調子E!主，当研

究所開放文化M七ンター宿舎建設に作う・j;:前利下tであ

と)0 II川市J也は，tF.以2条 2坊14J平にあたり ，京(HlJは，Hf~ 

~ ~~ 2 ~必大路と境会持している。 訓削 L 2 J方大間取(ilIJi，"'I

の似i白と，坪境における泣慌の状態i'/idi認すること合11

的と し，予定地'1 ' 火を jf~北l 二.l't く jミさ約60mの l レンチ

と，その両側にj之さがj10m，幅約 6111の点IJyトレ ンチt..-

~t ， '1'火，間の 3(i.'~所に設定した。

j立 fr\'i ! よ ， 府 {ι\~ (・f. l l\ j立物によって奈良川(1;: '1'来から、|λ

安lI!j:(1;:初JUJ ( A~C JUj) およびそれ以I~保に Jつけることが

できる。条良 ・ 平安J()Jの泣柿は ， ill物 8 1~!' 州ll 8 ダ1]， 1，'，';' 

5条，)1'戸 1U;，上級10抗告予があるo 1.(お.当初の 11的

のひとつであった点 2J)j大路側I，W!.t1昨認できず，今1"1の

ぷ，Ji'Fーの組問外であることがI!JJ!うかと伐った。

AJ日J fff~tに .i!liなる S K017・018・019・022の上械が

あり ， 後に大t71.のーI~ 日日， 瓦とともに・!l宅地 して S8002・

003・08，S A004などを作る。

8WJ S B002・003を廃し， 大きなIt侃形のS8001 

/1.)必悦はィ、IljJだが，~( j' 21111， lui j' 111:lJ分を検1-1¥したυ 初81刈/日;(2;(~ 2 J)j14坪j出向ncli/，~ 1刈

作|・1:I:lJは 8)~ ;l;;HUであるo S A009(1 31/\1 の 1 ý:j ~tHIll どが， S s001の111氾しJ51:とすJUi，S 8001 

土身 ~fのみの辿物となろう 。 S 8001の|叫亥き取 り火からは多11l:の奈良木の lニ伐とともにこ彩

・三彩の1[;:-が/1¥1:した。

CJtJJ S B005・006・007，S八010・011・015，S E 026， S K 021・024が用伎など7)'らこ

の JUJに分:Jtiできる。 こ '/ l.ら{ 土 さらにお11分できるが， 全体の配li1はイ ~:;:(・で・ある 。 S E026はn¥1壬

約60cII1 の 1111 物を;1 1'戸 !:'t~ としたもので， J'1l L:から、|λ'ム:初WIの 1:11I'，'総が11¥1・した。 SK024(よ新し

L、lI'j:JUJの士演で，内部からは多1Aのjぷ化物，鉱作j;¥ るつぼなど鍛治関係の造物が/1¥1:した。

これとi)!.J辿するものに，発掘区のfh(WJ，S K06(・J'近の |ー附で検/1¥した10数条のiiYiがあり ，J'Il-J: 

の状態は同 じであったの この付近でたたら作業を (j 沿ったことを〆J~すものであろう 。

ヂ災以降， 1)'.1 ì~ilに少 11 1: の瓦加を{下った怖が数条あと〉札 段跳に関j坐したものとちーえられるかり

ニの凶iニは大半が;J，Ll:I化していたものであろう。

今1"1の調子fは先-!}，I;I(lifi'1が少なく ，)-."1'-1)、Jirilのjl1l待状i)U1 (ii在認し仰なかった。 しかし).-:;;(3糸2

j均の訓有で wr86払:)雌認した京 2J布大同IJl.j(llIJ ft'";; (/)J'I~ I~\'jから計卸すると ， 奈良 II !げにはご]:.ïti仕 ill物

(:t川境に峻することなく ， 少なくともん路 (ilIJ 1，YJから 7 ・ 8 丈余 ( 21~24m ) の空1'，':IJ也がgら1)，

その川にはUI;J. L JMゃ)1'戸等伎七に(.J'I!iuする施'I立が，らったと推定さ.ILる。
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奈良国立文化財研究所11'-ill

左京 5 条 1 坊の調査 (~90次〉 本調査は奈良県瞥柏木越地の建設に伴う;:.IniiJ調査である。部1

ft地は奈良市柏木IIIJ 長線にJ~rイ1': し，左京 5 条 1 1)J 1( J5ji.・5t¥i.にあたる。 4坪はn7:{和48壬1'.12月に

行なった第85次制作|丘の束に接している。訓有¥j.(全域から多数のillh'l;を検出したので， J平ごと

にその概要を述べる。

4tドの追桃 |尖11¥した奈以l時代の主なillHI;には，侃¥1.柱.ill4m15I司1 抗ILu:柱堺3糸，:JI:戸 4Ui

栴 2 糸，土Jt~ 3 tJ:ーがあり，大きく 3JUJに区分できる。

AWI 宅地は泌捌りのtl1tS D908で南北に|足分されるoIY4の区間では， mにJ+iiをもっ京間以l
S B 1073がrl寸心.ill4おとなり，その束にSB 1102，西にSB 1080，市山fこSB 1075が配位される。

S B 1102は中心建物SB 1073の身合ìm分と同鋭艇で， 倒{をバi凶の-*，~上 tこならべている。 こ の

11剖切の井戸にはSE1093があるが， ;)1二戸粋It.どは成っておらず，1.1.¥ 1:辿物も少なし、。

BJVI 宅地を|正阿する胞設は， 'tiYiから抗I!¥[:柱msA1082じ変わるo '1'心建物はSB 1071で.
A即!の'1.
'心建物の(りそよりも

IHi二移り，行I行も 111 11 tl.¥げられて 61DIとなる。 r!，心辿物SB 1071 

の点に|行北糠SB1100，北京にSB 1103，北illjvこはSB 1077が配ipi:される。 SB 1100の陶芸は

S B 1071の南側位ダIJにそろえられ，阿建物I1'dには訪日立柱桝SA1091が設けられる。:J ~ J iには新

しく抗I!られたものはなく ，AWIのSE 1093がそのまま使川されたものと思われる。

CJ切 七地を1;{ji1ijする胞"立については， SE1081の抗11)診がSA1082の献上を切って捌られて

いることから，この11別別にはJI¥(り払われているよ うであるo 1'1-'心建物はよj[ilfj仰 SB 1072で，その

点にSB1104， 1句点にSB 1101，同にSB1076が配i白される。中心.ill4TJS B 1072はsW!の'1'心

建物より北に移り ，Aj切の'1'
心土佐物と一liilJil<uする。SB 10720.コ桁行は総長14mを測り，BW! 

の'1
'心建物
SB 1071と同胤肢であるが，S BlO71が61/¥1であるのにおlして，S B 1072では1川

減らし5問とし， 111¥1あたりの柱!日l寸法を以くとっている。また，J，Uから211¥1LIには川仕切り

西 地区

東地区

7H 91吋 左京 5 糸 1 以~4 ・ 5上Fjll防災 ill.lW<1
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'1λ城':; '; ~~;と -' ji. jj，占ょ; t助;の9c~1;li~I，'，l1f.

を設ける。井戸は新たに抗Hられたものに SE 1081がある。+1二)i枠はilll物を三段に重ねたもので

出l物の附聞に.I.~い板を縦にならべて Df1 ¥， 、と している。 遺I的検山1(liからの泌さ2.2mである。

S 0908・SA 1082の北側の区画では全体の脱出を匁lりうるm物を険川しておらず， 日、't-WJlx:
分も切jらかでなL、。 SA1085は SB 1087'二|長l.iiliしたものであろうか。)1ー戸SE 1095は SE1081 

と同じ力ー法てイFられており， C1UIのIIf能性が似し、。

5上1<の迫hYi 扱I!な住建物6初!，侃立位以 2条， ;)1:戸 1基， 1焔刊点を倹川した。生li物には全

体の脱税を知り うるものはなし、。 SB 1129は点に川jをもっSB 1130よ り新し く，柱-l'Uを成して

いるo ;)1:戸 SE 1122はプj形の技H形をし，)'j.さtIclIITm後の紋を 5段以_I:にif.(ねた井出組みの)1:

戸枠をもっ。 米州1.2m・南北1.7111，辿附険川町11からの深さ 1.5mのふ!棋で，対E在{卜:'1'から

少量の七日誌が11.¥1二した。なお".1:' 11.と 5 .1:'ド 1 1\ 1 の木 .iM刊行出分は師30~35clIIが伐っているが， 1十'dt小

路部分にはすで(，こ JI~~ 士がなされてお り ， ~，'，I 'f r. できなかった。

追物 11.¥ 1:1，¥は少なく ，十ー器はS0908とSE 1081からややまとまって11.¥1:したo ~~l;_!j 1:加

は3点あ り，S E 1081から出 | ーしたj;\i. J~lψ~: (UI!.!.l総)の底部外1(liのものは f5iU と読める。ほか

に硯)¥-3点がIL¥L:した。瓦では判瓦の/.1.¥1:は数点にすぎなL、。そのうち，S B 1071の柱穴から

'P.T-丸瓦6308型式 ]点 ・SB 1077の柱穴から'ji.fメLf.I6304型式 1/"j，が1111・した。各JVJの追怖から111

-1・した造物は， いずれも 8 世紀'I'~以 lìíiのものであ り， A. s・CJOIの逃怖は比較的短JUII1¥1に

造併をiJl:ねたものと!ιわれる。
今同の制作をj凶して， 1.[坪 l々にはきわめて，ìll ， lij的に建物を配Ii'，~している こ とが IJ)] らかになっ

た。 5条大協を側出心々距離で8丈，11 TドのJじと必の小路をii¥'i.心ノ"'VI，ltl.:J、とすれば，宅地境w
施設と!山、われる S0908・SAI082はかドをIH.Iヒtこ4等分 した線 1..にある。また，各JUIの中心ill

物は[十'j;lt，二砂ly!するが，その東山ーの'1'心紋は変らず公定大路見i0[11糾心から45mのu'Lii'i:にあた

る。このよう μTI午、jをほJ北に4等分し，以内の 2等分線_I:に点IJYNiの'1'心ill物を配目したもの

とJ出われる。

左京B条3坊の調査 (ZM3次) 本，1)，'，111'は伝.Q.YlUi:宅供給公社が，京以di点 9条Hりにr:/iKiミ'"に計

画したiJy')'i:.川卜111也建設に伴う可jj:市川村Tである。rJ，'，J五地はkk8糸3J)j 9・10・15・16Tr-にあた

り， 10上ドは、|正 1)~};~の京市Hf~定j也 (t心; (8条3J)j 5 . 6 . 7・10・11・121ド) 6 )'1<分の東北部分を，'i

めるj也以である。調査は2年度にわけて行ない，本年度分として， 9・16T!'を'1'心に10・15T!'

の一部を調伐し， Il日平1150年度に第94次，U，'，I1r.として， 10・15Tドの J:.D!部をii1M有 した。なお両次に

わたる調子E慨4裂を 「左京8条 3.l}jJ としてIl{{和51iド3)1:こ刊行予記であ り，ここ で、は節目次の

調在についてのべる。

第93次淵itで|失山した泣防にはヲ1;'1:. 1I!i'(に と奈良 lI~j 代のものがある。

弥1:.II~j; (にの j立f，I'; lt-;'ji:丸穴 l基， li'If.，小ピッ ト併を検11'， した。jti，此火 S1く1200は 9TÎのSEll

80のIh1ιiでf!'!t1 1.¥した。 1直径1.5111のI'J)移プランをとり ItJrl(liMはU'r:M，~震さ 102cIIIを ìJl11 る 。

貯蔵穴内 lこは木 J j など心機質を合むj火付~ 1 ・が Ij[( (1' 1 し ， 第 V 隊式 I'. ~止 し，:':，: ， )主匁i'，ι，:':jl+，~!~ ， SI:> 
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16点を採集 した。 i和主陥20cmから 4111のものまであり，刻倹は一定しなし、。各部とも灰色砂

が堆積し，そのじいから踏滅の者:しい第V様式の上探片が少量111+した。これらの総は自然の流

路の可能性が強L、。

奈良時代の退梢 主な辿柿に抑?日IT，寺院，小路および道路状追1m.捌L.¥l:住生1!4T.J， ;)1:戸があり

ここでは条坊遺構と各j5f-内の遺構にわけてそのj切裂をのベる。

条t}Jj出品 抑河SD1300は9:151えの巾央を:1じから階に流れる状態で検Il¥した。、1'1初は索抑りで

追地検11:1il'iiの幅約10111，深さ1.4111を測り，奈良H寺代後半には，杭とτ|ι板を組みあわせたシプf

ラミ状の施設で謎岸工事を行なっている。 1酒i河の両岸には築地，道路などの施設はなく，作い

っぱいまで，宅地として利用されていたものと惟定される。泣物はご1:器が大'1':を占めるが，入

国土探，土馬，人形，白IJりかけなどの祭配的性絡をもつものや鋳造|刻係の辿foとともに鋳放し

の和同開伊J¥3点が1:1:1土した。I:H土:1二総で怯， 奈良末のものに完形11fsが多く，それ以前のものは

破片で検出される傾向にある。このことはJsii河の清仰が定期的に行・なわれていたことを示すと

ともに平以京の廃絶に伴って，折n河も廃絶したものとHfi定される。

小路SF1l60は9Ty.とlOTY.を区間する東i&小路で，南側部SD1l55と北側出SD1l56のDlIJ務

心々幅は約6m (2丈)である。 SD1l55は幅3.4111-3.8m，深さ1.2111を測り，凶に流れる。

凶寄りには，10TY.内に入る楠SX1l57が設けられる。 SD1l55からは，奈良時代前半の土探に

伴って木間，木製品，金属製品， ;(j'i)l-.紙n.，1文11~:J\-なと.多数の遺物が山二1: した。 木聞の中に

は「仁東宮背奈 直口」と判読でき.rlïでの山物のメモ (I'~ な芯"とにとれる ものがあるo rIiとの

ほl連を示す造物と推定される。

北側部SD1l56は帆1.2111. r*~ さ 50cmで、凶流する。 ìl'lj の米占;品は， 9 J5fぺ内の道路状遺構SX1l74 

の西側部SD1l73と合流し，南北小路のi国{lIJJilVf.S D 1172とは合流しなL、。

tf~ '1表左京8条 3~)jj~!:U建物
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τ|サ火山.跡、と，'ji.h点五〔跡のfei初治，lfi'

小路SF1170は 9TI'と16J平とを民1IIIjする|十j北小路である O 京()lIW1i;S 01171と西側泌 S01172 

川と の僻心々駅出iは約 61I1 (2丈)である。 点。lI!it'lfS 01171は帆 1.O~ 3 ， 2 ITI， 泌さ60cmで仙

の務系ーはみられなし、。務の!十J端は幅50CIII，忠仁ーさ20cmの鋭模にな り，以IJLj小路をJ裁断して，IYi(lllJ 

iWi S D1l55に流入する。両側溝S01172は帆約 1111，採さ30cmの脱伎をもら，東側淋とII.;J慌に

怖の務H~はみられなし、。 この幣の[十4 )i;;Mi \，、ずれ のÌ!Y; と もつながらず f二終わるが， その (川町は，

;inuj'<j /I:ij( S ;(; 3 .l')j ，，\'r~t，ì出向ñGiW とi
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S Dl161の東延長」こにある。

小路SF1331は10坪と 15:T1を区画する南

北小路で，東側部SD1330と西側首'1;S D1332 

を伴う。 当初，東側溝はH音渠SD1l66として

西北に45度の方向で折れて，西側泌SD1332 

北端に合流し，東西小路南側百年に流入してい

る。後に陪渠は廃され，SX1330として北進

し，南側溝に流入する。西側総SD1332は幅

1. 0~ 1. 8m ，傑さ 30cmで ， 東凶小路のf.Ý1側絡

に流入する。 第11区1 SX1165陥渠(東から〉

小路SF1430は15坪と16坪を区画する東西小路で，調査地の点に設けた南北 トレンチで検出

した。南側僻SD1404はl隔1.9111，採さ70cm，北側的SD1405は腕90cm，深さ1.5111である。ま

た，両側溝の心々距離は 6m (2丈〉である。

東西小路と南北小路の交叉点では，東ii!i小路の南側海SD1l55に木製11省渠SX1l65が設けら

れる。東西の全長3.1m，I陥1.2m， I矧口部の首iさ約50cmで‘ある。 H官渠の構造は，直径約15cm，

長さ1.O~ l. 2cmの杭を慌の両似IJに5本ずつ相対して立て説ベ，その外側に l二儲めの横板を重ね

て側壁とする。杭の内側に10cm'fifJの柄穴をあけてf{.J材を差渡し，11荷渠の天井板を受ける。天井

板は師1O~ 1 5cm で‘ 9 枚並べ， 1暗渠両端では天~ I:架より 30cmせり 11:\している。この天井仮の上に，

さらに60cm程盛土して11音渠を形成している。また， 11自渠の西は約 6111にわたって陥渠と問中高で

護岸用側壁および杭が残存する。

11音渠の首ii身は幅約2.4111の潔抗IT1り慌で， 11高渠四1:1:¥口付近には海底を横断して約2mの堰が残

る。このi躍の南端は斜行|鳩渠SX1l66の出口と小路西側織の合流点に設けられたj医板の東端と

つながり，斜行H自渠SX1l66と前身の来品ITlり儲が同時JUlであることを示している。これら2つ

の極から西には， SX1l66， SD1332・1334からの排水による桝壁の乱れをlyJぐために，約2

m幅の側板擁壁を設け，路氏にはパラスを政きつめている。

暗渠SX1165の前身の溝には， 11音渠と同位i世に橋が掛けられており，ちょうど陥渠両端と揃

えて北側の糊肩に2個の礎石が浅され，橋桁を受けていたものと考えられる。

9・10坪内の追椛 各坪内の遺構のうち，15TTには寺院.111:と捌立柱j却がある。 16坪では抗')1立

柱建物7棟，柵立柱j界3条，構1条，橋1基を検111したo t、ずれもトレンチ調査のため，その

全貌を明らかにすることができなかったので，ここでは9・10坪の遺柿について述べる。

9坪の逝桃 坪の東南部にあたる東西37111，南北73111の範囲を調査し，倒立柱建物54練， ~ I ー

戸 4 基， 道路状ill占有~ ， i也割|り出等を検11:¥した。

道路状遺構SX1l74は南北小路と平行にあ り，西には{J!IJ総SD1173を伴う。南北小路の西側
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平城7~跡と平城京跡、の先jF.i1 ~J!.lH

総SDll72とSD1l73の出心々距離は小路l陥と同じく 6111である。SD1173は中央に開口音sを

設け南北に延びる綜で， 南端v:t凶に ~lí'れて東西小路の南側ìl'~;S D 1156につながる。 中央開門部

には 1fI.¥1の門SX1229が建てられ， 9J;lの京の入口となる。SX1l74の北端では，S X1174を

遮る形でSX1287が作 られるが，小路の凶~ll] t'IJ;S D 1172とのE復|共!係から， S X1287が新しし、。

S D1173の枇船上からは，SDll72， S01171 と同じように奈良lI~f代の各JVIの上限が出土して

ており，小路{llIJrI時との前後関係は認められ伝し、。また，S X1l74上に建物が作られないことか

らしても， S X1l74は奈良時代を通じて道路状の空11¥11也として利用されたものと考えられる。

f:ijの道路状追椛は，京西小路の南側liY~S D 1156とそのIY4の出SD1l61との11¥1のSX1l62が考

えられる。嵐広lはSX1l74と同じであるが，このliji分に建物や捌立柱廊が建てられているこ と

や， 1~7r\ 60cm，深さ 10cmの S D1l61から出二1:するL:(l:M，奈良時代後三|三のものであることからする
と， S X1161は奈良時代後半f二敷地を狭・めて設けられた'jJ能性が強L、。

9 TV内の雄物， ~ I二戸は宅地のj也訓総で区画されたI:>Z J或に配置されている可能性が強い。すな

わち ， 坪は掘河で点ï& vこ二分され， 東の宅地 |付を京1&に棋i 切る小結I ~ I の Wi~~1f: は， SD1310とS

D127111.¥1で30111，S D1271とSD125811'd-U5m， S D1258と米両の1腕SA11751刊で32111となる。

このことは，Tî が東川に二分され，さらに-*の縮分はl札|じに100以 ・1/8111]'，50尺 ・1/16町の宅

地に区画されていると椛定される。しかし，辿物のι1.1には，地主1J!iちと重複しているものがあ

り，宅地幅の変更もあったものと思われる。

抗il立柱建物54練， ;)j:戸4基は 5J切に制分できる (却4-:}"<.)。

AjUJでは』目立建物10練， :)1:戸3基があるO 建物 .~ Iー戸は南北の二併があるが ， :) 1 ー戸は.151< のJt~

によせられ， 市北線をそろえて i~出世されて い る 。 市川は抗11 立柱Jif1S A1175と東西illjS D1258で

区画された中に，建物4.1~i ， :11ー戸2基がある。建物では身舎211'd511¥1で二|ヒに州をもっSB 1190 

が '.1.1心:w物となる 。;;I~二戸 S E1180は一辺90cm， r11~ さ 1. 8 111 の横板井組組みのもので， 奈良lI~f代

末まで使用されている。SE 1195は一部を検出したが本体は米側のためその詐創IJは不明である。

北町には建物5tWと:)1二戸1基がある。建物5jWS B 1242・1250・1251・1266・1267は中央を

空地にしてその)，可聞に配置されるo :)1:戸SE 1230は一辺90cm，深さ 1.6111の方形の縦阪教lの列二

fiである。この:)1二戸も何1"1かのおlj掃を行ないなが ら奈良H寺代末まで使mされている。
BJOIには建物121~! ， ;)1二戸3基がある。次のC)VJとならび，J也 ;~ 11 1!，lj二に よる宅地告1Iをつかめる時

JVJで，%lIlrまたは抗6111Jで宅地に建物と井戸をセットにして配世している。坪の陶ではSD1258 

を北の境と し，その前にrl'火却を空地にして建物4桃 (SB 1181・1197・1210・1222)を建て，

:)1:戸はSE 1180をひき続き使)IJする。その北では， S D1258とS0127111¥1を50尺にとり ，;)1:戸

S E 1230と2仰の建物SB 1244・1255が配泊'される。調査|天の北ではS01310とSD 1271聞を

100尺にとり，建物6N!と:JI二戸SE 1260を配置する。+1二戸SE1260は市のSE1180とSE1230の

線 lこに新たに抑られたもので，一辺約 1111，深さ1.3111の方形抗11形の氏に1111物を据えてし、る。建

物6N!はSD1281で南北の 3N!ずつに分維でき，この|文j或はさ らに紺|分される可能性が強し、。
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CJ切には建物12;慨がある。建物の配置等についてはB即lを踏襲し，それほどの変化はない。

D期には建物8倣が南に集中する傾向がみられる。 B・C期と異なって，中心建物とよべる

ような大規模な建物もなく ，建物数も少なくなる。井戸SE1260は廃絶し南の道路状追梢SX

1162はこの|時期になって宅地を狭めて作られる。また， S B 1252のように地割fi'lj.と重複するも

のがあり，宅地の変更があったものと椛定される。

EJ明では建物8都uがあるが，DJnIより倣夜する傾向がみられる。
9 T1の調査を通して，小路と平行で同じ胤伎の道路状遺構の存在が明らかになった。また建

物規模は桁行11聞から 61討1まであるが311，11程度の小規模な建物が大半を占める。 9T1は市に関

係した施設とも考えられるが先述の左京3条2J;!jl5TY.や5条1W 4 J~ドの建物よりもさらに小規

模であり，宅地割の問題を含めて，平城京内の宅地のあり方の多様さを示している。

10T1の3.f.iJNt 道路状遺構1条，総2条，捌立柱建物12!i主，;)1:戸1基がある。 10坪は京ili椴

定地の東北部にあたるが，市の外聞を区画する施設はみられなし、。道路状遺構SX1333は9坪

のSX1l74と連続するもので， .f.]i.の東に検出 した。 SX1333は西に側満SD1334を作い，SD 

1 334 と南北小路の西~lIJ裕 S D1332との僻心々距離は6m (2丈)である。 ;)1ニ戸SE1392はIIk4め

を使用 した井戸で一辺1.1m，深さ50cmの方Jr*の抗ITH診の底に，さらに直径55cm， 深さ55cmの円

形の穴を掘り，そこに1111物を据えつけている。今回の調査で検出 した建物は 2rUI3問の束凶棟

S B 1391のみであるが，第94次の調査ではこの南に多数の建物を検出した。

薬師寺西僧房地区の調査 今回の調査は似l院の復原とその変造を切らかにするとともに， 境

内整備計画の資料を得る目的で， 手fの委嘱により当調査部が行なった。調査地域は凶僧房跡を

中心と して，食堂西端，t~î楼 . iLG"四郎などを合むj也j或と説本:j;I]の北方地域とである。以下11闘を

追って述べる。

西僧房 薬師寺僧房については，薬師寺発掘調査団(1司Hミ杉IJJ信三氏)による昭和45年夏の

調査で東伯房を検出しており，他民の位1tL，平而などが切らかになっている。今回の調査は食

堂をはさんで、対称の位慨にある凶僧房につい

て行ない，大房，小子房の-iijl.両房の11.11に

ある付属屋及び石総で画された空地を検出し

た。大房北側は中世の絡によってかなり磁波

されていたが，大房はIIIく腕土に覆われ保有:

は良好であった。

{曽房基砲は径20cm程の玉石を-J1Jに並べた

低いものであり，大房，付属屋， 小子房がとも

に同一基田上に建設されている。基埴前而葛

石の出は庇柱心より 2.1口1で，そのiYiに桜し

て幅約80cm ， 深さ約20c皿の業訓~I りの雨務総が
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平主主'~.跡と半以)1~ぬかの発jll\，;11，11仁

設けられている。大訴は食堂と隙心をそろえた点f!'iI'Jl!であり，食堂1&)1じとりつく第一民から

部 じ1Jjまでを|失11¥した。食堂西日lIJffiiと(自民バC2L:は心 で々約 7111離れる。大o-jー房は桁行 2IMJ.

20)くu:判。，梁行 4/1¥J・38尺であり，1弊りのujとは位てイL切られる。各房は梁間20尺の身舎と

iIIi後各9)-(の}lEffll分からなり，大きく前、'1'、後の3市に分けられるo IIIi室前回には凝灰岩の

j也tilが20尺の川をj函り ，iri初は中r:-¥Jに柱がないが，1去にIFI(!iをほぼ3等分 (6.5尺.7尺 .6.5尺)

した(¥/:1;'1:に柱を立てιl'火を扉口に改造 している。'-1'本は20)¥'.IIQ)iの広II¥J-C、正而はれ|首13 II-~I と

し'1'火11'，]8)くを)jj!.仁1 ， 同協 1 1\ 16 尺は挫となり ， 背 1(11 は '1 '火に柱~ _\'j: て IJ[j方問は盛で ， 束力川は

バU:i，j3)えを出，ý] り 7 尺を後室への扉 1-1 と している。後 '+ ~t J.l~ il l.j二 'i{t二分け られる。西側は束

lúit.乙庇!. I_Jをもっ部屋となるが， 東側は背 1 (1 1<，二 ~tの民跡はなく ，外ノJへIm )j!i. となっ て いる。

長}境や各五Jのi克は瓦を重ね技ベfこ地法iが放かれている。このJ也?むには，両側に平瓦を立て，

その11¥11三、iλ瓦を重ねたものと，さらにその上にのし附状に、ji-]，じをRねたとこ ろとがめる。また

j也桜」二f乙)ilさ約15cmの焼けた土壁が逃イ子している例所もあったo ( 11 /.r;~内部lには小形の凝灰岩切

石やNj.， ~llmi石などをJTI いた束石が終然と配ii"，' されており ， これらをもと tこ各房を通じ， 1&)， 
にはTKを設け，.J;I-U!'!際には慨を設けていた状況が組以できるo後本は瓦やほ石が置かれていた

り，また第三 ・七房では床張りの痕跡があり，その使い)jlこぶがみられる。大房の改修は前同l

i筑):}(:L;'l也躍石以外κもみられ，上/I.¥Jのかさ上げや，脆イーiのJ二十乙石を IlJねて住総l元のj向朽を修理

したと jl~l，われる個所があった。 床 ・ lJ!lJの点石である級以幻切;Ciは ， 後にはJ5Jjや野而石に ii't き変

えられたところがある。 前五も後に巾火i/¥lIriJ総床iJ.長りを行な うなど改修されたところがある。

大l.J，'の北ullJ柱心から2_4111北には，各民ごとに|剖側柱簡を大1J，'のjJJJ克にそろえた 111'，Jx 3/1¥Jの

|対北側主~4Þ)があり ， その東側に L字Jr~の -'î石 l''IJ' f .::. ~I 'i された ' 1' )定を検山 した。 こ れは各万?と も 同

燥に配されており ，その建物はI{i引24尺架1j' 8)ぐ-C，大l.JH乙比られるよ うな瓦を屯ねた地出が

ある 。 IJ'J fiHには川仕切りがなされており ， 波り }lîliでは伝く m~@. としての使川が考えられる 。 元

JJll-Sの「検出色帳」に見えるl判再に当たるものであろう。さらに二の部屋の北stlJ柱心から

111 の l、./:1白じ桁行 2 1/ \J20尺 、 架行 21 /\J 1 4尺を-1J1 とするJ.lù出版の小了 ))jの存干I~を確認 した。 小イ­

l1j-INiifこはJI延般を両側に立てた幅約40cmのIH1M，V;がめり，この儲から大J刃正問i蔦石までは約

30.5mとなる。ILI.j第三1Jjでーは小子房建物の下に木I泌が泊り，'1'出から北への排水施設と思われ

-? 
G。

r柴印Ii "!d'~ま J包』 によると ， I的自ーは天I徐411'-(97311'-)に焼失し， -':mはr'l述されたとしている

が，今1"1の調査郎分てがの再建は行なわれなかったものと，与・えられる。これは後述の遺物の状lA:

からも IljJらかである。今|旦|の調査は，追川の保イf状況がよく，('，月房のさ|λ山をはじめ，床などの

施設の状削まで切らかにすることができた。また大IAと小 ()jjのIl¥ltこ付属毘があることが縦認

され奈良H寺代のi目l.Jjの研究に多くの新 しし、資料を仰ることができた。

食立 食堂はH日和45年の調査でも~/_: iQ~ ・ 越峻m校 (点1叫46.8 111X INJt21. 7111)正而階段及び基

出)，'，iW1の状況が切らかになっている。今liilの訓売は食吃回出を発効11し， 北開とTm聞の基樹J也桜
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釘n312<1旅r~ l j守"R則的üH叫I!~ð/.l五f.j出li;区l

石， 玉石敷きの犬主主りと H:j~再出及び建物のi出側柱列を検山した。法図上而は削、|λされていた

が， ï!.H北問には.ff~石を ， 西側中央とその時Jの推定柱(立l百ーには礎ゐi ，;地業と考えられる砂質l-.の

地固めを，倹I.H した。これによって食笠の架行は， 身舎 211~J1 5尺等 Il 'd ， 庇1 2)くと Hfj定することが

できる。食堂西田市寄りの犬走り部分では石敷きの痕跡が見られず，また{曽l万前!記にI(lIする位

置でもあり，ここに階段の存なが考えられる。

鋭楼 鈍機跡の調査は今回がはじめてであるが， これと対称位置の縦楼についてはすでじ

調査が行なわれ，基鹿規:J!，%や階段位置などが確認されている。鈍後は経後と正しく対称の位世

に検出された。基胆」ニ而はかなり削平されており，礎石抑え付けの浜跡などは失なわれ，柱位

置は不明である。基凶化粧石はほとんど依き取られていたが，北IllIと凶聞に凝灰岩・製石ド告を践

し，北町i石階部には地郡石が一部逃存していた。 しかし北而では，石階部以外の抜き取り絡は1隔

がせまく地磁石を|的し， n;(桜羽目石を立てていた可能性が強し、。北町l石附はl陥3.3m，山約Q.9

口1で，西而階段はIPT;¥4.1m出が約 1mである。これによると基喧規模は点西15.8111，Fお北19.5m

に彼原され，経楼主主j臼と全く同規模であることが確認された。したがって 『縁起』に見える鐘

楼とくらべると，問聞のU;l?&.の|封は4111を越えることとなり，かなりlIifの出の深い防造を考え
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よ!，¥色士;然(!・2) 土問Ii総(3-5) Jk. flll1初日:';'(R-IO) 紘官11陶加(11-12) 'i'I'縫(i-I:3) 白磁(6)

第1 41 ~1 ;!iS印li.'hlli((t'l/Jj跡IH土の七総

ねばならなL、。

木J)j北ノjj也t(の，O.'，lfi J3M!=.の*J)jの北約25111のところにIPI，¥3 I!l， J..i:さ30mの点ILljトレンチを

2本設定した。

東トレンチ |尖 11\ したおもなi立川は 1)~14 と桝 l である。 1・峨からは平安初JUlの qi. f11-を合む

多量のH_汁が投挺された状態で山 |二 した。 i将は市北)j向で ， その J.I~hiを険川した。総J!ll[二t二は

1・Z器が含まれるが，州JFi2えび緋l副主町E，i<<できなかった。

凶トレンチ トレンチバドドで瓦総を合む'1'111:の 1"峨 21立びピット 9を|食IL¥した。ピッ トはほ

ぼ束rLljに被ぶが，ill1~ゃ tJJl1などのまとま りはつかめず性絡はイサjである。も っとも必のピ γ 卜

から 「梨{川氏!('*院」針の'1i.1平瓦と灯別IIILが/1¥1..している。 トレンチ1)4、11.ーでは近世以降の |二!!I'i.

~ I・戸 ， お列を倹 11'，し たコ 上臓からn別 111 1. ， 近|止の 'Ji.f SJZJ.じが 11 \-1: した。 ~ I二戸は筏1. 5111 ほどで，

1; ' 1':を_k石で I'J)r~に前み， 上、ドを丸木で )j形に組Ji-， 上に!平阪でお:をしている。石刈は尚北)j

向で， ~I二)i J.ld!lJの 1:間めと j品われる

こ のj山灰は 『茶í:ijj ~l'紘J包』 引月l の 「打li ， i~J 0)記械によって，倉illl誌などに比定する~.・えもあ

るが，今川の制合.では別的lfiに奈良11キ代にさかのぼる巡航は確認できなかった。ただ;.jiトレン

チ凹y1fÕの南北li'，');~二ついては，これが朱比11:(( ににさかのぼる とすれば， か域内における 条.j;}j J長l係

の逃構になるIIf能性がある。またiJ:Jill引にの絵凶而によればこの付近は (-院跡で西トレンチ発

見の諸迫h'liがそれにあたるかもしれなし、。
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なお， TlliI主|出riは後|止の破壊が著 しく，基出土の-ffl¥を検出 したにとどまった。

遺物 凶{白房跡からは瓦，二|二掛，金l官製品， プfラス製品，石製品など多様なー追物を発見し

た。これらはすべて天機4年 (973年)の火災でJm没したものである。

瓦煩 瓦煩は{曽房基凶上及びその同辺に広がるvu二'.1"から大量に出上した。!Ili瓦でみると本
来nili寺所)13瓦と同氾のllH丸瓦6276A.Bが全体の約209杉， !llf'ILsI6641 G. H:lf，iJ.式がが;60%を占め

ている。また僧房のiyj側の瓦湖りからは，従来本来[師寺でも例の少なし、6121型式が瓦当部完形

で11:¥土したのをはじめとして瓦が大量にl土l上した。なおその'.1
'
に|刻元通宝を押したSV'}Lがある。

この平瓦l剖'In巻作り によって作られた可能性が認め lつれる。平城宮式と附似する瓦当文様で，薬
師寺のほかは出七していなし、。!liI丸瓦6304E型式及びjji.PIi.瓦66640型式のものもかなりあり，

奈良前期の瓦とともに平域移迎附の屋摂に用L、られた。平安|時代のものは巴文を含めて多くの

種類が出土した。その中に従来，天欲火災後の再建に|英l述する瓦として平安I:I'WJごろに考えら

れていた 「保古作」の瓦もあるが， I国IJ.jの1/¥1仕切りの補修に{史われており，少なくとも天欲火

災以前にさかのぼることが別らかになった。

二|二部猿1 I曽房の床而か ら土r.Jl i総 ・ 須，'t'~部 ・ 煤色土器 ・ 灰治I!陶器 ・ 鉛漏i胸部 ・ 小国製磁総が

出七した。このうち大多数を占めるのはこ|二nm総，よl占色土器の椀 .JIlL煩で，これに少抵の灰制陶

部，椀， JIII.が );11わって 日用 ( 1 '掃を構成している。これらに刈して数は少ないが， 三彩多l!flj ~:!: ，

二彩鉄鉢，緑漁1I呑炉，I監蛍，椀，JIII.， f1'く利I多l灼置などのイム~f~がある。このうち三彩多l府直， 二

彩鉄鉢は明らかに奈良時代の製作になるもので，約200長1:"1/¥1の伝|止が女iJられる。 また緑稿111盛}n~

は口縁部の欠損後，縁を王子らに隣L、ており， m途をかえての使川がうかがわれる。 117般にはJ!，Ii
花文水注と椀がある。腕には口縁部を切り込んで輪花と したものもある。水注は湖南省瓦j企J51-:

2集の製品であり，日本での出土は稀砂;!)に属する。l主I(必は怖で，~まぼ完形のものである。中国製

磁探はいずれも唐末~五代の製品である。

金属製品 金属製品のうち妓も社日されるものは小金銅仏断片である。火熱で変形 ・破損が

著しいが，反花，~;'F{Eを重.ねた台座と両j関n~'{ftl及び衣の-{!iIを践している。像高を復原すれば

30cm前後になろう。これに近接して}lif子の一部と}G_I，われる金銅板も山ー1:している。そのほか数

多くの鉄釘が出土し，鉄製戸口金J-l，や銅製かんぬきなど建物に関係するものも多L、。以」このほ

かに，ガラス製小玉，1砥石が発見されている。これらの逃物はあfの前室 ・'1'宣の京寄りの部分

に集中して発見され，なかには棚から転泌 したような状況を示すものもあった。

今回のLI:l土遺物は絶刈年代を知り仰る良好な資料であるとともに， (ì~llSにおける生活係式を

具体的につかむ手がかりとなる点で大きな志、!!;fえをもつものである。

大安寺銭楼 ・僧房の調査 大安寺小学校の校舎町i築の現状変更に{el九、奈良市の依頼でl発侃調

査 したものである。発抗~l j也は大安守主主楼および僧房にあたる。鋭機についてはH召手'1.138 ・ 41年に

一部調査されているが(奈良国立文化財研究所作報 1964・67割問，今回は鑑後北間から{田房東側

柱列にかけて発効lIlし，鉛I!.，'憐とijilJliiiとの関連などが一層別らかになった。
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め151::(1 大:ム;o.'Hij'(桜j也|亘:yHI¥;:li，j&..ir.W，~凶

鐙桜 i立Wiは伐いところてサ主現校出I(!Iから約20cm1イで検111された。基副上I(IIはかなり削平さ

れていたが，北側柱列にあたるlH.l.i1洋3個所を倹IUした。架11¥1は7.4111 ()什ι)~25)りあり， Ii大

安;o#(I.n眼目縁起Jf:流記資11村長』記，1支の rJえ三丈八尺，J1il二コlIi.尺」とよく一致する。基由化粧は

凝灰岩製で， 1也珪i石の-ffllが西北1i!1!J と北而十二位る。 Jヒ l白 Î 'I'火郎にはi也聞を j~'i えた瓜跡はみられ

ず~紫1!iliに直後つながっている。鈍倭北ØUI柱心から北l仰也出石， I白i~~附心か ら IIYI (1jj也lü ラ イン

までの距離はいずれも3.7mあり ， i!ik由はよiU!.H4.8111に彼阪できる。 l山(IIで‘は幽北地部ライン

の外ノ7にj[石の按き取り併を発見した。現了f:凶北I~J\ j也 t!1石はこの抜き取り榔の J~li上の上に加え

られている。

l紫)郎 錨楼と"位~ïlY'llf廊をむすぶもので，先年の出~1f.で似石が発見されていた。今 1"1 の品，\j

在では， 繋廊l有妥の根石がj若1位、北1(liJ也出:(Iにほぼ接し，)i::心から鈍後北側柱心までは約4111 

(13.5尺)，架1:J1f-;3.6111 (12尺)， I行行約2.7111 (9)~) で北へ延びていることが判明し， 鋭惨と

のとりっき状泌が一回開縦となった。 w川約3.6111 ( 1 2)~) は『資財 11民J の「ぷ各二丈じ犬，民

一-丈凶)~J に比べると 2)く狭L 、。しか し， ム之さは仮に 9)て 3 1 /\ 1 とすると 2 丈 7 パとなって一致

する。今 l"II~HI:lの似石は 1 ，;1一位i!'(で上ド 2 J切に重なっている。品目掛北1(ljj也lY.1石には!燃lUii羽I-I，f:j

のかかる欠きこみがあり， ~鼎版[1の見ay~1材。111'こ延..[j4五きJIiI.り怖も検 11 1 された。

l問白JJj fiヂ資tt財l付オ村1似脱』にみえる 「幽.ぶE房:北刈」のバ点{側れ筋fにこ州、吋l竹1するJ似以4心_jl昨洋 2例j刈好を倹山した

往|川;日川lリlは3.9J1l (α13幻jパ《心)である。;1基i主主凶の3発E抗仙似iI 怪区:北、γI".~じ4ι斗二コtは土 l制1附雨 2. 5 11川11 の lリ1' 1也止ι管がJ点i坂t収ミa阿q方 [:

J折庁れて延ひび，ている。さらに基均年i.lUlri刊には近1":の南北怖が姉!られ，基担当IIIij(Jjの状出や雨鋭部は明

らかでなし、。また，この(自民と鋭機の1:¥liιはおW(.!bの，[Il肢の民跡が検川された。凝灰組制Jlは

l亭いところでは約4cm銭っているが風化が諸-しく日地やもとの広がりなどは不明である。

造物 I[.が多数を占め， ニl二部はとかlJ:て'あるo Jiの大部分は， II'~)J:} ・ ~，'i! 1輩、のほぼrr l H Iにある

~t 1..峨(来凶約7m Xj削t3.5m ) から集中して出 1 : した。車|丸j.L6138.11~式，軒、ji.瓦671 2型式が最

も多く出 1..した。I..:?i'fは，お'ill姿pq側の延石抜き11)(り併のJ:91卜.から10世紀頃の特徴をもっ上f目i総

・ 以色 L:~:t ・ 灰利l陶探の依}十が出土 し，封iî惨とその)， '，1辺の改修のil~.代の上限がおさえられる。

C'，と;本:長二f!ll・川越俊一-尚治i2l!ー)

- 33-



1 9 7 3 . 7 4 年度発見の平城木簡
平城宮跡発掘調査部

1973年度の平城宮跡発掘調査では，木簡は推定第２次内袈東外郭後宮区域（第78次南調査）の
井戸SE7900より１点出土した。曲物の底板の一片に｢白物桶｣と三個所錐害した習蒋木簡であ
る。ちな承に後世では向物とは塩，濁酒などを意味する女房詞であるが，後宮との関連から白
粉とも考えられようか。京関係では左京３条２坊の奈良市庁舎建設予定地から１点（｢播磨コ
ロローl ）発見されている（『平城京左京三条二坊』参照）。
1974年度は宮域内で総計280点，宮外の左京８条３坊推定東市遺跡から30点出土したｏ主な
木簡の釈文は｢平城宮出土木簡概報十｣，「平城京と京八条三坊発掘調査報告｣を参照されたい。
推定第２次内裏四外郭（第91次調査）宮城ほぼ' ' 1央部で旧地形は２つの丘陵が南へ張り出して
いる。その谷間の低湿地は宮造営時に埋めたてられた。旧地表上には' ' 1然木や埴輪片などを含
んだ無色粘土府があり，その上を造営工菖Ⅲ: に伴う用材の削屑，桧皮とともに木簡を含んだ黒色
粘土牌が薄くおおっており，整地はさらに約50cm盛土することにより，妓初の建物群が造営さ
れた。出土木簡点数は242点で，文『I ｝様木簡７，貢進物付札33, 習豊木簡７，削屑167などを含
んでいる。特長として豆進物付札が比岐的多く，完形, f i の比率も高いことがあげられる。
年紀をもつ木簡は，和銅２年（１点）・３年（３点）で，すべて和銅年号である。そして蛍進
物付札の郡里名に｢膿,蛎江里｣(播勝閏明禰郡蔦江郷)，「綾郡宇治ﾏ里｣(讃岐国阿野郡氏部郷)，
「尾治同海郡I ﾘﾙ里」（海部郡志際郷）「三川国飽海郡大鹿マ里」（渥美郡大壁郷）など一宇や三字表
記のものがゑられることは，「統口本紀」和銅６年５月甲予条「畿内七道諸国郷名着好字」の
制が州される以前のものといえよう（延寓蛇部式郡里名条) 。また国名には摂津・尾治（尾張）・
三川（三河）・近江・越前・丹波・播磨・備前・備中・讃岐・伊予などがみえるが，その尾治・
三川や習鍔木簡に承える「針間国」（播磨）も古い表記といえる。また国名を記さず郡名あるい
は郷名から付札の記救がはじまるのがあるのも藤原宮木簡との親近性を示していよう。「和名
抄」不戦の里名として「越前国香ミ郡綾マ里」「播磨国宍禾郡山守里」「讃岐国香川郡原里」が
あり，また「伊予国桑村郡林里」も「和名抄」では越智』郡にふえる。
貢進物としては米（白米．Al i 米）が大半で，他に塩，軍布（海藻）がある。なお米の貢進肱を
「一俵納五斗｣，「~俵」と表記するものがあるが，平城宮木簡では余り承られない例である。
この他に「越前国香廷郡」のI ‘ 1米荷札に使われている「こ」（鉦字）は木簡の用例としては注
目されよう( 写真左下) 。また「紗郡宇治マ里宇治マ阿弥俵」の「綾部」の, 鼎休が藤原宮川土木
簡と瓶似するのも興味深い( 写真右上．左上) 。なお「平城宮木簡二解説」で「飽臣祁」を鶏海
郡と解したこと（木簡番号2704）は「飽海郡」の例からみて再考を要しようｏ
宮西方官筒地区（第９２次調査）発掘区は推定第１次内裏西面築地回廊の西方で，佐紀池と一
条通を隔てて対峠している。区域の北三分の一程は池状の低地であり，南東と南西部が高くな

－３４－



っており，その中央部を池より南北瀧ＳI ) 8 1 9 5 が南流しているｏ満が

池より流出する部分からi ﾉ [ i にかけての蚊ド胴は，川I 蔦水Ⅱ．などの水府
を多最に含む暗灰色粘土で3 0～4 0 c m程堆砿し，その州' に木簡が含ま
れていた。出土点数は38点で，貢進物|､1. 札５，文! ' |･様木簡３，｜､1. 札４
習1 1 $ １などで，その他は削肘や断片である。年紀のあるのは１点で和

銅６年の「越前阿張能郡翼f l j : Ｅ」（能蕊郡典水郷) ( ' 碗’ 〔ｲ i ド) からのﾉ, W米

寅進i ､1札である。他の重進物i , 1札には「三I 副|; 蝶鯛11．三11」（|ﾉﾄ勢）

と頁進物不明の越前・播勝・美作のI 洲KI がある。蝶伽肱延. 嵐: 式のＵＩ勢
国貢進物にはふえないが現在のチヌであろうか。災進物卜1 札以外では

「大' ' １膳部所I ' １年分器」は膳祁所川の器の分細､１．札であろうか。意
味は詐かにしないが「常陸那１１’ i 部火伴マ弟/ k l r I I - l ‘ 刻」は7蝶やl I I j 通

行の時刻炎記かと忠え興味をひく。また「御府, 誰解」はＷ術比疋の材

料となろうか。

ところで能登部ﾊ |『米荷札にみえる，！洩って11湾, 秘した文' i : のl l I 肺を

顛倒するために川いられている" し､ , の符サは，天､ |え勝宝６年（7 5 4）外

胤|兇牒や天平勝宝６．７年（7 6 2 . 3）以前, I Ｉ写の大神' { : 棚l 伽注文にも

－３５－
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1 9 7 3 . 7 4 年度発見の､ F 城木簡

６画

節１１叉Ｉ和銅の木簡承えるが，それより古く，奈良時代初期の川例として災砿である。

左京８条３坊の調査（第83次, 淵i I i § ）この' 脚外のI 淵州え域からは，９．１０坪境小路の南側満ＳＤ

１１５５（ﾙ〔I l i の北外周勝と思われも）のl Wf 灰色砂混り粘上から25点，９．１０坪のほぼ' ' １央を南北に

開削し，＃〔市の砿要な運搬路であったと．考えられる迎河S D1 3 0 0 の砂畷から５点，計3 0点川上

している。．｝具たる木簡の内容は文1 1 ; 様木簡４，頁進物| ､ 1札１，識I ; ３などである。S D1 1 5 5か

らは｢水猪｣と判枕できる紙ﾊ ･も光兇されている。／k簡では「火' 脚, ｌｆ余’ 1 ' 〔Ｅ」という火I i i で購

った火‘ 部こ供する．' , 『菜の1, 1札や「符彼Lも在に」「．に『' 1. 文」「進上駄一匹功|ﾉL１束｣などがある。

また，「､間年料稚油一斗三升□/ コノL年九ル' Ｉ. １１] ' 」は東｢|了で扱われた1W, ' ' を示すとともに年紀
を推定しうる素材である。（綾村笈）



平城宮跡の轄備（５）
平城宮跡発掘調査部

1 9 7 4 年度の宮跡整備は，新規工堺として，内典東楼基地復原，緑陰帯造成，宮内道路造成，

潅水施設，浄水施設，遊歩道の設置を行ない，継続工事として，境界土塁造成，推定第２次内
裏整備〆仮設道路造成，草園整備，案内板，水飲場，照明灯の設瞳を行なった。
内裏東楼基壇復原第7 3 次発掘I 淵盗で検出された内裏東南隅の築地回廊および亜閣建物のﾉ I に

壇復原を行なった。築地I I j l 廊は中央に築地（幅1. 8ｍ）を通し，南面築地' 111廊の東端で亜閣建物
（７×４１H1）にとりこまれた形になっている。復原ではI 旦l 廊の南面を凝灰淵切石による嘘上職韮

壇（高1. 23c m）とし，北面は同質切石による雨落淋を造成した。東面築地' 111廊は現在その東側の
市道および側溝によって切断されており，築地心より東2 . 5ｍの復原にとどまった。築地はプ
レキャスト版（高6 0 c l l l ）を築地幅1 . 8ｍに立て，表而に白色リシンを吹付けたｏ築地内部は盛上

張芝を行なった。床面は遺椛にならい，三和土と凝灰岩蚊きとした。築地寄柱礎石は凝灰岩に
より，その他の礎石は擬石により表示し，亜閣建物棟通りと付属細殿との間の各々４個所の掘

立柱は膿色焼成レンガを用い，その位侭および柱径を示した。築地l l i l 廊内側にある雨落溝は東
南隅で暗渠となり築地回廊を横断しており，基壊面上に凝灰岩の満蓋石を敷き表示した。（第
１図Ａ，第２図）

緑陰帯造成宮内に木陰を望む意見が多数あることや，蚊近舗装された市道の交通並が蛸大

したことから，兇学者の利用の便と安全性を考嘘して緑陰州: の造成を始めた。緑陰梢の位憧は

第１次と第２次の内裏朝堂院の間で，宮内撲備の大きなブロック区分として計画じた。この地
区は第2 7 次，第4 1 次発棚調査で一部確認されたように，第１次と第２次の内異朝堂院とにはき

鰯１ⅨＩ平城' 閏跡整備ｌＸｌ

－３６－

まれた遺構の稀薄な空地と

思われるが，遺椛の安全を

期し平均6 0 c mの盛土をし，

野芝の極- f 吹I ､ j ･ けを行ない

そこにカシ，シイなどの常

緑広葉樹を主体とする植枚

を行なった。

今年度は1 9 6 9年度に施l ：

した隣内道路の南側で5 4 0 0

㎡造成した。遺枇表示とし

て，第２次内裏外郭築地の

四側をながれる南北大瀧

（S D3 7 1 5 ) を和呆砂岩割石
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で謎岸し沸底に洗砂利を埋め込んだ。配

柿は西側からの大極殿・東大寺等の眺望
を扱わず，しかも林立する近代的なビル

街を遮蔽する様に考慮した。（鮒１図Ｂ）
宮内道路1 9 6 9 年から行なってきた仮

設道路は，本年度第１次朝鴬院西側で，

290ｍ（|陥貝４ｍクヲッシャーラン舗装）延
長し，東院地I 天を除く宮城内について準
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平城宮跡の整備（５）

i 需濡濡濡編,市川i l i 而淵~! ' |Ⅲ|' 而薪器一一 △ 』 . L I l 』

ＬＺＯ９２

第２図内裏東楼基壊整伽又Ｉ 術を完了した。そこで本年度から遺構復
原を主I i 的とした宮内道路の造成を開始した。第３９．４３次発掘調査で一部確認された南而束門
から北にのびる道路を延長約90ｍ造成した。道路は総幅典が17ｍで東側14. 5ｍを砂利敷き園路
とし，西側2. 5ｍをクラッシャーラン敷きの草刈機等管理用機械通路とした。隙|路内には100㎡
当り１本縄度の高木を柿栽し，道路の北東から南西へ斜めに横断する水路（SD4951）を玉石に
より表示した。道路の両側では，｜幅３ｍ深さ60cmで底i i l i に洗砂利を埋め込んだ玉不｢（２段砿)瀞
によりSD5100を表示した。（輔l 1x l C）

潅水施設1964年に奈良県が‘ 伽: 業主体となって行なった第２次内褒朝' 堂院地|ﾒ: の整備も10年
間で総面積約11. 4hqに及び，その約63％が械職地となっている。宮跡内に残る佐紀池を1974年
度に奈良県が買収したことから，佐紀池の水を利用して第２次内裏朝堂院地区を潅水すること
にした。潅水方法は佐紀池からポンプにより取水し，浄化しいったん貯水した後，スプリンク
ラーにより、動燃水を行なうものである。本年度は取水，浄化，貯水装置と第２次内袈大概殿
地腫の自動散水装置（スプリンクラー51堪）および1974年度に復原した建物の消火: 栓を２個所設
侭した。（鮒１１叉ＩＤ）

浄水施設宵内に流れ込む水路の多くは周辺住民の生活汚水を含承，近年水の汚濁がI ] 吃つ
ようになった。特に西大寺駅を' ' 1心とする市街化は宮域のすぐ西側にまでおよび，それに伴な
う水路の汚れが著しい。そのため宮西辺より流入する水路で特に水の汚濁の激しいものについ
て，流入口付近で浄水施設を２個所に設けた。浄水施設はコンプレッーリ－－により空気を送り込
む装腔を( ､l ･けた貯水榊で水と空気をよく混合させ，沈澱, ＩＷを経て，砂の嘘過牌を通して元の水
路に放流する簡易な装置とした。（輔１図Ｅ，Ｆ）

遊歩道第２次内裏大概殿地区や覆屋等と法華非とを結ぶ兄’ 判略としてI ] i l 蟹I Fが通行可能な
程度の遊歩道を設け見学者の便武を計った。遊歩道は' ' １雌i 1. 6ｍの砂利舗装とし，’ ' - 1雌畔を利
用して延長225ｍ造成した。（鋪１I X l G）

境界±塁造成宮両辺境界上塁を延長106ｍ造成した｡これによって1970年度から行なってき
た西辺土塁造成は今年度で完ｒした。これに加えて今年度から東院地区の南面境界土器造成を
開始した。東院地雁での十二塁は，築地（ｌｌＩＩｉ３ｍ）を尚さ50cmの凝灰岩切ｲi AI i により表示し，そ

－３７－



奈良同立文化財研究所年報

の' ' １は盛土し潅木植栽を行なっ

たo 築地の北側には玉石溝( 幅１ｍ）

を，南側の珊地には野芝の吹付け

をし常緑, 1 . 5木を: 1言とする柿紋を行

なった。外濠（I 隅2 . 5 ｍ）は底面に

洗砂利を埋め込梁玉石で謎岸し表

示した。（第１ｌｘｉＨ）

内裏整備館3 5 次，第7 0 次発掘

調査区域約6 8 0 0 ㎡を整備した。位

置は第２次内裏外郭東南隅地区

で，調在で確認された掘立柱建物

３棟，礎禰建物１棟，築地および節３図内裏東南端整備状況３慨，｜雌 ｲ 1 怨初上仰，采地猫よＵ、

門（一部）を盛土張芝により表示した。掘立柱建物は1 0 × ２間のもの２棟と４× ３間のもの１

棟で，潅木（ツケ）の柿戦により柱位侭を示した｡ 礎洞建物の規模は４×７間で，西側中央に遺
胤f にならい階段の桁受石と思われるものの複製を凝灰岩で作り設置した。築地は上面にコンク

リート境界ブロックで築地' 隅を表示し，その内側は砂利蚊きとし，大概殿と涯屋とを結ぶ園路
とした。南面築地はその西部で' ' 1 1 にとりつくが，現在市道により切断されているため，門唯蛎
は一部の復原表示にとどまった。（第１間Ｉ）

その他第２次朝蝋院の東側3 6 0 0 ㎡にカヤ場を造成した。その他使益施I 没として案内板( 銅製

１雌，アルフォト製１』Ｉ噂，建物名称板７韮) ，水飲場１１l I i l 所，照I ﾘ j 灯４基を没瞳したo( 第１図Ｊ，Ｋ，

Ｌ，Ｍ）（渡辺康史）

根系調査澗査は，植物の根系が辿椛に如何なる影禅を与えるか，またその防謹方法を検討

するために，８７次中洲在区，宅地跡に残ｲ f していた３木の樹木について行なった。調衣方法は

1 9 7 1 年の調査に準じ，写i 尚測蚊により，根系立而図を作成した。調炎対象木は，クロマツ，サ

ンゴジュ，アラカシの３稀類で樹高4 . 5 ～6 . 0 ｍ，胸商戒径2 0～2 5 c m，樹令3 0年前後である。結

果は前I 可同様，各樹種共遺構面への根系の侵入は皆無で, 表土（晴禍色砂壊土，厚3 0 c m前後）置土

( 茶禍色砂磁土，厚さ3 0 c I n前後) に根系の拡がりは溜まり，蒋干0 . 2mm, 前後の細根が次の下胴の耕土

（蝶禍色砂壌土，厚さ1 0 c m）に表われるにすぎなかった。遺隣面は耕土の下の床- ｋ（黄禍色砂混り

城壌土）厚さ1 0 c mのドに険ｌＩＩされるｏまた樹種による根系の形態の特徴も認められなかった。

今I I i I の調査では前' 1 1 1 同様の結果を得たが，定最的分析をするには，まだ盗料不足で，今後，根

系の発育する各土阿の土質，有効土ﾙ ﾘ の厚さ，災生/ k と移捕水の差異，地ド水位の間胆などを

中心に調脊する必要がある。（H 1 中鞭雄）
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遺跡 ・遺物の保存科学 (5) 

平城宮跡発掘諮査部

文部省在外研究報告 (11 ) フリヤ一美術館での金属製造物の保存科学的研究に続L、て， rl[l和

49年 4月 1日より同年11月15日までの11¥]. デンマークをはじめとするヨーロ γパ諸国を)懐刀iし

たのでその慨要を報告する。

デンマーク同"5，'/1専物館には4) J 1日より 8月31日までP.1l花し，主として木材の保存に関す

る実験を行なった。同町iにおける考古造物，特にIUL・木材の保存処理技術，およびその大脱税な

保存処理施設は世界でも3lfiをみることができなし、。海底からひきあげられたパイキング船や湖

れから山土した丸木万!などの大型逃物の保存処理!を課題としてきた同町'，:(の保存科学部は， 1969 

年当研究所に招Hりされた Dr，Christensenをrl'l心に，文宇通り |止w的な活断!をしている。ここ
での研究目的は，同町lて、行なわれているIUI二木材の保存訟について実験的に検討し， わが国に

おける出土木材保存への応川を具体化することであった。

実験材料として与えられた7000~8000年前の I U土木材を不'J) I]して ， 次の 5 引 H を小心に央験

研究を行なった。@W土木材の!nrf(liプレパラート作成と，その観祭 (Iliこ|二木材の多くはj凶l汝が
激しく ，i計れ易いので新材の部)fーを作るよりはかなり難しし、)，@従来から伝えられているいく

つかの保存法の比般検討，①大型の木製泣物の保存処理に!主iする検討，@処理された木材の接

合および整形方法の改良研究， @木材の処理iIIi，後のJ惨状純作-変化についてのデータ推理。研

究内容の要旨は次のとおりである。

@II¥土木材のプレパラー トを作成するには，アルコールJIVJくを行なったのち，キシレンとi泣

き換え，さらにパラフィンワッグ Jえを加えたキシレン綜液に浸す。ワックスの波!立は30%ぐら

いからはじめて100%にまで高める。このときワックスのM，p， (融)，'.'，)が56・Cなので，60・Cの

恒i制作内にてこの操作を続ける。試料は全体がパラフィンワックスで同化されているので，普ー

通のミクロ 卜ームでも木材組織をJ!Iiすことなく五liJ十を作ることが可能である。

⑥ユネスコ発行の "Conservationof Cultural Properti巴日"に紺介されているいくつかのIUニL:

木材保存法(みょうばん法，アルコール ・エーテル法， しょうのう法，ポリエチレン・グリコ

ール含浸法，真空凍結乾燥法など)のうち，ポリエチレン ・グリコ ール (PEG)合浸法と真空

?:!lWi乾燥法の2ノ7式について，q'~i'に作業性の問題と保イ'y:?I.:)j~~の比較検討を;試みた。

①|白j館では，木材の保イF方法をPEG合波法から点空凍結乾燥法に移行・している。これに対

して，114研究所では同，荷の使い分けをしてし、る。大型造物の処理には，主と して PEG含浸法

を矛')川し，木聞をはじめとする比般的小型の造物には真空凍結位倣法で・保存処Jlliしている。す

なわち， 真空凍結位燥法で処理された場合の手']，'，'，0: (p E G合税法にくらべて木質感が似れる， }I~IlT1 

の l!JI~度変化に対する緩和l!UMH 、こと t.r. ど)が多 L 、けれども ， PEG合泣法にくらべるとより復維

な字削を踏まねばならなL、。また，Jf~ ・ 大きさに無関係に完全な位以処理ができるというとこ
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ろまでは研究が進んでいないので，や

むを得ずPEG含浸法との使い分けを

行なっている。乾燥装間司の試料室のサ

イズは， 当研究所の直径50cm長さ150

cmに比して，開館には2基あり，サイ

ズは直径200cm長さ250cmおよび 100cm 

x 1000cmで、ある(第l図参照)。

@保存処理された木材は，ワッ クス

様のPEGで固化されており，或る程

度の硬さを保持しているが， P EGの
第1図大型真空凍結乾燥装世(デンマーク図立博物館)

M. P. (融点〕 を越えると11¥土時のよ

うにl脆く柔かし、材にもどる。 同 f(j~では PEG処理された木材の接合については，この性質を生

かして接合部に熱をかけ，竹釘をさし込んでつがし、にしている。しか し，この場合の強度は平

面的なものであり，遺構復元などに必要な立体的強度までを期待することはできなL、。後述の

スイス国立博物館で・は竹釘の代わりに相当に長いアルミ パイプを利用している。

①わが国では，水浸出土木材の保存研究が始められて10年余りであるが，同町iでは1859年に

すでに始まっていたわけである。したがって，保存処理された造物の保管JUlI日|も長く ，その保

存効果を検討できるデータが13:宙なので，日正史の浅い我々にとってはきわめて有効で、ある。

デンマーク国立博物館での木材保存を中心にした実験研究に続けて資料収集のため，次の七

{阿国の研究機|却を視察したのてイ:1Hっせてその現状を報告する。

①スウェーデン (パーサ号|事物館)パーサ号・とは1628年進水直後にス トッタホルム港湾に沈没

した木造軍般である。1961年4月，海底よりひきあげられ，保存 ・展示されることになったも

のである。 PEGが出土木材保存のために本絡的に応川されたのは，このときが最初とされて

いる (木材保存のためにPEGを使う方法は1952if-，すでに RolfMoren， Bertil Conternall 両氏の名でス

ェーデンパテントがおりている)。 彼 らは，船体に対して分子量600~1500の PEGを利用してい

る。現任，P E G-1500の15%水溶液をスプレ一方式で巨体 (90%が樫村である)にふ りかけて

いる。 含浸量は木質量~に比 して 5%前後に述したところである 。 或る程度ま で浸み込ませた

のち，表而部分について平均分子量4000のPEGを浸ませて仕上げる予定だとし、 ぅ。

②ポー ランド:li~ff~で‘磁波されたIIln)~を部分的に復元する計画を遂行中である。極端な話に

なるけれども，こわれた或る建物について当初の資料が乏しくて巾世の計11絵にHliかれているも

のを参考にしたとい う例があるくらいに文化財保存への営、欲は強いようである。同国にはまた

大量の大規模な木材による追桝の保存問題を抱えながら，その処理方法を具体的にできす'にい

る。近く ，世界各国の木材保存の専門家を抑制してその対策を検討したいな向であった。

①イタ リア (ローマ保存修復センター〉 同センターは世界各国からくる文化財保存技術者のた
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めの研修が主な業務で・ある。そして，世界各国の(~~，{{修復に限lする情報はすべてここに凝集さ

れている。

④スイス(国立l~t40館・チューリッヒ) 岡市:では艇型作成や保存修復を主とする保存修復技

術室と，材質分析や保イが材料の|別発研究を主とする自然科学的研究室に分かれている。チーフ

の Dr.Muhlethaler はローマ保存修復センターで木材保存の議論も担当している。同博士の

場合，木材中の水分をアルコーノレ，そしてエーテルに置き換えたのち，ダンマール樹脂を浸ま

せて強化する方法を適用 している。

⑤フランス(ルーァソレ美術飢)計II絵の伝統ある保存校体jについては紹介するまでもなく有名な

ところであるが，考古資料の保存研究もまた活発である。さらに，パリから南東へ 150kmのナ

ンシー市には「鉄の博物館」がある。ここで ローマンi:VJのブロンズ像の修理を突際に見聞する

ことができた。一般に，逃物の欠出部復元には，プラスチックスを利則するのが普通であるが，

彼らはそれに加えて同一材料を月]1，、て俗接するなど，技術内容は本格的である。

@ベルギー (王立中央研究所)ルーフ'ル美術tn:iと同様，計11絵の保.(-f:研究が世界的に11名なとこ

ろである。考古資料Wl係では，石質i立物の{栄.f-r:研究のi也， 金属，木材，そして顔料と，その研

究分目すま全般にわたり，対象逃物の極知万IJに研究室が分立している。さらに，修理に直接タッ

チしない材質研究や年代測定研究などを専門におこなう実験'主も設問されている。

⑦イギリス (大英同物館〉およそ20人の保存科学研究者が石質， 金属， および木材を中心に

保存研究を進めている。 一方では， X線分析をヰーとした材質研究など，保存に平行した総合的

な研究体制ができている。木製泣物の保存にl共lしてはPEGを含浸させるだけの処理方法から

脱却して真空凍結乾燥法を採用すベく検討中であった。その他，ロンドンのビクトリア ・アル

ミート博物館には，大規i院な(米rr:修復研究部門が組織されている。すなわち，およそ70人のス
タッフによる絵画 ・ロウ人形 ・彫{象 ・ー1:官民・ガラス ・織物 ・金属 ・家具そして自然科学的な研

究の8つの部門からなっている。オックスフォード大学には，考古 ・美術史研究所がありここ

では保存修復技術の研究は全くなされないが，材・質研究，年代訓IJi.i::，発初!校術開発研究の 3部

門にIfl~ って研究が進められている。

研究速報 PEG含浸された木材は，P EGの特性から して避けることのできない問題を持

っている。水による影押である。すなわち，仮に試料の|刻係湿度がそれほど高くなく ても空気

の流通が少ない災問気の中で瓶)立変化の差が激しい場合には7)¥.i1iiiが木材表而に長時II:tI停滞 し，

PEGを溶H:'aさせる危険性をもたらす。つま り， PEGが木材rlrにぎっしりつめられた状態に

あり ，関係官J~l立の変化を緩和で・きる余裕を~~J・たないためと考えられる。 ーブ'j ， J真ミ空凍結}乾吃倣さ

れた試1料斗は， 6ω0% (耳正l.!μI_!.

に4羽州11当するPEG計が木材 i一↓トlに分i倣欣したJ形移になつてLい、る。

これら両者のブJ法で処理された木製造物のみ問気の混度変化に伴なう!汲i根性を切らかにする

ため，次のような実験を行なった。
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Wl表.処理木村のi限度変化に対する緩和性

表1に示したような ① PE G-4000を合担させたIU土木材・，② P E G-4000の40%ター シ

ャリブタノール溶液を浸ませたのち，真空凍結乾燥した出土木材，さらに表 1からは筈11愛した

が③附朽した出土木材を前処理なしに凍結』也燥した試料 (::1:¥土木村 1;1体の判性を示し，PEGなど

の他の物性が('F-周しないよう配J.Mしたもの)，@PEGの悶形試料2極 (P， :フレーク状のPEG-

4000を憐融させたのちに急冷硬化させたもので，ロ ーソクのような状態を呈し， 試料①に含ま

れるPEGの状態と似ている。P，: 409のPEG-4000を609のターシャリブタ/ールに溶解

させ，これをJ'i空凍結乾燥したもので，PEGはポーラスな状態、を呈し， 試料②のPEGと同

様の分散状態にある)について， i~1t度を20・Cを一定に保ちながら， ì~il度を30%から100% にま

で・変化させた。各グレー 1:では，試料の2liillが一定に達するまで同じ条例ニをJ守続した。

表1では， 20.C-30%1I寺の試料の重量 ・寸法を基にして，それらの変化i立をそれぞれ吸湿号室

・膨張本と して百分率で表現した。なお，寸法の変化は，それが顕平i:に現われ易い木口方向に

ついてのみ，4ケ所をマイクロメーターで'il[llkした。

試料①の吸湿率の変化は，試料②にくらべて極端に少な く，浪度80%の時点では，試料表而

が渡った状態となり， 90%では含浸していたPEGが溶融流山しはじめた。一方，試料②はi限

度90%で表而がやや湿った色を示したが，内部のPEGが流出するほどの状態ではなかった。

表 1では報告していないが，試料③も，その吸i銀事は試料①に比して高い他を示した。試料@

では， P，が80%を超える時点でPEGはお~融しはじめたが， P~は95%を超えて溶融した。

以上のような実験結架から，P EG含浸法で処理IIされた試料よ りも， PEGがポーラスな分

布状態にある凍結乾燥処理された試料の方が， t桜度変化に対する緩和tt(J1~Ü i::: i~1:)が優れて い

ると言えよう。

試料①と②における PEG治I~ の変化は， t程度が80%と90%の10%差において認められる寂

度だが低滋度状態でも揃度変化に伴なって木材表I(IIに断結することが予測されるので，PEG 
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含浸処埋された木製迫物 (市U"i①〕の保管ブJ

法・には，より厳重な配l阪が必要である。(i)表

m凶~)分に水摘がや~!:tai しないような笠郡j条件の

ぷ定や，(ii)水分の内t'iilへの以入を11¥ぅ!とる|絞り

柔げるよう木材表而を塗映する ことなどの配

慮である 。 lìíî才?を~*たすには，収蔵)lll ， I艮示

主等の空調条例:とし、う基本的な I :'\j ~直に係わっ

てくる。後el'Iに|刻しては，木材友1(ljでの断結

H寺川の長さも路押してくるのであるが，ひと

つの例としては，次の2t毎iで合成樹脂を塗映

することが考えられる。

① 卜リ クロ ールエチレン溶液 (5~lO%の P
(ゆ処理Illiij (b) P E G合Rj((後 (c)処理後

EG-4∞0を添加1)に5分IHJ程度， 3il1tilのまま おi;21濁 PEG合浸処:gjl木簡

で木材-を泣して表1(lj洗滅する。木材が大きいなどの場合には，前"i内に浸すまでもなく，数|百!の

世主布を繰り返すことによって洗淋することも可能である。

②ト リクローノレエチ レン治液が十分に乾燥したあとで， イソ シアネー ト樹Hijで塗映する。な

お， 同方法で処理された試料は，本実験ではì~~ 1Jtが 959杉に達するまで木村内部の PEGは溶出

しなかった。

第 21支|は奈良H、5代の11:¥1-，木簡である。 (h)はPEG合程前後のもの， (c)はトリクロールエチレ

ン洗滅後，イソシアネート附Hfiで控映したものである。図にみられるように， P EG含浸する

と木材は黒化するが，そのb;{凶はまだ明確にされていなし、。それゆえ必盟に応じて表而部分の

PEGを1精卵jで、総山させ，~tの木質部を出呈 し， PEGによる11'(接的な訪れ色および県化の現

象を避ける方法が当座の1-H: 1i~'として考えられている。

外部関係機関等への指導・ 鉄慌を111心とした考i1i資料保存の研修 ・抗手県 ・北上'fli:::L博物館，

鉄製泣物の保存処理に|刻する突J也指滋 ・有;川県 ・瀬戸内海賊史民俗資料節目L鉄灯簡の(呆.{cf修復

の涼;型的指導 ・奈良県 ・元興寺仏教民俗資料研究所。 (沢IHTElIt{)
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飛鳥・藤原宮跡の発掘調沓

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

飛鳥藤原宮跡発掘調査部では，1 9 7 4年の主な調査として藤原宮跡で，宮域の東南隅確認調査
（第1 5次）と大極殿の西に位置する内裏西外郭の調査（第1 6次）をおこなった。また飛鳥地城で

は，大官大寺跡と宅地造成にともなう事前調査として和田廃寺跡の調査を実施した。主な調査
地域とその期間，而穣などについては第１表の通りである。
藤原宮跡第1 5次の調査第1 5次調査は藤原宮の東南隅の確認をF 1的に行なったものである。
調査地は，高所寺池の東方約7 0ｍの位侭にあり，宮南面外濠ＳＤ５０１の東延長部と，宮東而外
濠S D1 7 0の南延長部の交点にあたる。検出した主な遺樵には，伽立柱建物２，‘ 柵３，溝１，
土峨１などがあり，時期的には藤原樹以前と，藤原官期の２時期に区分できる。
藤原宮以前の遺椛（７世紀後半）発掘区北辺で検出したSA1725は，柱間2 . 7ｍ等間の東西j 柵
で６間分を検出した。柱列の方向は真東西に対し，東で約４．北に振れる。この柵は東端で北

折しSA1726となり，さらに調査地の北へのびる。柱間はSA1725と同じく，２．７ｍ等間であ
る。SA1725の南２ｍの位置には，これと平行する東西溝SD1724がある。またSA1726の東
２ｍには土蛎状の遺隣SK1723があり，いずれも７世紀後半の遺物を含む。SK1723は束､ ' ４部
が調査地外にあるため全体を知りえないが，その位慨，形状及びS A1 7 2 6と方向が一致する点
からSA1726に沿った南北溝と見られる。ＳＫ１７２３・SD1724はそれぞれＳＡ１７２５・ＳＡ１７２６
で画された一郭をめぐる外濠のような性格が考えられる｡

藤原宮期の遺憐S B1 7 1 5は東西棟建物とみられ，今個その東妻の部分を検出した。梁間２
間で柱間は2 . 6 5ｍを測るoS B17 1 0は梁間２間の東西棟と予想される建物で，柱間は梁間2 . 4
ｍ，桁行は3. 4ｍを越え，かなり広いものが考えられる。SB1715とSB1710の新Ⅱ|関係は不
ﾘ j である。SA1720はSB1710の陳通りにとりつく東西柵で，７間分を検出した。柱列の方向
はほぼ真東西にのり，柱間は2 . 2 ｍ等間である。宮大垣よりも小規模で性格を異にするものと

調査地区 過跡・調査次数 調交期間｜調査而職｜主な検出遺拙

６ＡＪＬ藤原宮第1 3 次・南辺地区 4 9 ．‘ 1 . 1 ( ) ～４．１７１４ａｌ洲

6 ＡＪＧｌ藤原宮第1 4 次・東南地区 ‘ １９．１０．２１～1 ０．２３１０．１

6 ＡＪＤ｜藤原蒋第1 5 次・東南隅地区’ 4 9 . 5 . 1 3 ～7 . 9 ４１柵・建物

6ＡＪＦ｜藤原宮第16次･内災西外郭地区’ 49 . 10 . 21~50 . 5 . 23146 . 5道路･建物･井戸
６ＢＴＫ｜大官大寺第１次

５ＢＷＤｌ和田廃寺第１秋

今井町環漂

‘ 1 9 . 7 . 1 5 ～5 0 . 1 . 2 3 1 3 0 １識唯・回廊

J ９．７．８～1 ０．１９１３３１柵・建物・満

5 0 . 3 . 1 1 ～３．３１１０．８１外漂・内濠・士梁

節１表1 9 7 4 年度発掘調査状況
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飛鳥・Ｉ脹原営跡の発掘I J I 在

ＥＩＩフ

考えられる。以上の遺隣は調査地I ﾒ : 内から奈

良・平安時代の遺物が全く出' をしていないの

で，藤原宮期のものと承られるが，藤原脚と

どのような関係にあるかは，宮の東南隅が確

認されなかった現状では明らかでないｏとく

に門が予想されるS B 1 7 1 0 とそれにとりつく

東i ﾉL L i MI SA1720のｲr : 在は，藤原宮東南隅の位

縦決定について新たな課題を加えたことにな

る。隣接地域の調査をまって解決をはかりたｓ

いｏ

藤原宮跡第1 6次調査調査地は' ' 1 1 1 1＃公小学

校校庭に西接した地域で，大極殿西l I I l 廊と

内異西外郭柵とに挟まれた部分の北､ ドにあた

る。調査は北・南の二I I i l に分けて行なった。

検出した適職には掘立柱建物・Ｍ１・井戸・上恢出した道櫛には伽立柱建物・柵・井戸・」： 鮒１ｌｘ’ 第1 5 次‘ 淵炎遺椛実測図

職・道路とその側溝および方形周溝基などがある。これらの進隣は藤原' 内に関係するもの，職
原宮以前のもの，藤原宮以後のものに大別することができる。

藤原宮に関係する遺櫛東西・南北道路ＳＦ1 7 3 1 ．ＳＦ１７３２とその側溝，掘立柱建物ＳＢ
１７５１・柵SA1825及び' 含職SK1735がある。東西道路は調査地の' ' 1央部を火i ﾉ I ｲに走り，そのI ﾉＬｉ

端近くで南北道路と交叉している。I 陥典はいずれも側沸の心女距離で6 . 8 ｍである。道路の交

叉点では，南北道路の＃〔側溝が束ML i 道路を隣切り，これに束四道路の両側溝が流れ込み，南北

道路のi ﾉ L i 側溝はＬ' 了形に折れて西方へ流れている。これは第５～９次調査で検Ⅱ| した道路ＳＦ

1081 . 1 082の状況とl i i l じであるｏ側淋からは藤原宮様式（SD105で代表）以前・７世紀後､ドの

I 器および金銅製環が出{ ﾆ したが，凡賊は出- ｔしていない。南北道路は藤原宮期の建物S B

1 7 5 1と重複し，東西道路はi ﾉ I i へ延びて第1 1次調査で検川した内裏西外郭柵と砿複しており，道
路がいずれも先行してつくられている。この道路は藤原京条坊推定地割を桝内に及ぼした場

合，ル〔l ﾉ L i 道路SF 1731は四条条間小蹄，南北道路はi ﾉ I i - 坊坊|H1小路の延蜂' 二にあたり藤原宮内

の建物が整備される以前に建設され，盤備にあたって廃絶されたと推定される。

SB1751は桁行７間（22 . 4ｍ）・梁間２１M1（6 . 4ｍ）の南北棟で柱間は桁行・梁間共に3. 2ｍ等

| 州である。道路交点の南で南北道路と砿, 復し道路の廃絶後に建てられている。柱穴は一辺約

1 . 4 ｍの方形ですべてに柱抜取浪跡がある。柱掘形の底は' 1 1 磯で根がためをしているが，’ ' 1 に

平瓦やI 肝平瓦（6 6 4 7Ａ）を使川するものがある。建物のI ﾉ I i 側柱列と内裏四外郭柵との距離は

1 1 . 8ｍである。柵S A1 8 2 5は７間（23 . 6ｍ）の南北柵で，S B1 7 5 1の束3 . 8ｍの位置に建物と平

行して建てられている。柱問は4 . 0 ～2 . 8 と一定せず，南北両端では広くなっているｏＳＢ１７５１
－４５－



の目隠し塀とみられる。．' 皇壌ＳＫ１７３３．１７３４．１７３５．１７３６．１７８２．１７８８．１７９２は藤原宮の屋瓦

や凝灰岩破片を含む不整形な上職で，調査地の東方の人極殿西剛廊に近く，瓦の捨て場と考え

られる。軒平瓦４型式（6641Ｃ・6641Ｅ・6641Ｆ・6643Ｃ）８点，軒丸瓦５型式（6273Ｂ・6275Ａ・

6275 , . 6 281Ａ・6281Ｂ）６点が出･ ･こしているｏ

藤原宮以前の遺構掘立柱建物１９．柵６. 井戸２. 方形間溝墓３. 士戦１がある。掘立柱建物

・柵は２間～４間の平面で柱間寸法が1 . 2 ～2 . 4 ｍと小規模なもので，柱穴からは７世紀I | I 葉～

後半（藤原宮以前）の土器が出- 上する。主軸の方向や重複関係からは５群に分けられる( 第２表) 。

それらが藤原宮に関係する建物か，それ以前の集落と承るべきかは，なお細かな検討を必要と

するが，後者の可能性が高い。

井戸S E 1 7 8 0 は土壊S K 1 7 8 2 のドで検出した素掘りの井戸で直径1 . 2 ｍ，深さ1 . 5 ｍある。遺

物は土師器杯Ａ・杯Ｃ・蕊須恵器杯Ａ・杯Ｂ・蕊などが出土しており，完形に近いものが多

い。土器の特徴からみると，７世紀後半（藤原宮造営直前）のものと想定される。井戸ＳＥ１８０５

は調査地の南端中央で建物S B 1 8 0 0 の西南にある。直径0 . 6 ｍ深さ0 . 6 ｍの素掘りの井戸で遺物

もS E 1 7 8 0 に近似した様相を示す。共に掘立柱建物群と関連するものであろう。

調査地の東北部では，方形間溝墓S X 1 7 4 1 ，1 7 4 2 , 1 7 4 3 を検出したｏいずれも上面は著しく

削平されており墓戦は検出できなかった。S X 1 7 4 1 は北で束に約4 0 度振れており，東北一四南

は約９ｍ，西北一は東南約８ｍの規模である。溝は幅1 . 2 ｍ深さ0 . 3 ｍほどで東南隅が切れてい

る。溝の埋土からは布留式の護・壷が出土した。S X 1 7 4 2 はS X 1 7 4 1 に南接して南東一北東の

第２図節1 6 次洲査遺椛実測図
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貯号

Ｓｌ３ｌ７３７
ＳＢｌ７９７
ＳＢｌ８００
ＳＢｌ８０１

ＳＢ１７５５
ＳＢ１７９０
ＳＢ１７９６
ＳＢ１８１９
ＳＡ１８２９

ＳＢ１７７５
ＳＢ１７８５
ＳＢ１８１６
ＳＢｌ８２２
ＳＡ１７８９
ＳＡＩ８１３

ＳＢ１７９５
ＳＢｌ８０２
ＳＢ１８１０

ＳＢｌ８２０
ＳＡ１８２１
ＳＢ１８１５
ＳＢ１８１４

飛鳥・藤原宮跡の発掘洲侮

Ｆ１前形式 性Ⅲ総艮( ＃i 北噸I l i ）方位｜備考
４．２ｍ６．３ｍＮｌｏ２０ノＥ

6 . 8 ｍ〃 S B 1 8 0 1 と東で揃う
4 . 0 ｍ、１．４ｍ〃
３．２ｍ２．７ｍ〃

５．．ＩｍＮ５Ｕ３０′ Ｅ
、 1 . 5 ｍ３．６ｍ〃
3 . 6 ｍ以上 3 . 6 ｍ〃
４．８ｍ３．０ｍ〃

４．５ｍ〃

４．６ｍ６．３ｍ以上（) ｡ 0 0 ′
‘ 1 . 0 ｍ３．０ｍ〃
３ . ( ) 、３ . ( ) 、 ′ ′ S B 1 8 1 4 より新しい
２．．１ｍ３. ( ) 、〃S A l 8 2 1 より新しい
３．６ｍ〃
３．５ｍ〃

３．６ｍ．１．５，Ｎ2 . 3 5 ′ Ｗ
３．２ｍ５．１－１〃
. 1 . 2 ｍ３．６ｍ〃

３．６ｍ、１．８，Ｎ７｡ ‘ １０ノＷ
１０．３ｍ〃 S B 1 8 2 2 よりＴＩｆい
3 . 2 ｍ３．１，Ｎ8 . 5 0 ′ WS B 1 8 1 4 の述替え
３．６ｍ２．８ｍＮｌ５ｏｌＯ/ ＷＳＢ１８１６より【I f ぃ

東西｜ ’
東Ｉｕｉｌｌ
東西｜ ’
南北 ’ １

東西’ 1 1 1
南北陳
南北陳
畠南北．陳
束西柵

東西’ ' ' １
I f j 北伽
東ＩＪＷ陳
南北側〔
南北柵
東ＩｘｉｌＷ１

東Ｉ岬陳
束西｛1 1 1
南北Ｍｉ

東西陳
南北柵
I 櫛北陳
南北陳

２１川 × ３帆
？ × ３Ⅲ
２間× ２１Ⅲ
２間 × ｌ佃

？× 3 1 1 Ｍ
３間 × ３Ⅲ
２間以止× ２間
２間 × ２間
３間

1間×３１川ｕｌＬ
２間 × ２間
2 間 × ２間
2 間ｘ２間
２間
２間

3 間× ３１M１
２間× ３１川
３１冊 × ３１川

2 間 × ３１ハ
５１川

2 間× ２１Ｈ
２間 × ２１冊

鮒２炎鋪１６次, 淵在検出の藤原宵以前の遺榊

勝が伐っていた。S X1743はS X17 4 1の北にあり周澗の一辺のみが残っていて規模はｲくりj であ
る。S X l 7 4 1の西を走る溝S D1 7 4 4は両でやや北に振れる溝で，約1 0ｍ検出したがこれも方形
周溝墓の一部かも知れないｏまた調査地の南東部を蛇行する溝S D1 7 8 7は，幅０．３ｍで約1 7ｍ

まで検出したが，その性格は明らかでない。調査地の東端' ' １ほどにある’ ２戦S K1792の下に' ２
職SK1791を検出した。Ｉｌ４Ｉ径２ｍ深さ０．２ｍの/ 1く盤' 11形で埋上にはサヌカイトの剥叶と共に縄
文晩期の土器片がつまっていた。調在地の1 ﾉ ﾘ 北をﾙ〔北－１凡i 南に横切る砂上からも縄文時代のl ：
器。石器片が出l こしており，付近に巡椛のｲ f 在するI ﾘ 能性がある。

藤原宮以降の遺櫛｜叉l 示していないが, 東西南北に縦横に走る溝がある。これには藤腺寓の
膿凡を多く含むもの，藤原宵以前の上器を含むもの，凡器を含むものなど出上遺物に述いがあ
ると共に埋- ｔの色調にも違いがある。確かな根拠はないが，藤原宮廃絶後の耕作に関係したも
のであろうｏ調査地のI 阿南隅にある３つの' 二職ＳＫ1826, 1827. 1828はいずれも深さ０．４ｃｌｌ１ｉＩ#〔

徒２ｍほどで，’ ' １に1 5～3 0 c m大の花尚岩が入っている。遺物はないが状況からして中世以降の
上職墓であるI ﾘ 能性がある。

今' ' ' 1の調査によって藤原水条坊の地削が，′ 脚内に広く及んでいるJ l f が明らかになった。道路
が宮の造営時には廃絶されている１１: 尖から考えられる‘ j i : は，まず，道路の地割と宮内の計画が
l l i 〔接関係をもたない場合である。寓内の' | ﾘ雌院・内災・' | ] 術などのブロック割はかなり大きな

噸位で行なわれているから，１町単位（約1 3 3ｍ）での地削は小さすぎる。このため，宮内に及
んだ京の小路の延屋部分は廃絶される' １１２になったものと考えられる。いずれにせよ，今l I I I およ
び第５～９次調査で検川した寓内の道路遺惟は，藤原京条坊の計I 1 h i ・施工州ｉｆと合わせて重要
な窓義を持っているｏなお，今' ' ' 1の調炎の道路交点と第５～９次調査のそれとは，理論上は束

－４７－
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西・南北ともに二町離れている小になる。両交点の座標を国土調査法による第六座標系の方眼

によって求め，両交点間の距離を算出すると3 7 3 . 2 ｍとなる。条坊が正しく直交していると仮

定すれば，２町〒264. 25ｍとなり，2111｢＝900尺として１尺＝293. 6111mとなるｏまた道路は方眼
北に対して西へ１o l 2 ' 傾いていることになる。

大官大寺跡の調査この調査は，大' 向' 大寺の伽藍配侭と藤原京の条坊制および飛鳥地域との

関連について検討するためにおこなったものである。調査地は，肌ロ香村小1 1 1の「誰堂」の字
名をもつ士壇とその周辺の水川である。その結果，織噛・I 1 7 i 廊跡などを検出した。

１講堂推定誰堂跡の土壇は，東西約6 5 ｍ，南北約3 0 ｍの矩形に近い畑である。識堂の基

壇は，東・西・北端はほぼ土壇内におさまっていたが，束南部は土域外の水田下で検出した。

基壊は耕作によって著しく削平され，礎石の据付掘形，根石は遺存しなかった。わずかに束梁

行側柱列の中央二間分にあたる礎石の抜取穴を検出した。これらは，リj 治2 2 年揺原神' 高. 造欝に

際して運び去られた時のものであろう。抜取穴はi I t 〔径1 . 4～2 . 0ｍ，深さ0 . 5～0 . 9ｍで心心距離

は約４．８，．５．８ｍである。穴の! | I には喫で割られた花尚岩礎石の破片が残っていたｏその一つ

には円形柱座をもつ造り出しがあり，座の直径約1 1 6 c m，高さ約1 0 c m，全休の戒径1 5 0 c m，高さ

6 0 c m以上に復原できる。基壇は，掘込承地業をせずに' 1 - 1 地表面上に茂柵色の山土と弥生式土器

土師器などを含む背灰色粘土とを互岬につきかためた版築技法で築成している。基鯉の化粧石

は，凝灰岩の切石でおこなっているが，焼失後に抜取られている。抜取り作業は，基壊端にそ
って幅約１ｍの溝を掘っておこなっている。溝の底には約１ｍ間陥に延石を外したときのもの

とみられる穴が検出された。化粧石が抜取られた時期は，出･ l ﾆ した' 器からみて８世紀前､ ' ４で

ある。抜取痕跡の状況から基壇化眺の椛造を復原すると，妓下部に奥行0 . 8 ' ' １，’ 隔約１ｍ，高

さ約0 . 3 ｍの延石を据え，その_ 1 二に地覆石，さらにその上に羽目石を立てたものと推定される。

延石が奈良時代に一般的なものに較べて大きく，また延石の外に雨落の痕跡がなく，延石の上

に雨が落ちていたI ﾘ 能性もあり，通常の壊正積基壇とは異なる点もある。階段の痕跡は全く検

霊
「屍_ ーに１１回廊

'1t程=＝
撒三＝＝＝

０５１０

第３図大官大寺跡遺椛実測I Ｘｌ
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飛鳴・藤原宮跡の発捌調査

ログ

' 1 ' されなかった。西北隅では抜取られているが，基壇の

東北，東南，西南隅では，化粧石抜取溝の底面で花尚岩

の礎石状の汀を検出した。石は長さ約１～１．５，，幅約

1 . 1 ｍ，厚さ約０．５ｍで上而を水､ I えにし，それぞれ外方

の二側面を基聴と､ Ｉえ行に整えている。石は基壇周りの整

地と同時に柵えられ，そのI : に延石が柵えられていたと

みられる。石の性格については軒の四隅の支柱としての

礎石，基聴化粧の四隅の補強，造営開始時における四隅

の確定のための勝示石的なものなどが想定されるが，

瓶例が無いので，なお検討を要する。確認した化粧石を

除く基壇の大きさは，火両約5 3 ｍ，南北約2 8 . 5 ｍ，現存

尚約1 . 7 ｍである。基壊の方位は北で西へ約Oo l 4 ' 振れ第４図極落下痕跡（西から）尚約上. ' / ｍであわｏ丞馴のﾉ J 1 工は躯~C 四へ細Ｕ‐ ｣ ４恋れ

ている。なお四隅の石の角で測ると東71 [ i 5 5 . 1 5ｍ，ｌ櫛北30 . 1 5ｍとなる。建物の平面形は桁行９

間，梁間４間と承られ，柱間は桁行17尺等l Hl ，染|剛１７．１８．１８．１７尺，側柱から基壊端まで南

北，東西とも1 3 尺に復原できる。

化粧石抜取溝の外には，造憐時の足場穴とみられる柱穴がある。柱間は２～2 . 5 ｍであるが

一定していない。基聴の南・東には焼失時の極の落下痕跡がみられた。いずれも断面が一辺約

1 5 c mの方形の穴で，斜に突きささっている。特に南l r I i I l i 火では約40 c mの|H1隔で一列に並んでい

る。穴の壁には炭が付蒜し, 穴の上1 ｍに極を打つけたとみられる角釘が残っているものもある。

また基壇束北端の外側では隅木の落下痕跡が検川された。穴に隅木の一部も造存し先端に風鐸

を吊りさげる金具類がとりついていた。隅木断1 ｍの一辺災はそれぞれ3 0 c m以上である。

２１１１１廊講堂の東西に| T I I 廊がとりつくことがﾘ j らかになったので，講憧心から西約5 0 ｍの

位瞬にもトレンチを設定して調査した。基聴は化粧石が抜きとられており，基底部に3 0 ～５０

c m大の河原石がはりついているｏ誰堂取付部で幅1 0 . 3 ｍ，現存尚約０．６ｍである。誰堂基壇よ

り西へ3 7 ｍ以上延びているので，側廊の東

西幅は心心で1 2 7 ｍ以上になる。基聴の方

位は，識堂にi 陵べて東で北に１０' 以上振れ

ている。一部で礎石の抜取穴や据付伽形列

を検出したｏそれによれば，桁行約４ｍ

( 1 3 尺），梁間約４．５ｍ（1 5尺）の噸廊に復

原され，東西1 0 間以上延びていることにな

る。また識喰とは，阿廊の北側柱列が那堂

建物の南入側柱列と柱筋を合わせる関係に

なる｡ なお，回廊基壇は，誰堂基壊の化粧なる。なお，回廊基壇は，誰堂基壊の化粧第５凶回廊跡（東から）

－４９－
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石を四面にめぐらしたのちに築成されており，基壇の築成方法，方位などの州違点からみて，
講堂よりも遅れてつくられている。

３金堂識堂の西南方に金堂跡が想定されるので，講堂心の西方約3 5 ｍ，南方約4 0 ｍの地

点で，９ｍ× ５ｍの南北トレンチを設定して調査した。しかし中世のものとみられる細溝を数

条検出したのみで，金堂基壇の積土・掘込地業など痕跡は確認されなかった。なお周辺を広く
調査する必要がある。

遺物瓦・土器・金属製品などがある。瓦には丸瓦･ 平瓦・軒丸施・軒平瓦ほかに道具瓦と

して礎斗瓦，面戸瓦，雁振瓦がある。軒丸瓦6 2 3 1 は，いわゆる大官大寺式のもので，細部の違
いで三種に分かれる。軒平瓦6 6 6 1は２種に分かれる。喫斗瓦は平瓦を焼成前に､ |も減し周囲を整
形したもので，凹而に布' 二I を残すものと，平坦で布目のみられないものとがある。後者は博か
も知れない。九瓦はすべて玉縁を有するものである。平瓦は縦に縄' 二I 叩きのみられるものが大
部分で格子叩きのものがわずかに含まれている。

土器は主に講堂基壇下の包含層と基壇化粧石の抜取溝から出土している。抜取溝からは土師

器皿ＡＩと椀Ｃとが重なって出土したほか，須恵器杯Ａ・Ｂなどがある。いずれも８世紀前半

に位置づけられるものである。基壇下の包含層からは，須恵器横瓶・蕊・杯Ａ・杯Ｂなどが出

土した。それらは藤原宮出土の土器と共通する。ほかに基壇下から縄文式時代後期の土器が２
個体ほど出土した。

金属製品には，鉄釘・飾り金具・銅玉・風鐸の吊り金具などがある。飾り金具は，講堂基聴
の束北隅と東南隅から各１点ずつ出土した。焼けて折れ曲っているが，隅木につけられていた
ものとふられる。厚さ0 . 2 c mの金銅製で縦4 2 c m，横3 3 c m大に復原される。縁取りの内側に唐草

文を線刻したのち，透し彫りしたものである。文様は左

右それぞれ四個所から内側へのびる唐草文で，上下・左

右が対称になるように配されている。唐草文の接点と四

周に都合1 8 個所の方形の鋲穴があり，一部に青銅製で頭

部円形の鋲がのこっている。風鐸の吊り金具は，焼失落

下した隅木の一部についたまま出- ｔしたもので，長さ３５

c mの鉄製環釘と直径1 2 c mの八葉形の金銅製座金具と断面

径2 . 5 c mの金銅製遊環からなるものであるｏ

今阿の調査結果から大官大寺の伽藍配侭を考えると，

正面に講堂を置き，その前面東に塔，西に金堂を配し，

講堂からのびる回廊が囲む観世音寺式または法起寺式が

考えられる。またこれまで講堂と想定されてきた建物跡

を講堂と断定することはできないので，これを金堂とし

その前に塔と西金堂を向いあわせた川原寺式を想定する

侭
、
」

確認蕊諒- 群：‐ ニーがＩ【）夢〈１

奈良国立文化財研究所年報

第６図隅木先飾金具復原図
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飛鳥・藤原宮跡の発伽洲在

こともできないわけではない。しかし5 3 ｍ× 2 8 . 5 ｍ規模の金睡の例は奈良時代以前の寺院にな

く，９間× ４１冊l の平面形式も金堂としてはなく，識堂が一般的に9 1 1 1 × ４１H1 であることから識

蛍とゑておきたい。大' 闇' 大寺の創建年代については，天武二年説（｢ ' 本謀紀．大安寺伽藍縁起井

流記盗財' 帳），天武十二年説（元亭釈書・扶桑略記．噛家本譜寺縁起集）などがある。伽雌全体の上

限については，今後の調査を待たねばならないが，識鴬，｜可廊下屑の土器からすると，藤原宮

の造営とほぼ| I f l 時期と承てよさそうである。天武年間に造寺, 出家, 荊経，無遮大会を行なって

いる記録を考慮すると，今l n I 検出した誰唯，l I I I 廊が他の主要伽確より造街が遅れたと解するこ

ともできる。しかし大宝元年には「造大安，薬師二寺' ' ] ' 推察」とあり，縁起などは文武朝に九

頭塔，金堂が造営されたことを記しているので，１悲堂とl n l 廊の造営だけが遅れたとすることも

できない。むしろ伽藍の造営の上限を持統年| H 1 を大幅に遡らない時期に求めるべきであろう。

大官大寺の造営は，創建時期やその宮寺としての性格から，藤原京の条坊計画にそっておこ

なわれた可能性がある。しかし，今l I l I 知りえた火‘ 向' 人寺I 誰噛のI l J 心線は，これまで岸俊ｿ ) 氏に

よって推定された藤原京条坊の1 0 条４坊の東WI l 1 心線と正確には一致しない。これは造営時の

測堆誤差も考慮しなければならないが同時に推定条坊の線引きについても再検討する必要があ

ることを示している。これまでの調査によれば藤原京条坊は真北に対して２０' 以上Ｗ肺した方

格線をなすものと想定される。このことは, 単に条坊推定線の修I E だけでなく, 藤原京東京極で

あるI l i ツ道の南延長線を韮準線とする飛鳥の方格地割の研究にも再検討を迫ることになろう。

大‘ I ‘ { ' 大寺が平城京に移った年代については，和銅三年説と天､ I z 元年説とがある。今I I i l の調査

で識堂が焼失したことを確認しえたが，これは「扶桑略記」の和銅四年焼亡の記' j i : にｲ 1 1 ､ I 1 する

ものと考えられる。焼失後に，誰堂・l n I 廊ともに再建は認められないので，平城遥祁と同時に

移転した可能性が火きい。

和田廃寺の調査この調査は，槌原市和l i l 町北方の「入野塚」上埴南の水田において，宅地

造成に先立って行ったものである。調査地は，小墾1m宮推定地ｲ ､ j ･ 近からＩﾉ L i へのびる低､ I えな台地

と，‐ | ↑ 椛丘北麓をなす和田丘陵にはさまれた浅い谷状地形のほぼ' | 』央にあたっている。この谷

状地形は，さらに両へひろがり，旧河道の存在が予想された。調査の結果，この地形は弥生時

代から鎌倉時代まで続いた1 1 1 河道S X 1 0 0 の名残りで，調査地の南､ ' 2 部をしめていた。ＳＸ１００

は河床の砂採牌の広がりからみて，流路・川幅とも時代によって複雑に変化していたことが確

認できた。妓終的にはこの河道は潅岸の杭列をもつ溝ＳＤＯ４５Ｂとなる。出･ | こした凡器から, １３

世紀頃にはこの溝も埋められ，その後この地域は全而水田化したものと考えられる。ＳＸ１００

のⅡ. I 河道上，および北岸からは，掘立柱建物８，，柵５，溝３，井戸１，暗渠１，石敷遺‘ 職１を

検出した。遺構は古岐時代，飛鳥時代，それ以降の３時期に大別できる。

占墳時代の遺構には，調査地北端の素掘りの溝S D 1 4 5 があり，布留式･ 上器が出こした。

飛鳥時代の遺構調査地の南半部を河道s x 1 0 0 が，和、丘陵の北に沿って束から西へ流れ

る。その北岸の堆積- 上の上に，石敷S X 1 1 0 がある。S X 1 1 0 は堆砿上上に盛土し，河原石を敷

－５１－
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いたもので，ＳＸ１００の護岸洞敷と考えられる。盛上1 . ' １から７吐紀代の瓦が出土したｏ後世の

氾濫と耕作とによる破壊が著しいが，復原すると東噸4 4 ｍ以上，１幅約４ｍとなる。調査地の東

側にある石組溝S D1 0 1 は東から南へ1 1 1 1 折して設けられ，S X 1 0 0 へそそぐ排水溝である。石敷

S X 1 1 0 と同時に設けられたものであろう。S X 1 1 0 の北には約1 4 , 幅の空閑地を隔てて，東西

柵S A1 2 0があるｏＳＡ１２０は，柱間約２ｍで，２１間分4 5ｍを検出した。S A1 2 0は，S X 1 1 0と

同じく真東西に対･ し，西で北へ約４ｏ振れる。S A 1 2 0 で画された北側には，東西柵ＳＡ１３０・

S A 1 4 0 と，東西建物ＳＢ１５０・S B 1 6 0 があるｏＳＡ１３０は６間分，S A 1 4 0 は５間分を検出し

たがさらに東にのびる。柱列の方向は，いずれも典東西に対し，西で北へ約４～５．振れる。

S Bl 5 0は４× 1 1 1 } l の東西陳，S B1 6 0は８×１i Hl の束四に細憂い建物である。ＳＢ１５０は真東

四に対し西で北へ３o ，ＳＢ１６０は６．振れる。いずれも柱穴から７世紀代の瓦を検出したｏ

ＳＸ１１０で護られ，S A 1 2 0 によって面される柵・建物群が，すべて1 1 1 時期に作られたものかど

うかは，にわかに決定し得ないが，山上遺物からﾉ | : Ⅱ前後して設けられたと考えられる。

旧河道S X 1 0 0 は７世紀後半に一部埋戻され，造成の後建物がつくられた。建物S B O5 0 は６

×３間（桁行2 . 1 ｍ，梁間2 . 2 ｍ）の南北棟で，今回検出した中では肢も整った建物であるｏ

ＳＢＯ５０は，真北に対し北で東へ３o振れる。S BO5 0 の南西にある井戸S E O7 0 は，須恵器大
盤の底を打ち欠き，Ｉｌ－ｌにこぶし大の玉石を詰め，井戸として転川した誕井である。蕊は1 - 1 径

鋪７図 和厘廃寺辿鵬尖測図

－５２－

0 . 9 ｍ，ノI i 部に六耳環をつけて

いる。調査地の東南から井戸の

方向へのびる暗渠S DO2 0 は，

凡製土管1 6 個を連結したもので

あるが，暗渠上の施設は検出さ

れなかった。この他，調査地区

南､ |《にあたる河道埋- ' 二上では建

物SBO30，SBO40 , S BO80，

S BO9 0〆柵S AO6 0を検出した。

S B O3 0 ，S B O4 0 はいずれも３

間× 2 1 1 Mの南北棟で規模も小さ

く柱筋も通っていないｏＳＢＯ３０

はS DO2 0 より新しい。ＳＢＯ４０

の廃絶後には再び河川がこの付

近を流れたらしく，しがら象が

作られている。しがらみは，細

い杭を斜めに打ち込み，杭・竹

などを絡ませていたｏＳＢＯ４０
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の北にあるS A O6 0 は，南北柵で6 1 1 1 分を検出した。真北に対し，北で４。東へ振れる。ＳＢ

Ｏ８０・S BO9 0は，いずれも４× 2 1 1 Mの南北棟である。S BO8 0は掘立柱建物であるが，１個所

だけ根石を侭き，自然石の礎石をすえている。S B O9 0 は瓦器を含むＳＤＯ４５Ｂより古い。ＳＤ
Ｏ４５Ｂは良さ8 0 ｍまで確認した。ｏＳＸ１１０以南のｌＩＩ河道上にある柵・建物群は，７世紀後､ ドか

ら鎌倉時代にかけての長い期間に建てられたものであるが，方向，配侭などがS X 1 1 0 以北の

それと異なる点から，その性椿は異なったものが考えられる。

出土した遺物には土器・瓦・嶋尼・瓦製| 鋪などがある。ここでは寺に関連の深い凡と鴫尼

を主として紹介する。

Ｉ肝瓦は，ｉ肝丸瓦1 3型式，ｉ肝平瓦３型式がl l l l こした。' 肝丸瓦には，飛鳥寺創建のものとＭ型式

の単弁1 0 弁蓮華文凡や，畷浦寺山1 1 の高句麗系の，弁間に珠点を配する型式のものなど，飛鳥

時代初頭まで遡る型式が少岐I | ｜こした。その他，籾H廃寺出･ ｔのものと同施かと思われる噸弁

1 1 弁蓮華文虻や, 豊浦寺, 奥山久米寺出上のものと同形式の耽介８弁蓮華文瓦などがやや多い。

また川原寺創建時のものと同箔の複弁８弁蓮華文凡，’ ' ' １ﾉ ﾉ の述了･ が一噸にめぐる高腿寺川| この

ものと同型式の複弁８弁蓮薙文瓦が出i こしている。

軒平瓦は，軒丸瓦の穂類が多いのに較べて，３型式が出| こしたにすぎない。顎1 m文をもつ敢

弧文瓦の他，上外縁に細い線鋸歯文のある術萄店１恢文瓦の退化型式と承られるものが出| こして

いる。この他，興脇寺・軽寺と同施と思われる８世紀後､ ドの３１１１１反転の均正唐峨文瓦があるｏ

鴎尾は，完形に近い大形肘, １個体分と他に４個体分の破片がある。完形に近い大形品は，向さ

約1 2 8 c m，前後長さ約7 5 c m, | 陥約7 2 c mの大きさに復原できる。その形態と胴部文様の特徴から，

- K虫１吋. r 例，山Ⅲ寺出- 1 宝例の系譜につながるものであり，７世紀後､ ドのものと思われる。出１２

地点は，S A1 2 0 の東端北側の| I ] 地表上で，多数の丸・、' た凡，１，戸凡とともに出- こしたｏ

以上述べたように，今I n I 検1 1 Ｉした遺柵からは，和H1 廃寺の非域，あるいは伽隙配侭等を適確

には掴むことができなかった。しかし出こした瓦・邸尼等のあり方から象て，調査地は飛鳥時

代から奈良時代にかけて存在した寺院の一郭にあたる1 1 1 能性が強い。その場合には，ＳＡ１２０

は寺域の南限を画する施設として理解できると思われる。北接する水I H I l I にある「大野塚」’ ２

壇とS A 1 2 0 1 Hl の距離は約5 5ｍであるｏＩｌＩ心伽雌をこの「大野塚」を' ' １心した部分と想定する

ことは十分可能であろう。なお，洲在地付近は，推定藤原京朱惟大路にあたるが，これを‘ だ証

するまでには，さらに時間を要する。

今井町環濠の調査調在地は「今井町」I ﾉ L i 噛隅の存日神社の北で，両門の南にあたる児竜公

園内である。結果は，3 1 1 1 1 にわたる築成改修のあとのある糸棚りの内濠（' ' 1 冊4 . 0 ｍ）・Ｉ梁（l 脈

6 . 4 ｍ）・外濠を検出した。遺物には伊万里焼を- 1 弓とする梁付磁器，卜駄・籍・曲物・杓子・桶

などの木製品及び家紋入りの漆器椀がある。天Ｉ眼から江) 『初期の遺物は| | | 土していないが，｜：

塁・濠の位侭・規模は，・i l f 絵図に伝える内濠３間・Ｉ塁3 1 1 { l ・外濠4 1 1 M､ ドにほぼ一致し，素棚

りの濠・土塁は成立 ､ 1 1 初の婆であろう。（大脇潔・西 1 - ' 藤生）

－５３－



飛鳥資料館の開館展示

飛鳥資料館学芸室

1 9 7 4年３月161 . 1，飛鳥盗料館が開館した。観覧者数は，開館当11161 8人，３月30Ｈまでで計

9 6 5 5 人。幸先のよいスタートといえよう。これに先立って３j j l 5 H，開館式・特別公開をおこ
ない，4 0 0 人の招待容をむかえて祝福をうけた。

1 9 7 3 年４月，資料館が発足すると，学芸室・庶務室は，春日野庁舎に準術室をもうけて，活

動を開始した。学芸室では，文化庁の国立飛胤資料館（仮称）設置準備会議がまとめた展示計

画（1 9 7 2 年２月）の基本方針を尊重して，展示方法とを検討し，所内の準備委員会の討議を経

て，その原案を作成した。これによって，Ｈ本エキジビション企画プロダクション（代表国友

俊太郎氏）が作った峻示設計原案を，さらに準備委員会で煮つめることによって，大筋が決定，

1 9 7 4 年1 2 月に，同プロダクションに工事請負を依頼した。

資料館には，常設展示用の第１展示室（3 9 0 ㎡) と，特別展示用の第２展示室（6 6 ㎡）がある。

６月８日までの，開館記念特別展示期間中は，第１展示室も，高松塚古墳壁画の模写などによ

って，とくに充実し, また第２展示室では, ガンダーラ以来の仏像を中心として，特別展示「仏

教伝来一飛鳥への道」を開催することにした。展示品・展示状況の詳細は, 右頁の平面図, お

よび開館にさいして出版した２種のカタログ, 『飛鳥盗料館案内｣ ・『仏教伝来一飛鳥への道』

にゆずる。なお，盗料館の設立・建築・工事については，前年度年報の報告のほか，パンフレ

ット『奈良国立文化財研究所飛鳥資料館」を参照されたい。以下，展示にかんする方針のう

ち，記録にのこっていない点を若干かかげておく。

陳列ケースは，両面・片面両用のものを，大・中・小３種類作成した。移動しないことを前
提として作り，また，鍵が外面から歌えない構造とした。高松塚古城出土品用のケースは，や

や豪華で，かつ閉館のさいに，ケース前面を鉄扉で閉ざす構造の，作りつけのものとした。
展示室内の採光は，人工光線によるものとしたが，同時に，窓を完全に閉ざすことなく，時

には開けられる状況にとどめることにした。したがって，陳列ケースは，窓と窓の間，あるい
は，窓から遠く離して配列することになり，展示室の中央に，大ケース４個をオーソドックス

に相称的にならべた。展示室西北隅のブロックは，とくに電倣に耐える構造になっており，石

造物の展示場所は，おのずからこのブロックに限られることになった。また，高松塚古墳出土

品用の作りつけケースは，展示室西南の奥まったブロックの両端におくことにした。このよう
にして，第１展示室の基本的な導線が決定したのである。

展示品を見やすくするため，しばしば斜面・垂直面への固定法を採用した。また展示品の意
義をわかりやすくするため，随時，展示品を写真・図とく承あわせることにした。
解説文は，各項2 0 0字以内を原則とし，教育漢字以外には，ふり, 仮名をつけた。また「出土
した」と．i { ; かず「承つかった」とするなど，やさしい言葉をえらぶようつとめた。（佐原億）

－５４－
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埋蔵文化財センタ

小形遺物とくに石器類の写真測量図化法の開発

作業の迅速性，むらのない精度，必要に応じた再現性をもつなどを利点とした写真測』1 t を，
発掘遺構実測に応用するとともに，出土遺物の図化への応用もまたすでに試染られている（奈
文研年報1 9 6 9 ) 。しかしそれは，巨大なもの，こわれ易いもの，特に複雑な曲線を持つもの等’
従来の方法では実測困難なものに対象を限定した試承であり，巻貝型士製品，細文土器，青銅

器，人物埴輪などで，一応の成果を得ている。ただ，既存の測定用のカメラでは近接撮影能力
に限界があり，希望する写真縮尺が得られないことが主な原因となって, 満足すべきものとは
なっていない。

そこで今I 可は蒋通カメラを用いて，縮尺の大きい写真ネガを得ることに主眼をおいた搬影を
行なった。被, ゲ体には小形の鎌状の朽器（Ｅ＝50c I n，ｗ＝2. 8cm，ｔｈ＝0. 58cm）を選んだが’ これは
土器などと違って断面が写真上で測定し易l ' ､ という利点を生かしたものである。カメラは一般
に使用されているプレスカメラを使川したため，レンズの主点位置，画面距雄が1 1 1m単位でしか
測定できないこと，フイルムの１１ﾐ薪が不完全であるためと，レンズのデイストーションの程度
が不明であるため，フイルム上で部分的なモデルデフォーメーションが避けられないことなど
の欠点はあるが，近接撮影が可能なため，リ1 ～％大のが其縮尺が得られた。

搬彩は台に被孝休を放せ，垂l ( 〔に行なった。

セオドライトの装慨を持たない噸カメラでステ

１
“

驚繍垂蟹

館１ｌｘＩ鱗状( i 器のステレオf ゲ真

小形遺物の写真測量図化と石器製作に関する研究

０５ ２ＣＭ

鮒２１列雛状; ｛i 器平而I 叉｜

（等I蔚線間隔：0. 211m' ）



小形遺物の' 砲‘ 〔測肺: | 刈化とイi 器製作に間する研究

レオ効果を得る工火として，カメラをl 1 I i l 定し，被写体を､ W2 行にスライドさせる方法をとった。

なお, 搬影韮線長は７CI I ' , 』, 墜線比は１：４前後である。ノ, 域( ；点は被写体を! l i Rせたガラス板に１c l I l

i 間j 隔のグリッドを設け平I i l i 方向の韮唯とし，長さの災なる４本の虫ピンを被写体をかこむよう

に1 1 《〔立させ垂直ﾉ j 向の』I 墜準とした。準肺を含めて，搬影に要した時間は，約１時間，ｌｘｌ化に要

した時間は，標疋を含めて２時時間1 0 分と，比岐的粘度の向い図面を短時間に作成できる見述

を得ることができた。凶化は３倍のスケールで行なった。なお，カメラはスーパー・グラフィ

ック，レンズはコダック・エクター1 2 7 1 , Ⅱ１１を使川し，ｌＸＩ化機はステレオ・メト1 ｺ グラフE J 1 i u を

使川した。

禰器研究にとって拡大図は細部の観察をうながすであろうし，等尚線による剥雄1 ｍの表示は

まだ新しい試みとして今その効果を予測できないが，細部の計測が1 1 1 . 能なことは剥雄耐の分析

を通した石器製作技術の解析にも有効なデータを提供してくれるに地いない。そのために小形

遺物専用のカメラの開発と，さらにはこのシステムの符ﾉ J 化の〃法として，４ゲ真測ｊＩｔの原理を

生かしながらフイルムを介さない凶化| 幾の開発が要求される。（0 } 東大作，伽幹雄・松沢亜生）

石器製作復原

一二上l I l 産サヌカイトによる石器製作技術の復原研究はｲ ﾊ ' ; I りの』i に水テストをくり返して技側

を象がきながら，剥H ･ 取り，交互剥離などの実験をさらに亜ね，技法の共休的な復原に埼・下し

た。‐ I ノーヌカイトをイi 器ｲ i 材として選定する地域での先細文時代に､ 瀬ﾉ i 内技法" と呼ばれる代表

的な石器づくりがある。まずこの技法による製作復原をとりあげてみた。

この技法の鮒１段階の剥片取りに深く関わる条件として，前年からイi 削りのテストを通じて
いしのめ

感じたのはサヌカイトは石器に使われる他のｲ L i 材一｝卿雁ｲ i ，頁岩と比べて《' ｲ i 理" がはつきＩ）し

ていることであった。したがって原喋を打ち割ってある樋の石器に必婆な索材剥ハ･ を準備する

' 剥片取り作業" の成脊は，まずこの石皿を判断することにかかっているといえる。打娯によっ

て発ﾉ [ | 畠する割れ面が7 『皿の方向に向うのに必要な打而，打角の逃走が要求される。イi 蝿に沿っ

て削れが進行すれば大きく､ I 酬! な剥離1 ｍを得ることができるし，逆えば波打ったｲ < 安定な剥離

鋪３１X １打1 m周辺の整形加工 翼状剥州剥離作業

－５７－



第４図瀬戸内技法概念図
素材剥片および翼状剥片と石理の関係

面を生ずること（Undu l a t i n）になり，

ここに自然際を打ち割る手懸りを得るむ

つかしさがある。

瀬戸内技法は大阪・国府遺跡の黄料を

もとに命名されてから久しく二上1 1 | 周辺

の資料によって補正されたのは妓近のこ

とであるが，そうした例にならって作業

を進めてみたｏ第一段階の剥片取りは石

製ハンマーを用い交互剥離の原則に従が

い－ａ（第４側左) , 平坦な剥離面を打而と

した剥片（同右中，下）を準備した。先に

ふれたようにこの段階ですでに一つの原

石から要求に合った剥片を効率よく複数

打ち剥ぐのは困難であったｏ

翼状剥片を得る第２段階での作業（第

４図）は石核となる剥片を踏みつけて間

定し，鹿角製パンチを当て，鹿角ハンマ

ーで加梁した－ｃ( 第４図右) o ただし前処

理として石核の打而周辺の整形を行なう

－ｂ( 第３I X l ) o 実験を逸して感じたのは打

面調整の意義よりむしろ引きつづいて剥

ぎ取られる翼状剥片を規制することにあ

り，剥片の画一性の保持はこの条件にか

かわるといえる。

両

ﾐＩ

奈良国立文化財研究所年報
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かわるといえる。鮒５図翼状剥片剥離経過

打点についていえることは鹿角パンチ上' 素材用剥片
中，｜‘ 1 上剥片より剥がされた妓初の翼状剥片

を用いたときバルブは不明瞭なものとな 下，次＊に剥がされた翼状剥片と石核

り，いわゆる打痕は残らないことを知っ

た。剥片取り段階における石製ハンマーによる応接加撃（ａ）の打浪を考慮にいれるならば，
従来いわれて来ている" パンチ痕" なるものは硬質ハンマーによる痕跡であり，軟質パンチ使用
のとき生ずるような性質のものではないと結論される。

（松沢亜生・端本圭輔）



ｔ

伯菩国分尼寺・官術跡の調査（２）
平城宮跡発掘調査部

発掘,凋査は，昭和49年９月2511から同年11｝j20I1の間，倉吉市教育委典会が実施したｏ本年

度は国分尼寺地隆，国分寺北地区，国庁袈神社地区の三個所で，約3000㎡について行なった。

国分尼寺地区過去211.11の調査（昭和46,48年度）で外周施設と内方主要部分の建物配置が判

りjしており，今回は補足的な調在にとどめた。あらたに建物３棟，南北隅の濠および柵列を検

出し，ますます寺院の建物Imid置とは異なる様相を示してきた。

国分寺北地歴国分尼寺跡地瞳で検出した遺椛が通例の寺院の伽藍配置とも異なり，尼寺跡

でなく郡術跡と考える''1能性もでてきた。そこで|Iﾖ分尼寺跡を他に求めるとすると，『統左丞

抄」の記戦にある国分寺北側の平坦地の調在が必要になり，今'111はじめて実施した。７棟の掘

立柱建物，溝，道路敷などを検出したが，建物はいずれも小規模で，尼司Ij跡と考えられる遺職

は認められず，国分寺あるいは尼寺に関連したi､l･屈的な施設とみられる。

国庁袈北地区昨年の予備調在で'1‘術跡（惟定卿庁跡）と推定していた地|ﾒEである。今'''１は礎

石根ｲﾆ１列をとりかこむ東西および南北の満（l脈1.2ｍ，深さ0.8ｍ）を検出した。その規模は東西

が111ｍ，南北126ｍのⅨ画である。この区両の外方で建物２棟と，これらの外部に大規模な濠

（幅３ｍ以上）の一部を検出した。この巡跡は内郭部と外郭部のある大規模な'日'術遺跡と考え

られる。倉吉市教育委貝会｢(I‘謄国分尼寺・'1;『術跡発棚1柵:ii鍛服｣1975年参照。（参加省佐藤・吉111・岡本）

国分寺北地区.

u-Jp.－，－５０１Ｖ

嘘』1１

圏跨H尼寺地区

－５９－
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そ の 他 の 制 宜 研 究

美術工芸研究室 ・ 建造物研究室・歴史研究室・平城宮跡発纏調査部・

飛鳥篠原宮跡発据翻査部 ・ 飛鳥資料館・埋蔵文化財センター

商都諸寺寺誌資料の収集ならびに研究（fsil-lilf一般研究A 研究代表者長谷川誠） 美術工長 ・ 建築・Ht

史 ・ 考古の各部門の協力によって南部諸守関係の寺北， 縁起�J［を収民し， 逐語的かつ総f,-(1分に

研究しようとするものである。｜！日和42年以米継続して行なっているが， JJl在は『護国寺本諸手I

縁起集』の検討をゴミ胞r-jrである。 また， 前に検討を終えた r七大寺巡礼｛ld己』の必引)J江布；iを作

成した。l共Jj出資料収集のため京大寺ほか各所の訓B1i・：がよ：rn,u�をf lなった。

美術工芸・歴史研究室

海住山寺文化財総合調査 197411三6 JJ， 海住11111：月！？械の美術工芸 ，
1
1 111， 典和，5文.：＇＿1を総合的に調

子tしようとするもので， 多くの新資料を発見した（汀潟111111出）。 未調査のものも多く， 今後も

継続して調査ーを進める。

美術工芸研究室

写真測量による仏像実測調査 ーア・以古跡発侃調子1:mi訂iJ!llft多Ji（室と協同で＇.k施している'I／点1wu,::

による実iJ!IJ調査については， :ildlムj立は正倉院御物伎楽而iの凶化作業を進めるとともに， 従米か

ら行なってきた本調査を略目！し『与」＇UJiJlll品による仏倣＇.kiJllj凶集』（11（｛和50年半JU土Fil) !'IJhのた

めの資料の整J11l， 研究をおこなった。

仏像における光背 ・ 台座の基縫的調査研究 仏像の：Ii：縦J－！.：て・ある光背·h)'Viに｜主lする資料を収集

し， その形式変j涯をゾ」i11:的かつ復元（1'1 に考祭しようとするもので， 47年度ーから継続しておこな

っており， 本ij：＇.）主は主に菩雌｛象に1x1する資料の収集と研究を進めた。

仏教図像の資料収集 ｜泊所以米仏教美術の基本資料となる仏教反I （＇訟の資料のj収集とその1；担j！＿を

絵回部門が中心となって行なっており， 本年度も『大正新(ii'f大砧料』1fr,I史の凶像の強J�i!と新発

比の白1°1','i図像等の収史をおこなった。

歴史研究室

東大寺文書調査 197 411..: 9月～’751,1,: 3 J-J, X化J i
＇よりの委似をうけ， 3何年H闘で京大寺別械

の古文』を調査し，1::1斜ならびに湖J：を作成する。4911三位（初年次）に；おいては未成巻文 ，
1 r-却l

fffl （守倣）第10 （集l副主）までの説H1iを了えたO.'ill\1 11の文、 ！ ？を｜徐く）。

西大寺典籍古文書調査 197411三6 ) J，’75年2月，従米よりの調査の縦献で， 49年度においては全

17伍！の調』を作成すると共に， 古文 ，
l ；その，·1_Jの主�資料の写点打1U�をtiなった。

仁和寺典籍古文書調査 1975年2 J l， 従米よりの淵査の継続で， 古文 ，
1 （ならびに広 l1 1 11改｜借1、収

納の典籍，wi c主としてj坂本〉を調査した。
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その他の ，；i•,j ft.研究

醍醐寺典籍古文書調査 19741ド8 JI, i�＇i li'O:紙l」決紙背文 ，
I } （ぷ仁 ・1E'.i<:,,l'-li\l央m の，il.',l:ftならびに

与J'.11J1i践を行なった。

その他の調査（依頼を受けたもの）

石山子r �i111守一 切経 ，�，＇·lit, 197 4年7 JI・12JI・＇7511'- 3 J J， イilll .11＇よりの（／（�
＇
iによるもの。

CDI.J:i'i責任者・�Ill日美術短期大手：此 佐和l径のf氏）。

興
？
；－；；子f ,(f: II版�j木調査 1974年4 JI・lOJI， 文化l i"..k胞の，�.＇，litに協力。

米－＇1' 制作院聖教調子E 197 411'· 6 JI・ 9 J I • ;; t n!IJ(.f \'.Li�；－：｛�資料館が尖絡の ，U.',lftにW,JJ ＜文化IHtll

助金による古文 ， It,��；努位、，，Jl,l.liの 一つ）。

ぷ
－

�，， 1年 典結古文J；調子t 1974年7 JI・12) J, 11 ;•i1 I l文化財｜』研究1�による共川研究（ 11::1＜行：京

京大学： 策必 総氏）。

建造物研突室

新潟県民家調査 II（｛和4911'-J立に， 新潟�U'!ctt蚕i1会の依頼により， 』.�下の民家誕二Iぷ！Htを実

施した。 ；v:i流した民家は合計240 I�！ほどにのぼった。 この訓究によって， 川卜の民家のJ既1t：を

つかむことができた。 古い民家は（G山川に沿う111�J也1－＜に多く， もっともii し、家は'.C:t文，.，三1::1の

ill築とtff；記される守門村の佐IV実家て‘ある。 （ ＇：�；ii｛守干上）

福岡県民家調査 tl,il川県の民家訓代はすでに｜｜｛係114311＇ー肢にf j·t.r.われていたが， この訓，l:rt�Ml

Mし， さらにill：型文化財J行主主蚊補選定の資料金Nるために，tl,il川県教行委H会に協）J し， 沢村

仁氏とともに， 約70件のみ，＇，J:rjを行なった。 くと
：＂
;1の出家や入/:J:bl • )J_:人り ・検能のlllf}¥. �f,に当

地｝jの民家の判色がJW ＼ された （鈴木lr, ,t,: · 1,1,1川火リj・•I『村�｛Vi'f,)

旧米谷家住宅の解体修理 11（｛不1147イl'·I主ifi: '.t!!文化財の指定会うけた｜時（火；部
’
ti）所有の｜｜ニけと作家

(j：屯（l::i}Jj(1li<'};)j:IIIJ
・
）は， 近年とみに似mのJ主を ｝JIIえたため， 今11二j主＝よ』） 2伯·11ミの予;i：て、』i午（�，修

Jlj\にli'干＝しt.：：.。 T·j;:

思Iにあたつfι。下ゾjイドJJ込
＂
（まill物4ピ 一旦すベてfii'f.休し’ 品調子t.�f tなったのら， 組立てにかかり，

屋以i玉工i：き上げ，}ii:t:,t-qJり立てまでを完了した。』）字体；J,';1有のがi月：，f!Jtjイ放は後｜止J•;,'1築されたもの

であること，キu立lu:がかえEり浪、記されていることなどが
＇
l'IJIYJし， ill止 、l'j,j\ダjのJftが切jらかとえEっ

たので， これらを現状変！！.＇：の＂H,cきを経て1W.反 したo ill ll年代金誕するものu.fe比できなかっ

たが，{UJl;T後の｝［わにからみて少なくとも18111：紀 I I 1!,'iまでさかのぼりうると;}5
・えられる。 次年以ー

はこJ:.h；：の伐仁 ・ 1;：と七政の補修1:·J；：等を行ない， すべて完成する予’kである。 mu比必三）

経離宮建築調査 ’白·，行Jrが災鈍する御般修J�I[� 1·11hj立案のための·J;:,Jlj；調査にt�IJ)Jし， H日平1148年

度にやi：のflliき， ィ、l•iJ沈下， 二1.:1：，！のレントゲンj討対1i1H与による椛j色｛:l: +xi �l,',ltt， 万点以1J:1：；による現

状凶作成など行必ったのに ’JI杭L、て， 4911'-JJrでは小｝青銅l • },.fi;組等の椛j告妓法の；Ul,lft， 土ぽを－

{fl＼分こそぎ務して当初からIJJJ治Mi修に至る各所のれ：係ii).',11t等をhなった。 古 ，
！ ？院は別治2611三に

解体修理されl'HI材の取七十が多いのに対して， 1 1.1・11, 1,1;L I r-1日は旧状をよく維持しているO

（鈴木ぷ占）
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奈良町'f..jt_
＂

化lH研究所制i

平城宮跡発掘調査部

福音寺遺跡木製品の調査 佳山市教育委員会が発技liill,'J主iした福'lf�i'ill跡竹ノ下地区から， 5 ・

6世紀の木製品が出土している。1975 年 3月， ｛呆4子方法の指導及び実 iJ!IJ調査をおこなった。建

築材， 民具， 工具， 容器t類など農山な内容をもち， 伊予地方における古JJtl時代後半の生活を知

るw重な資料である。 『忠蔵文化財
・
発抑制査慨報』必山市文化財制査報告V1l 怯山市教育委員

会参照（参加者！日的 山本 ・ 岩本正）。

湯納遺跡 きどI追跡I.U土の建築材 ・ 生活用具などの木製品は， 九州鹿児資料館で｛栄作処JlHが行

なわれている。1974年6月， 主としてP.E.G.恒ilut合以槽の操作についての指導をした （参加

者・ 山本）。

八代神社所蔵神宝の調査（三.！.H，』.l.'.�JドJ,li,IJl11;:;1Uf) 10月 1 LI～21三I, 八代村l祉のや11宝ftiは1111ノJ;:;'

大飛鳥と共に古代海上交通の祭礼造物として知られている。鳥羽市教育委員会の協力をfi｝－て各

種追物の調査をおこなった。今回は予約調査として従米の記録と台帳を照合することをおこな

った。（参加者 猪熊 ・ 依j悠・凶・金子 井上）

難波宮出土瓦の調査 1974年 6月101-1～141:1， 大阪市立博物館と｝Y(f：波宮t1I：発御調査・]i： �i所にお

いて調査を行なった。平成宮所用瓦との｜共Jili資料の収集を目的としたものである。3T'-Flの製f'F

技法において， 双方に若るしい粍IWーのあることを確認した（参加者 森・III辺・｜刊本 大IJ必）。

佐渡国分寺出土瓦の調査 1974年10月17 ・ 18日， 佐渡部瓦�牙IIIJ公民館において調盗をおこなっ

た。飽古きの記号瓦がきわめて多1立に出土している。それらの中には「内」 「11uと読みHf.る

ものも含まれているが， 人物をJ"/ljl、た戯画瓦に記されている「三国兵人亡」ほど明確なものは

ない。丸瓦はごく少此玉縁式がある他，？？悲式が大勢を占めているO
玉｜正瓦はfill巻作りの浜跡を

とどめるものが多く見受けられ， 一枚作りの痕跡を践すものはl点も見受けられなかった （参

加者 森・金子）。

九州地方出土瓦の調査 1974年11月281己I, 九州 ・｜陛史資料館でIHJmiされた「九州古1・［，｝.段」への11:l

品協力に伴い， 九州地方出土瓦の調査を行なった。 九州地方て・
のJ.JiT［妓術の種々相など， 新た

な知見を得た（参加者 森・山辺・附本・大協）。

環境整備 平城宮跡発掘調査部

近江国街跡 1974年4月， 滋 t工仰の依！阪により3倒的基本計画を指導した （参加者 Ljリ｜｜・凶.，.，

－高瀬）。

出雪国庁跡 1974年4月～75 年3月， 建物表示，捌水路，Wt造成・-lftU＆などの実施設計・純工

を指導した。50 年 3月すべての盤。r/11工事を完了した（参加者 牛川・凶中〉。 J.'.:d即日教育委品会

『史跡出雲国府跡部民整備報告；If.』参照。

宮ノ前廃寺， 1974年10月， 福山市の依績により整6/HiM本計画を作成した（参加者III I I 1）。

美j出国分寺跡 1974年4月～75 年3月， 大屋市の依頼により基本計画およひ
、

南大門造成工司；：

の指導監督を行なった（参加者 牛JII · IIl"F＇）。

- 62 -



その他のJll,E(f.研究

平城宮跡発掘調査部 埋蔵文化財センター写真測量等

平成IIIJの依煩により， 庭園修復にともなう石和lの現状の記録保1974=-1三6月，観自在王院跡

LIサ｜｜・伊東・LU中・刊誌（i)。存m資料を1｛｝るため写真測量を行なった（参加者

�思のソi.:fiJliJ淵その指呼と，1974年6月， 座喜味主主跡の修復， 整備にともない，m-g味城跡

伊東. IIJtj:r・!Ill . �·：j瀬）。査を行なった（参加者

南陽＃1·・助、庭l.,ldを実1974年7月， i:v1企氏泣跡にのこるI助役跡， 調訪航跡，一東谷llijj倉氏追跡

牛Ill・0干東・IJ]，，，）。測調査した（参加者

1974年9月， 春日大社の依頼により美術でよj研究室と共同で同社所政の1n要文化春日大社

u�
－

m太鼓（左方）の調子Eを行なった。 春「｜顕彰会『春｜｜大社Iii要文化財明大波（左ブ'i) ;l).',j究報告」

LI二川 伊東· rn, 1，・ （ Ill . �·：j瀬）（参加者

1974年9 月， 秋口1�，H1ldt�：Jの依仰により1t lf.H JJ,'filf.のためのJi\; i\t Ai. il!IJ;, I:を行なった。

fJI来· 11111『）

払lEl柵

（参加者

。t（参加者19741j.c9月， 建造物研究室と共同で奈良�j:llifのIIIT�l立制作をf Jなった奈良井mr

京. u ，，，，・ t�瀬）。

1974年10月， 京京大学さt:.Prl支術研究所と共同で， 従来ーより継続して行なってきた伎正倉院

fJf:llf · 1111 I 1・似｜）。楽町i'.:kiJ!IJ調査のrinr�を行なった（参』11,V,·

人持Ill]"教育委 n会による調交正i\li },1,i, iJtlJ J I\: ;t＿；よび写THtU揺を1974年1 1月，じようべのま追跡

1.111!1・店本圭）。行なった（参加者

1975年2月， 萩反射炉修似のヲJ;:1］�，t1i1抗の一郎として， 瓜状の杭f宇Jな記録保存JFJ資萩反射炉

I
 

ll－
 

t（参加者nを仰るため写真訓！JJ, ＼：により縮尺%。の 、V·f
f

lil礼 立mi凶 ， ll9i 1(1i図を（＇Flぶした

－自II .. '.1,\01,f • �·：j瀬）。

埋蔵文化財センター

倫前国分寺（｜市1,1,y己亦章宅l\l\J Li�防il,\lllf,I.!

日j」が， 手i,Jjjx：および主要的JJ!'r.-iのfi{f；；立を日（I分として，11（｛荊149::17-12月より3箇月にわたる先侃淵芥ー

をおこなった。 このがi民， 寺j或については，

四の3辺の築地糾跡と両北辺を｜徐く南， 東，

rw1r,v；を検出し， 京酉長が300 Rのこのヲ！＇減の
ノ、，、•：・ てり
、If.：正J". ’ “l'Iト中山h線上に南北にsl立ぶ市！ ”l， 中！ ” i

’：；；＿；：およひ：

｛，，＇［］房のJ，�Jflと礎石の－;'ftl， 阿南l�＇JHこ

｛心.i置する培：の礎石Wff・H市！万とHt・ 定される椛j立

脱校の大容をI許認し
－ ・

h」0

vm,1H因分手r広t色、発J>.Jl;;Jl,IH委品会「ulli11ii1r,1分 －.11':;ft�·.

れ本・ ，：
＇

：j糊）松沢

似litの配ilt.

（参加者

を杉WIし，

f111i1iiil現分守防門跡（」tより〉
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会要
ご
同

掘立柱建物の推移古代建築は寺院や官庁の''１心的な建物などに礎石建物を用いるほかは，

棚立柱式の建物が最も広く用いられていた。このような伽立柱式建物の発生から，奈良時代の

隆盛を経て，中世・近世に受け継がれた経過を明らかにすることを'二|的として，識演会では都

城，宮殿，国簡，郡術，集落の発撫例から，それぞれの建築の'１１.股，平而形式，規棋などを分

類整理して比較検討を行なった。

なお，この'''1題については『伽11県埋戯文化11ｲ調企報告Ⅲ』（猟'１県教育委典会，1974）の中で

詳論した。（‘高本災二郎）

古代の土馬一ｋ馬の製作|･I的については諸説があり，不ﾘjな点が多い。そこで基礎作業とし

て，全国の８割の川上例を占める綬内の例を''1心に，形式分紙をおこない，各形式実年代を求

めて変化の方向を検討した。

土馬はＴｌ｢代の農業村蕗遺跡をはじめ諸遺跡から出｜こするが，藤原宵，平城官など古代のｌｌ１央

‘間術からも多量に出-ｔする。、Iえ城宮では，すでに70例を越えており，とくに東辺部を南北に流

れる東大溝とその周辺から多く川上している。その周辺に-|竜馬の祭祁とかかわった'|'}'司がｲf在

したことが予想される。また，’'1央'1』'術から|:馬が出lこする背景についてもふれた。

詳細は「物質文化」第25卿を参照。（小笠原好彦）

古代炊飯具の系譜弥ﾉｋ・ｌｌｆ墳時代の甑形|器のI諸特徴・細年・地域族・系譜・川途につい

ての研究成果を識渡した。

１期は弥生前．I|Ｉ期で，韮に２次的に穿孔した1脚ＩＷ１の樵行期。１１期は弥生後期～.,I『城時代

前半期で，畿内で小形鉢形のものが出現し，各地へ伝播した時期。使川痕・出･･k状況・系譜的

関係を検討して,これらが甑として使川されたことを実証。松川IViや小形IHIが主体であること，

出-1皇壮が著しく少ないことから，価は特殊な場合にのみ使川され，炊飯具の主流は誰であった

ことを実証。Ⅲ期は古城時代後半期で，大形の本格的な甑の出現と普及期。米の調整法の変!ｌｌｌｆ

の過程と地域麓について述べた。さらに，稲作伝捕の経維を明らかにする観点から，’'1国，朝

鮮の古代炊飯具と比岐検討し，朝鮮の例との系譜的関係を問題として指摘した。（木下正史）

奈良時代の大嘗祭これまで史料の制約などにより言及されることの少なかった奈良時代の

大'肖祭の実態につき，次のことを述べた。(1)､|覚安時代以後と同じく，１１）]下卯のｎだけでな

く，その前後の健期間に亙る行蛎であること，(2)､Iえ安博では朝唯院に大嘗宮を設けるが，平城

桝では太政官院に設けること，(3)､Iえ安宮では巳の'1以後の挫婁を磯楽院で行なうが，平城宮で

は朝堂で行なうこと，(4)､F安桝の北野斎場にｲ:llwiするものを，平城宮でも場所は不明であるが

設けているらしいことなどで，すでに奈良時代に大規模な行11:として整術されているが，平安

'南と､Iえ城宮では，その際の殿舎の使川状況にかなり,|;'1災がゑられる。（〃Ⅱ藤優）

－６５－
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奈良国立文化財研究所要項

Ｉ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

(1)1974年５月25日第35回公開講演会

「掘立柱建物の推移」 宮木長二郎

「古代の土馬」 小笠原好彦

(2)1974年11月16日第36回公開識演会

「古代炊飯具の系譜」 木下正史

「奈良時代の大嘗祭」加藤優

現地説明会

(1)1974年８月31日平城宮跡内裏東北隅及び西

南隅発掘調査現地説明会吉田恵二

(2)1974年10月12日大官大寺講堂跡発掘調査現

地説明会山中敏史

(3)1974年12月７日薬師寺西僧房跡発掘調査現

地説明会岡lll英男，黒崎直，千'11剛道

(4)1975年３月29日平城京左京八条三坊発掘調

査現地説明会佐藤興治

平城宮跡資料館・覆屋公開

(1)春季特別公開

1974年４月28日～５月６日見学者7,615名

秋季特別公開

1974年10月26日～11月10日見学者16,645名

(2)見学者数

区分資料館｜擾屋’計

1974138,636163,1551101,791

累計燕’140,1371332,9141473,051

来演料館は1970年度。班屋は1968年度以降

21974年度文部省科学研究費補助金による研究

研究課題（種類担当者交付金額）

南都諸寺寺誌資料の収集ならびに研究

総合研究Ａ長谷川誠2,200千円

古代手工業製品の材質分析による生産地の決定

一般研究Ａ佐原真1,500千円

大和における条里条坊の復原的研究

一般研究Ａ狩野久18,000千円

屋瓦生産から難た811t紀における地方寺院造鴬

事情の研究

一般研究Ｃ森郁夫1,000千門

平安時代官窯瓦当文の系譜的研究

一般研究，佐藤興沿

ササン朝文化の東漸

奨励研究Ａ山本忠尚

弥生時代住居構造の基礎的研究

奨励研究Ａ大脇潔

250千円

220千円

220千門

３飛鳥資料館の開館及び運営

(1)開館

飛鳥演料館の開館式は３月15日午後２時から同

館前庭で文化庁長官，次長，奈良県，明日香村等

の関係者のほか各界の代表，歴史・考古・美術関

係者など約500人の出席の下に行われた。

式は，小川所長の式辞（後掲），安達文化庁長

'自あいさつ，渡辺近畿地方建設局長竣工あいさつ

の後，飛鳥古京を守る議員連盟会長（山岡事務局

災代読），奥田奈良県知事（池田教育長代読），

岸下明日香村長の祝辞があり，設計者，施工業者，

展示関係協力者，地元協力者等への感謝状の贈呈

が行なわれ終了した。式後，安達文化庁長官，岸

下明日香村長の手によるテープカットの後，開館

展示の披露が行なわれた。

翌16日からは，一般に公開され，一般公開初日

には，1600人余の観覧者を数えるほどの盛況で，

展示も好評で，きわめて良好なスタートをきっ

た。

(2)展示

第一展示室常設展示

第二展示室開館記念特別展示「仏教伝来飛

烏への道」（50.3.16～50.6.8）

(3)普及

普及事業としては，玄関正面のインフォーメー

ションルームに，飛鳥関係図諜約50冊を開架図書

として書棚に並べ一般観覧者の参考に供するとと

もに，学芸室職員が，入館者の質問に応ずるイン

フォーメーションサービスを行なった。

この他に展示関係のカタログとして次の二冊を

刊行した。

飛鳥資料館案内（常設展示カタログ）

仏教伝来一飛鳥への道（特別展示カタログ）

－６６－



奈良国立文化財研究所要或

(4)入館者数

(1975.3.16～3.30開館日数1311）

１普通観覧|団体観覧
般’5,80711,417

小・中学生’１，４４７１２５６

計’7,25411,673

有料計｜無料合計

8,927 728 9.655

(5)盗料の購入等

購入四天王寺軒九瓦，石川結舎軒丸瓦，

扶余天王寺軒九瓦，．lri済蓮華文噸，各１個

模造製作銅造阿弥陀三尊（露文・「山l｣l殿｣銘）

銅板小野毛人墓誌（国宝），水泥古城石

‘縮一部，鳳風文瓶（璽文），避浦寺出土好

九瓦，111皿寺出土軒九瓦，岡寺川士聯九瓦，

飛鳥寺出土軒九瓦，百済軒丸妬

４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修

地方公共団体において埋城文化財保護行政を

狐当する者に対して，埋蔵文化財の発掘調査及

び保存についての専門的知識と技術について研

修を行ない，埋蔵文化財の保謹に盗することを

目的として，次の研修を実施した。

(1)昭和49年度第１期埋蔵文化財発掘技術渚研修

（一般課程）

1974年７月29Ｒ～８月30日（参加者15名）

(2)昭和49年度節２期埋蔵文化財発掘技術者研修

（一般課程）

1975年１月20日～２月2８１１（参加者15名）

(3)研修員受入

船木義勝（秋111県教委文化課）

1974年５月12日～６月13Ｒ

内山誠一郎（千難県東金市教委）

1975年３月３日～３月2011

調査指導

（北海道）遠矢第１Iチャシコツ（岩手）毛越寺

（宮城）木戸窯跡，Ｆ１の出窯跡，大吉111窯跡，多

変城跡（秋田）払111冊跡（南山）じJ:うべのま

遺跡（布川）御経塚遺跡（隔井）一乗谷朝倉

氏遺跡（山梨）勝沼氏館跡（長野）奈良井宿，

条里遺跡（岐阜）不破関，美渋国分寺跡（愛

知）大山廃寺（三敗）多気町窯跡，御蕊IIl･占張

跡，斎王宮跡（京部）恭仁宮跡（大阪）池上

・四ツ池遺跡（兵庫）五色塚古墳，但馬国分僧

寺跡（和歌山）紀伊風土記の丘（鳥取）伯蕎

国分尼寺跡（島根）出雲国庁跡，富田河床遺跡，

出雲国分尼寺（岡山）熊山遺跡，備前国分寺跡

（広島）草戸千軒町遺跡，宮の前廃寺跡（福岡）

井原・三雲遺跡（沖縄）座喜味城跡（海外）

インドネシア・ポロブドール仏跡

その他発掘技術者講習会（岐阜），都市開発計

画に伴う埋蔵文化財の調森（三重）等の指導。

５その他

委員会等

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会

(1)整備部会1974年５月16日於平城宮跡資料館

(2)平城宮跡整備雑木計画策定に関する小委員会

1974年９月９日於平城宮跡資料館

飛鳥資料館運営協議会

1974年11月29｢ｉ於飛鳥資料館

外国出張

川越俊一広島大学イラン学術調査隊員とし

てイランに派過された。：考古学的発掘調査及

び遺跡・遺物の分布調査。

1974年10月１日～同年11月９日

牛川喜幸文部欄在外研究員としてデンマー

ク・スウェーデン・オーストリア・オランダ・

餌ドイツ・フランス・イタリアに派遣された。

：写真測地の文化財調査への応用及び遺跡保存

修紫方法の研究。併せてポロブドール仏跡修復

のための写真計測技術協力としてインドネシア

に派避された。：同仏跡修復のため写真計測に

関する講義嫌。

1974年10月１，～同年12月８日

伊東太作ポロブドール仏跡修復のための写

真計測技術協力としてインドネシアに派遮され

た。

1974年11月3011～1975年１月31日

森郁夫アスパック交換研究員として韓国

に派造された。：韓国における古代仏教遺跡及

び川土遺物の調査研究。

1974年12月12日～1975年１月22日

海外学者・研究者受入

ユネスコフェローとして，日本の文化財及びその

保護の現状を視察及び研修する目的をもって来日

した，米国内務省国立公園局公園史跡保護部次長

－６７－



称

RobertMUtley並びにポーランド国立民族学

博物館首席文化財保謹官DanielTwmek両氏

をそれぞれ1974年５月29日～６月８日，５月３１

日～６月14日の間当研究所に受入れ，使覚供

与を計った。

モンゴル政府の寺院修復専門家Myatavyn

Tsembeldo1j(文化省文化財修復局壁画師)，

MaidarynOrgil（ウランバートル絵画研究建設

委員会建築士)，RavdangiynDamdinjamts(中

央博物館研究員)3氏を1974年８月261.1～同月３１

日まで受入れ，測雄技術及び写其測1,tの研修を

行なった。

協力事業等

(1)特別史跡高松塚古城の保存施設設侭に伴う亦

前調査並びに工jli:施工等に，1974年７月上旬よ

り年度末まで，随時文化庁に協力した。また壁

画修復に関する応急措腫並びに調査が11月22Ｆ１

並びに1975年３月２７．２８日に行われたが，これ

にも協力した。

(2)第２同平城宮跡保存整備委員会を平城宮跡資

料館で開催(文化庁主催)1974年５月28日。

館３回平城宮跡保存整備委員会を平城宮跡淡料

館で開催(文化庁主催)。1974年10月1411

(3)文化庁では1971年度から特別史跡藤原宮跡の

同有化を進めており，1972年度からは当研究所

が文化庁から支出委任を受けて買収本務を担当

しているが，1974年度の状況は下記の通りであ

る。

担 ﾕⅨ
＝１

I 笈分’而職｜雌入額

者

19‘344.33m21311,659,‘13311］1９７．１

ｎ
』
》
《
ｍ
Ｕ
１
ｌ
ｎ
／
】
、
『
〕
’
叩
。
貝
』
〈
品
Ｕ
ワ
Ｊ

Ｑ
Ｕ
ｎ
Ｕ

ｎ
乙
ｎ
く
Ｊ
Ｑ
Ｊ
ハ
ベ
Ｊ
ハ
ペ
Ｊ
Ｑ
Ｊ
Ｄ
Ｊ
ハ
ベ
Ｊ
ハ
ベ
Ｊ

Ｑ
Ｊ
．
ｆ
出

和
堀
哨
、
隅
酎
晒
堀
ｗ
、
隅
咽
耐
醒
堀
ｗ
ｍ
肩
、
砧
脚
、
踊
祁
師
睡
Ⅷ
、
蹄
吋
耐
隅
Ⅷ

同布地合計’52,Ｌ11.997.10,336,358

１
１
・
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
’
１
１
－
１
１
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅲ
廻
過
叫
賜
肥
Ⅳ

第
第
第
節
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

１１図書及び資料（1974年度末現在）

閃H1＄30,704冊

仏師迎慶の研究
修学院離宮の復原的研究
文化史論進
奈良時代佃房の研究

隙|灘鵜鮮の'鍔

写真123,311点

Ⅲ研究成果刊行物

奈良国立文化財研究所学報
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I畷4‘'銅ＺＵＩ'廿拍物裂の灰皿守田公夫
昭46節21冊研究論災Ｉ伊藤延男．1,,1|:!稔．長谷川誠．沢Ⅱ,正昭
昭48節22冊研究論災1１鬼頭清明．東野治之．阿部義平．11,1,1稔
昭‘19第23冊平城宮発掘調査報告Vｌ平城京左京一坪井．町11,．横川．宮本．藤原．佐藤．小笠原．吉Ⅱ１．沢1,1.

条三坊の調査川辺．小野．無崎．西口
宅第24冊高山一町並調査綴侮一建造物研究索

年度Ｉ名

奈良国立文化財研究所年搬

I’職

･狩野久・河原純之
･川中琢・岡田・狩野
11中琢・岡川・狩野

・巧匠喪阿弥陀仏快慶
寝殿造系庭園の立地的考察
レースと金地舎利燃に関する研究
・平城宮発掘調査報告Ⅱ官術地域の調査
平城宮発伽調査報告Ⅲ内裏地域の調査
’平城寝発伽調査報告Ⅳ官術地域の調脊

院家建築の研究

工藤圭章・IIiII』琢
・I､中琢・岡川茂弘

川原寺発掘調査報告
平城富跡可伝飛鳥仮蓋宮跡発掘調在報告

飛鳥寺発伽調査報告
中世庭園文化史
興福寺食堂発掘調査報告
文化史論叢Ｉ

|煎別｜雌入｜寄蝋

197.1

累訓

和漢雷’１‘3521s5912,211
洋諜’２５１１１０５１３５６
和漢稗’20‘75617,920128,676
洋諜｜’"''’28712,028

｜計



主要工事

(1)施設盤術

埋戯文化財センター研修梢舎新肖

藤原宮跡遺物収蔵棟哨I没

同I登外消火維設侭工

奈良圃立文化財研究所史料

1２，５４５

指定職|行政一|行政二|研究職|計

称 胆 者年度 塙 §uｌ

人件愛

連衡批

蛎業管理

一般研究

僻別研究

平城宮跡発捌調携

飛烏藤原寓跡発伽調森
平城宮跡雛術梼哩

藤原宮跡盤姉補理

飛鳥盗料館巡街

埋蔵文化財センター連憎

施設世

遮物|嫌'1野|平城|藤原隊料儲|計

－６９－

15,300千'１」

4,400

１，０８５

川沢皿
小林剛
ilIIII稔
小林剛
ＩｌＩＩＩＩ稔・ＩＩ１ｌｌ１琢・狩野・原秀三郎・枇111拓突・鬼頭・加藤優
ＩＩ１ＩＩＩ稔・狩野・加藤催
坪井・守田・川IＩ'稔・m1I1琢・狩野・原・横lH拓突・工楽善通‘
鬼頭・加藤優・岩本次郎
川!''稔・加藤優・永野温子
坪ルIIlll1稔・狩野・佐原・工楽・縦111・鬼頭・加藤・黒崎・
東野・今泉・綾村・山水
長谷川誠・鼎'１１将也

南無阿弥陀仏作善災(複製）
西大寺叡尊伝記集成
仁和寺史料寺誌編ｌ
俊乗坊耐原史料集成
平城宮木簡１図版
仁和群史料寺誌編２
平城宮木簡１解説（別冊）

唐招提寺史料１
平城轡水簡２ｌｘ１版・解説

11木美術院仏像嫌修理記録

第１冊
第２‐
第３
第４
鰯５１１
第６Ｉ
第５Ⅲ

IR29

IH30
IH38
IN39
聯'’
昭４２
昭4.1

第7111｝
第８冊

第９冊

５
９
４
４
沼
畷

奈良国立文化財研究所基準盗料

1973年度
-

1974年度

r6f蝿

譜称 机
山
一
一年 度塩

平城桝跡発冊I細査部考古第三I洲査窄
､F城宵跡発抑訓在部券･'11.節三訓在索|鯛鯉''1繍；

解説
解説

Ⅵ施設

土地23,371㎡（当所所櫛）

御1野地区5,126㎡飛脇黄料館16,902"ｉ

資料蛇揃件1,343抑『

985,130.99㎡（文化庁所管）

平城宮跡地Ⅸ932,9897ｆ

藤脈寓跡地区５２,''11.99㎡

〕進物

1Ｖ機構・定員

機構の改正

1974年４月12日橘令改正に伴い庶務部が設けら

れ従来の庶務課と会計課を統帖することとなった。

又新たに埋蔵文化財センター（教務室・考古計画

研究室・測並研究篭）が設けられた。

定員
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（琳負Iﾉ1訳）庶携部１浬戯文化財センター８

（減且内訳）庶務課１

Ｖ予算(1974年度）

計

亜要文化財
Ⅱl米谷家化宅

合計
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同自動火災警報装侭設置工

省庁別宿舎屋根瓦工

(2)平城宮跡地整備

境界土塁外２件工

緑陰帯造成外５件工

築地回廊及東楼基壊復原整備工

井戸跡復原工

瀧水施設工

1,150

1,684

28,900

48,600

22,500

8,950

28,800

Ⅶ人事異動

（1974年４月１日～1975年３月31日）

４月１日奈良工業高等専門学校庶務課長に昇任

寺尾敏明

庶務課課長補佐に昇任岩木次郎

平城宮跡発掘調査部考古第三調査室

長に外任森郁夫

辞職丹阪信次

文化庁に出向（同庁会計課管財係長に

就任）坂口義尚

文部技官採用百橋明穂・岩木正二・

川越俊一・山崎･信二

警務貝長に昇任木寅忠雄

技術補佐貝採用井上直夫

研究補佐貝採用llLIIll猛・尾上実

４月111~1庶務部長に昇任服部栄次

平城宮跡発掘調査部長に昇任鈴木嘉吉
も●

飛鳥藤原宮跡発掘調査部第二調査室長

に昇任富沢智士

埋蔵文化財センター長に配腫換

坪井満足

埋蔵文化財センター教務室長に昇任

藤田修

平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

細見啓三

飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に

昇任猪熊兼勝

埋蔵文化財センター主任研究官に昇任

：松沢亜生

平城富跡発掘洲森部考古第三調査室に

転任須藤隆

４月16日文部事務官採用上田博司

５月20日埋蔵文化財センター教務室教務係長に

昇任山崎一博

庶務部庶務課庶務係長に昇任井上政和

庶務部会計課経理係長に昇任加藤建夫

６月161~ｌ辞職上田博司

６月18日当研究所長に転任小川修三

文化庁次長に転任内山正

７月１日事務補佐貝採用西一典

９〃１日技能補佐貝採用乾春雄

10月１日会計課に転任冬野微

10月21日庶務部会計課専門職員に配臓換

日商参夫

庶務部会計課用度係長に昇任西I1I健三

12月31日埋蔵文化財センター考古計画研究室長

に配置換田中琢

２月１日事務補佐員採用中垣睦美

３月４日亦務補佐貝採用福田洋子

３月3011辞職吉川承ちこ・稲葉久子・

松石清子・毛利光用子

岸墨学＝､岸＝ご芦＝一画－ごニヘーーゴーニ＝望蓋ヨー公廷＝、鐸雪ヨハーニー回生－

飛鳥資料館開館所長式辞（要旨）

当資料館は既に皆様御承知のように，飛鳥地域すること」があげられており，ここに当賛料館の

の保存の施策の一環として設けられたものであり設随が決定したのであります。

ます。かえり染まするに昭和45年春のころから，これに基き文化庁は，翌46年４月，学識経験者

飛鳥地方の保存の声が俄かに高まり，国会方面にによる演料館設置準備会議を設け基本隣想を練る

おいても「飛鳥古京を守る議員連盟」が設立され，とともに，他方奈良県教育委員会に委嘱して建設

政府においては文化財保護瀞議会並に歴史的風土用地の買上に着手し，奈良県教育委員会はもとよ

審議会の答申にもとづいて，同年12月に至り「飛り土地所有者はじめ地元の御協力のもとに，ここ

,偽地方における歴史的風土および文化財の保存にに16,900㎡におよぶ倣地をさだめられたのであり

関する方策」の閣議決定をみたのでありますｶﾐ，ます。建物につきましては，基本設計を斯界の椎

その方策の中に｢歴史涜料館を明日香奥il'に設置威谷Ｉｌ吉郎博士にお願いし，博士のお力により飛
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鳥の地にふさわしい設計が完成致しました。実施

設計並びに施工監理は建設省近畿地方建設局に依

嘱し，村本建設株式会社等が工堺を拠当すること

となり，昭和48年２月工を起し，昨49年２月に至

り御覧のような地上地下各一階，延2,440㎡の建

物の竣工を象たのであります。

この間において当盗料館を奈良脚立文化財研究

所に所属させることが決り，４８年４月省令が公布

され，飛鳥盗料館は当研究所の一部局として発足

することとなり，盗料館の目的は「飛鳥地域の歴

史的意義及び文化財に関し国民の理解を深める」

ことと定められ，その所掌事務としては「関係資

料を収集保管して観覧に供し，あわせて関連する

調査研究及び事業を行なう」旨が規定されたので

あります。

爾来，当研究所におきましては，さきに文化庁

に設けられた，設置準備会談の荻木構想にもとづ

いて，展示の内容方法等について鋭意検討を重ね，

出I拙者の方煮の御協力を得て展示盗料の蒐集に努

めるとともに，他方建物周辺の庭園工事に落手致

しました。しかし時節の影稗をうけ工蛎は当初の

予定より大lljに遅れ，また未完成の部分が相当残

されてはおりますが，第１期の工事を完成，本日

ここに開館の運びとなったのであります。

展示につきましては，1300年の背，１世紀余に

わたって都がおかれていたいわゆる広い意味の飛

烏時代，すなわち中脈I朝鮮の制度文化を取り入れ，

わが国にはじめて統一国家が形成されるに至る６

世紀末から８世紀初頭までに専ら主眼をおき，ま

た地域としては広く用いられる場合の飛鳥の地，

すなわち明日香村をはじめ，緩原，桜井両市およ

び高取町の一部を含む地域を対象とし，この地域

に造されております宮跡，寺跡，古戦並びにそれ

らからの出土品，仏教関係美術，石造物蝶の文化

財を中心として，展示を行なう覗とし，また飛鳥

の地に今なお残る万葉の風土に接する際の手がか

りともなるよう考えたのであります。そしてこの

資料館が当研究所に所属しているという点にかん

がみ，研究所としての当所が持っております全機

能を有機的に活用して，その充実を図ることに心

がけ，安易な啓蒙に砿することなく，正確な学術

的な基礎に立脚した股示を行なうことを基本とい

たしましたが，他方展示の方法等については専ら

平易な，また親し象易いものにするよう心がけ，

両者相まって飛鳥を訪れる年間20万に及ぶ各階層

の方点に役立ち得るよう，いささか意を用いたの

であります。しかしながら，言うは易く行なうは

難く，果して懲似Ｉしたところをどの稗度果し得た

か内心危倶の念をおぼえております。この費料館

はいわば小規模な歴史博物館の性格を持つもので

あり，国の設置するこの種の博物館としては初め

てのものであり，またわれわれの努力にも至らぬ

ところが極めて多かろうと,存じます。是非皆様方

の息輝ない御批判を賜りたいところでございます。

また開館後の来館者の怠見感想なども職極的に取

り入れ，絶えず改善を加えて参りたいと存じてい

ます。

この館の主要な部分は以上申し述べた常設展示

でありますが，今回開館に際し「仏教伝来一飛鳥

への道」と題して，仏教が日木に渡ってくるまで

を，アジア緒地域のすぐれた仏像をI|訓心として展

示する試糸を行ないましたが，この種の特別展示

も随時行ないたいと考えております。また庭園の

工事が未完成でありますが，順次屋外股示も行な

うつもりであり，建設予定地の事前発掘調査の際

に発見されました，本館右手にあります飛鳥時代

の澗組暗渠を整備して峻示に加えるよう計画致し

ております。展示のほか各種の普及活動も計画し

ており，特に資料閲覧室を設け，図灘盗料の閲覧

を行なうほか，質問にも応えるということも企図

しており，開館当初はまだ十分な準備が整ってお

りませんが，今後の充実を期しているところであ

ります。

以上開館にあたり当館設立の経過と，運憐につ

いての所存をいささか申し述べましたが，終りに

あたり当館開館までの各方面の御指導御協力に対

し心から感謝のまことをささげますとともに，御

来臨の皆様方には今後とも絶えず暖い御援助を賜

わりますようお願い申し上げ，私の式辞といたし

ます。

置笥一垂一二三＝一畠一ニミーーーーー一己＝一望一一星

－７１－
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Ⅷ組織規定

文部省設置法抜莱

昭和24年按維第146冊

昭和43年６月15円一部改正

第36条第43条に規定するもののほか，文化庁に

次の機関を置く。

国立文化財研究所（前後略）

第41条国立文化財研究所は,文化財に関する調

査研究，資料の作成及びその公表を行なう機関

とする。

２国立文化財研究所の名称及び位侭は，次のと

おりとする。

塩 称｜位股

東京国立文化財研究所｜東京都

奈良圃立文化財研究所｜奈良市

３国立文化財研究所には，支所を世くことがで

きる。

４国立文化財研究所及びその支所の内部組織は

文部糊令で定める。

文部省設置法施行規則抜華

昭和28年１月13日文部省令第２号,追加11N和43年６月1511

文部省令第20号，

昭和４５年４月17日文部省令第11号,昭和j8年４月12,

文部省令第６号，

昭和49年４月11日文部竹令第10号，

第５章文化庁の附属機関

第４節Ｉ刺立文化財研究所

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第123条奈良国立文化財研究所に，所長をi置く。

２所長は所務を掌理する。

（内部組織）

鰯124条奈良国立文化財研究所に，庶務部，美

術工芸研究室，建造物研究室及び歴史研究室並

びに平城宮跡発掘調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘

調査部を置く。

２前項に定めるもののほか，奈良伺立文化財研

究所に，飛鳥資料館及び埋蔵文化財センターを

置く。

（庶務部の分課及び事務）

第125条庶務部に，次の二課を置く。

一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の堺務をつかさどる。

一職員の人事に関する事務を処理すること。

二職貝の福利厚生に関する．‘肘務を処理するこ

と。

三公文書頬の接受及び公印の管守その他庶務

に関すること。

四この研究所の所掌覗務に関し，連絡調整す

ること。

五この研究所の所掌に係る遺構及び遺物の保

全のための審備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に屈

しない事務を処理すること。

３会計課においては，次の事務をつかさどる。

一予算に関する事務を処理すること。

二経独及び収入の決算その他会計に閃する'ｆ

務を処理すること。

三行政財産及び物I拙の管理に関する.11号務を処

理すること。

四庁舎及び設備の維持，管理に関する~‘jf務を

処理すること。

五庁舎の取締りに関すること。

館127条美術工芸研究室においては，絵画’彫

刻，工芸1W'’'１；跡その他建造物以外の右形文化

財及び工芸技術に関する調査研究を行ない，並

びにその結果の公表を行なう。

２建造物研究室においては，建造物に関する調

査研究を行ない，並びにその結果の公表を行な

う。

３歴史研究室においては，考古及び史跡に関す

る調査研究を行ない，並びにその結果の公表を

行なう。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）

第128条平城宮跡発掘禰査部に’考古第一調査

室，考古第二調査室，考古第三調査室’遺構調

査室，計測修景調査室及び史料調査室を瞳く。

２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次

頂から第六項までに定めるＴｌｉ:務を処理するほか

その発掘を行なう。

３考古第一調査室，考古館二調査室及び考古節

三調査室においては，別に定めるところにより

分担して，進物（木簡を除く）の保存盤理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

－７２－
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’１適職I凋査室においては，適職の保仔盤埋及び

捌査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

５計測修最調在窒においては，遺僻の!汁測及び

修餓並びにこれらに関するl凋代研究並びにこれ

らの結果の公表を行なう。

６史料調査室においては，木簡の保作整理及び

調査研究，史料の収集及び調在研究並びにこれ

らの結果の公表を行なう。

（飛烏藤原富跡発掘調査部の二室及び1i:務）

鮒129条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に，第一I淵jff

室及び第二調査室を眠く。

２第一調査室及び第二Ｉ淵在蟻においては’それ

ぞれ藤原宮跡及び飛鳥地域における樹跡その他

の遺跡（藤原'9跡を除く）に関し，次の各吟に

掲げる事務を処理するほか,その発伽111凋査を行

なう。

一遺構及び遺物の保存盤理及び調炎研究並び

にこれらの結果の公表

二遺構の計測及び修欺並びにこれらに関する

澗迩研究並びにこれらの結果の公災

三史料の収集及び閥ifiﾐ研究並びにこれらの結

果の公表

（飛鳥盗料館）

第130条飛鳥盗料館においては，ノ|§,鳥地域の歴

史的怠獲及び文化財に関し，ＩＲＩ民の理解を深め

るため，この地域に関する考古盗料，歴史盗料

その他の演料を収集し，保櫛して公衆の観覧に

供し，あわせてこれらに関するI淵企研究及び．‘ｌｆ

紫を行なう。

（飛鳥費料館の館長）

節'３１条飛鳥賓料館に’館長を股く。

２館長は，館務を掌理する。

（飛烏資料館の二室及び'1f勝）

鋪132条飛鳥資料館に，庶務室及び学芸室を瞳

く。

２庶務室においては，飛胤盗料館の庶務，会計

等に関する､１１胃務を処理する。

３単芸室においては，次の小:勝をつかさどる。

一飛烏地域に関する考占盗料，建造物，絵画，

彫刻，典餅，Ｉ【Ｉ･文.順I}その他の資料の収集，保

符，股示，催ケ，模造，写真の作成，調炎研

究及び解脱を行なうこと。

二飛烏地域に関する似l杵，写真その他の資料

の収集，盤珊，保描:，展示，閲覧及び調査研

究を行なうこと。

三飛〔!』盗料館のりi:業に関する出版物の編集及

び刊↑i並びに杵及fi:伝を行なうこと。

（埋蔵文化財センター）

第133条埋蔵文化財センターにおいては，吹の

嚇務をつかさどる。

一塊肱文化財に関し,淵侭研究及びその結果の

公表を行なうこと。

二埋職文化財の,淵介及び保作整理に関し，地

方公共剛体の地蔵文化財I凋査関係職員その他

の関係苫に対して，専門的，技術的な研修を

行なうこと。

三埋蔵文化財の渦fif及び保仔整理に関し，地

方公共|､１１体の機関その他関係の機関及びﾄﾊ体

等の求めに応じ，’1j〔門的，技術的な指騨及び

助高を行なうこと。

（地蔵文化財センターの長）

鮒134条雌戯文化財センターに長を随く。

２前喚の良は，」fl1戯文化財センターのJIi:勝を蝋

理する。

（埋蔵文化財センターの三宝及びｿ務）

第153条埋城文化財センターに，教務室，考・11,．

計1曲i研究宝及び測Ｉｌｔ研究室を置く。

２教務室においては，研修の実施に関する1i:務

を処理するほか，埋蔵文化財センターの庶務に

関する11f勝をつかさどる。

３簿古計lII1i研究寵においては，第133条各号に

禍げる'1i:勝（測雌研究室の所掌に属するものを

除く）をつかさどる。

４測地研究策においては，埋蔵文化財の測11tに

関し，第133条什号に猫げる'１１:務をつかさどる。

－７３－
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